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ウォ@ラセアの人と風土

香料諸島の産物ナツメグの果実
Dインドネシア@ 北スラウェシ州サンギCル島E

インドネシア海域で操業するフィリピン漁船
Dインドネシア@ 北スラウェシ州ビトゥンE

ウォCラセアのアウトリガCAボCト
Dフィリピン@ スルC諸島E

農家の庭先を飾るクワズイモ
Dインドネシア@ 北スラウェシ州メナド郊外E

タウィタウィ島の夕映え
Dフィリピン@ スルC諸島E



断食明けハリラBヤの礼拝
Cインドネシア@ 東南スラウェシ州クンダリD

水田とオウギヤシ
Cインドネシア@ 南スラウェシ州ボネ地方D

串刺しの魚の@製を売る女性
Cインドネシア@ 中スラウェシ州バンガイ島D

焼畑農耕民の穀物倉
Cインドネシア@ フロBレス島エンデ地方D

イカットを並べる青空市
Cインドネシア@ フロBレス島エンデ地方D



ま え が き

京都大学東南アジア研究センタDはA 昭和 C@年にわが国で初めてA 国立大学に付置さ

れた研究センタDとして官制化されました@ その後A 組織的な充実をはかってA 平成元年

度からは D大部門および客員部門に組み替えA 現在に至っております@ その間A わが国に

おける総合的地域研究の先駆けとしての役割を果たすとともにA 東南アジアに関する資料

の集積をもはかってきました@

教育の面ではA 従来より農学研究科熱帯農学専攻や人間B環境学研究科文化B地域環境

学専攻の協力講座として役割を果たしてきました@ 懸案であった独立研究科としてA 元の

アフリカ地域研究センタDとの共同のもとA 関係研究科をはじめとする学内の温かいご協

力を得てA 平成 A@年度に大学院アジアBアフリカ地域研究研究科が設置されました@ 今

後はA この新しい研究科との密接な協力を目指しております@

研究教育面でA 地域研究の重要性がますます強く認識されている今日A その責任の重大

さを自覚しながらA 名実ともに中核的研究拠点機関となるようA 着実な研究活動をいっそ

う進める努力を続けていく所存です@

本要覧はA 東南アジア研究センタDの機構や研究活動を要約しA あわせてA 研究スタッ

フの紹介と出版物の目録を収めてA センタDの歩みと現状を広くお知らせすることを目指

しております@ 和文と英文とを毎年交互に発行していますのでA 本要覧は隔年刊となって

います@ ただA 昨年度から本年度にかけてA 研究科立ち上げもあってスタッフの移動が多

かったのでA 昨年度発行を見あわせて本年度発行となりましたことをお詫び申し上げます@

本要覧を通じて本センタDの意図するところをご理解いただきA いっそうのご教導をたま

わりますようお願い申し上げます@

平 成 A@年 AB月 A 日

京都大学東南アジア研究センタD

所 長 立 本 成 文
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第 A章 性 格 と 沿 革

京都大学東南アジア研究センタDはA 東南アジアおよびその周辺諸国を総合的に研究す

ることを目的として設立された特色ある研究機関である@ 東南アジアとはA ベトナムA ラ

オスA カンボジアA タイA ビルマ EミャンマDFA マレDシアA シンガポDルA インドネ

シアA フィリピンA ブルネイの A@カ国をさすがA 研究の対象としてはA 厳密にこの範囲

に限定しているわけではない@ 仏教の研究のためスリランカをふくめA 熱帯稲作の研究の

ためバングラデシュA インドA 中国にまで視野をひろげA 対外経済活動の研究のためには

香港A 台湾A 韓国をも対象としたこともある@ 周辺諸国というのはA この意味である@

センタDの研究活動はA 自然科学をもふくむ点においてA 人文科学とくに人類学と政治

学を中心とする欧米の地域研究とは異なる特色をもっている@ 自然環境の現状と変遷の過

程を視野にいれて変動する地域を総合的に捉えるということが第一義的な目標であるがA

それと同時にA 関連学問分野を包括的な視野の下に収めA 新しい問題群に取り組みA 既成

の学問分野を越えた新しい知の枠組みを作り上げることも重要な課題である@ しかしなが

らA 総合的といってもA 基本的には地域の内在的理解が先行すべきでA そのためには微視

的な分析B解析的な研究の積み重ねが必要であることは当然である@

現在A 一般的に広く地域研究と称されるもののみがA 本センタDの追求する総合的B包

括的地域研究ではない@ 本センタDの中でもA 総合的地域研究の手法が確立しているわけ

ではなくA いろいろなアプロDチを比較B検討しながらA 世界に類を見ない地域研究の確

立に鋭意努力している@ 当面の目標はA 今や日本で緊急に必要とされている地域研究のあ

るべき姿をA 将来への展望を含みつつ早急に確定しA 範型として世に示すことである@

AEEB年度から AEEC年度まで実施された文部省重点領域研究 G総合的地域研究の手法確立

@@世界と地域の共存のパラダイムを求めてH がその一つの試みであった@ また AEED年

度から始まった卓越した研究拠点 ECOEF 形成推進計画 GアジアBアフリカにおける地

域編成@@原型B変容B転成H によってA センタDひいては日本の東南アジア研究A 地域

研究のさらに新たな展望を開くべく努力を重ねている@

近隣のアジア諸国とわが国との学術文化の交流が深まるにつれてA センタDが地域研究

の中心として果たすべき役割への期待はいよいよ高まりつつある@ その要請にこたえるた

めA センタDは東南アジア諸国の学者B文化人はもちろんA 東南アジア研究に関心をもつ
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世界の学者との不断の交流につとめている@ そして同時に東南アジアに関する文献資料B

学問的情報を収集しA それらをひろく内外の学者に利用してもらえるような態勢を整備し

つつある@ 学問研究の国際交流はA これからの日本にとって大きな課題であるがA とくに

近隣の東南アジア諸国の基礎的研究を実施しているセンタEはA こうした面でもつねにそ

の先達としての努力を傾ける必要があろう@

東南アジア研究センタEがA 京都大学に正式に設置されたのはA AHFE年のことである@

それより以前A AHFC年 A月にはA 本学に学内措置として H東南アジア研究センタEI が

設けられた@ 学内措置として創設せられた当時はA もっぱら民間からの寄付金とフォEド

財団からの研究奨励金を委任経理金として受け入れA それによって多数の本学教官を東南

アジア各地の現地調査に派遣した@ その研究活動の中心はA タイ計画とマレEシア計画と

いう Bつの総合調査であった@ それは人類学者による村落定着調査からA 農学者による熱

帯稲作の諸条件の研究に至るまでA 極めて多岐にわたったがA 常に現地に密着しA 現地の

研究者と共同して研究を進めるという態度を失わないように留意してきた@ このため当初

よりバンコクに連絡事務所を置きA 政府機関B大学B研究者との交渉A 連絡に当たらせて

きた@ これらの研究の成果はA AHFC年に創刊された J東南アジア研究K に次Dと発表さ

れA 内外の学者の注目を浴びるに至った@

この成果に対する評価はA センタEが AHFE年 D月に国立学校設置法施行規則の改正に

よる全国で初めての H研究センタEI としてA 京都大学の正式の研究機関と認められた事

によって確定したと言えよう@ それより逐年研究部門の増加を認められA AHGG年度まで

に H研究部門A C客員部門からなる研究機関に成長した@ 特にこの客員部門のうちA 地域

研究第一 F外国人客員G 研究部門はA 東南アジアからの研究者をセンタEの客員研究員と

して迎えるものでA この種の国際交流のための部門の設置は全国で最初の試みであった@

AHGH年度には研究部門の大幅な編成替えが実施されA H研究部門は生態環境A 社会生態A

統合環境A 地域発展A 人間環境の Eつの大部門に統合された@

東南アジアの地域研究を任務とする性格上A 長期A 短期の臨地研究が必須とされる@ 臨

地研究を核にA センタEにおいては各種の学際的な共同研究が組織されているのが特徴で

ある@ 研究活動の活性化を図るためにA E年ごとにセンタEとしての研究テEマの見直し

を行いA それに基づいて研究班を組織してきた@ AHG@年 F昭和 EE年G 度にはA H東南ア

ジア世界の形成過程に関する総合的研究I が組織されA 熱帯モンスEンBエコシステム班

と小型家産制国家班とが編成された@ AHGE年度の H東南アジア世界の成立と展開に関す
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る文明論的総合研究J ではA 外文明と内世界A 文明と国家形成A 文明と生態環境A 文明と

経済環境の D班が組織された@ AII@年度にはA I東南アジア世界の固有論理と発展構造に

関する総合的研究J が発足しA 歴史構造A 自然生態A 社会組織A 地域統合にかかわる D班

が研究を進めた@

これらの Eカ年計画の蓄積をうけてA AIIC年度F IF年度にA 文部省重点領域研究 I総

合的地域研究の手法確立@@世界と地域の共存パラダイムを求めてJ の共同研究がA 全国

の地域研究者の参加を得て実施された@ さらにA AIIH年度から大学院アジアBアフリカ

地域研究研究科とともにA 文部省科学研究費 COE形成推進計画 IアジアBアフリカにお

ける地域編成@@原型B変容B転成J の共同研究が開始された@ 従来から実施されてきた

個Dの研究者による共同研究はいまも継続的に組織されているがA 一方でA この二つのプ

ロジェクトが示すようにA 地域研究の中核組織としての役割をはたすべくA センタEはこ

れまでにない大規模な共同研究を推進するようになっている@ これに対応する臨地研究は

文部省科学研究費補助金 I国際学術研究J によってA 毎年 Bないし C班の研究班を海外に

出している@

東南アジア研究センタEにおけるさまざまな研究活動の成果はA センタEが刊行する出

版物を通じて発表されている@ センタEはA AIFC年以来東南アジア地域研究の季刊学術

誌 K東南アジア研究L を出版しておりA 現在 CF巻 B号に及んでいる@ K東南アジア研究L

はA 内外の大学その他の研究機関と交換しているばかりでなくA 財団法人アジア研究協会

に委託してA 一般購読の道をひらいている@

またA センタEは東南アジア研究叢書を上梓しA これまでに和文シリEズ G創文社刊

行H は BD冊A 英文シリEズ GUniversity of Hawai‘i Press刊H は B@冊を出版している@

さらに AIIE年度から新たに地域研究叢書 G京都大学学術出版会刊H が始まった@

AIFI年に Iバンコク連絡事務所J の運営経費がA 次いで AIGC年に Iジャカルタ連絡事

務所J の運営経費も国の予算として認められるとともにA 現地調査費も国の予算で認めら

れA ようやく当センタEの現地調査を計画的に推進する最小限の基礎が与えられるように

なった@ それ以来センタEではA この予算を活用してA 大学内の I研究担当教官J による

東南アジア研究をわずかながらも支援できるようになった@ また AIGH年度から I非常勤

講師経費J を認められA さらに AIH@年度には地域研究第二 G客員H 研究部門が設けられ

たことによりA I学外研究協力者J が積極的に研究参加できる機会を提供できるように

なった@ またA AIHF年度には新たな客員部門としてA 東南アジア諸語文献研究部門が新
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設された@ 近年A 東南アジア各国の図書資料が精力的に収集されているがA この部門新設

によってそれらの整理方法の確立A 資料情報の一層の収集のためにA 東南アジア各国から

書誌学者A カタロガDを招くことが可能となった@

センタDの大学院教育としてはA @ED@年に農学研究科熱帯農学専攻が設置されA 農学

系の教官が協力講座を担当したのが最初である@ その後 @EEB年度に人間B環境学研究科

の第二専攻 E文化B地域環境学専攻F が発足するとともにA センタDの教授B助教授ほぼ

全員が東南アジア地域研究講座 E協力講座F 担当として参画してきた@ @EED年 C月A ア

ジアBアフリカ地域研究研究科が発足した@ この研究科はA 東南アジア地域研究専攻とア

フリカ地域研究専攻の A専攻から構成されるがA 前者の中に連環地域論講座を置きA 東南

アジアとアフリカの両地域に連接するヒンドゥBイスラDム両世界をも含めてA 地域間比

較を視野に入れた地域研究教育に主眼を置いている@ この設立にともなってA センタDは

大学院教育の場をこの研究科に移すこととなった@ 現在A ほぼ全教官が東南アジア地域研

究専攻の東南アジア地域論講座 E協力講座F 担当A あるいは A専攻の共通課目担当として

大学院教育に参画している@
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第 A章 機 構 と 組 織

@ @ 機 構

@FFE年度現在A 東南アジア研究センタDはA D大研究部門A B客員研究部門からなる

研究部A および資料部A 事務部で構成されA 東南アジア地域の現地調査を円滑に行うため

の海外連絡事務所としてA タイにバンコク連絡事務所をA インドネシアにジャカルタ連絡

事務所を設置している@ またA 本センタDの議決機関B協議機関としてA 協議員会A 教授

会A 所員会議が設けられている@

@FFE年 C月A アジアBアフリカ地域研究研究科設置に伴いA センタD教官のほぼ全員

部 門 分 野

生態環境G
自然構造
生物構造
人口構造
社会動態
文化構造
思想環境
政治環境
地域統合
地域開発
発展計画
経済発展
生産環境
熱帯環境
人間生態

東南アジア地域論講座 E協力講座F

社会生態

統合環境

地域発展

人間環境

所 長 研 究 部

地域研究第一 E外国人客員F
地域研究第二 E国内客員F
東南アジア諸語文献 E外国人客員F

資 料 部
G図 書 室
編 集 室
情報処理室
庶 務 掛
会 計 掛
教 務 掛
学術交流室

東南アジア研究
センタD等事務部 アジアBアフリカ

地域研究研究科
バンコク連絡事務所
ジャカルタ連絡事務所

協議員会
教 授 会
所員会議
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が東南アジア地域論講座 E協力講座F あるいは研究科共通課目を担当することになった@

事務部は東南アジア研究センタD等事務部と名称が変わりA 東南アジア研究センタDとア

ジアBアフリカ地域研究研究科の事務を併せて受けもつことになった@ 事務部は庶務B会

計B教務の B掛に分かれA さらに内部組織として学術交流室を設置しA それぞれ業務を担

当している@

@ @ 協 議 員

協議員会はA センタDの運営に関する最高議決機関でありA センタDの所長A 全教授お

よび助教授 A名A ならびにセンタD所長が委嘱した関係部局の教授 C名によって構成され

ている@

A @ 職 員

センタDの職員はA EイF 研究部A EロF 資料部 E図書室A 編集室A 情報処理室FA および

EハF 事務部に所属する職員からなる@ AEED年 A@月 A日現在の職員は次のとおりである@

所 長 教 授 立 本 成 文

AイB 研 究 部

生態環境部門

教 授 山 田 勇 森林生態学

教 授 田 中 耕 司 熱帯農学A 熱帯環境利用論

助 教 授 安 藤 和 雄 熱帯農学A 農村生態

社会生態部門

教 授 立 本 成 文 地域研究A 文化人類学A 社会学

助 教 授 五十嵐 忠 孝 人類生態学

助 教 授 林 行 夫 文化人類学A 宗教社会学

助 手 石 川 登 社会人類学

統合環境部門

教 授 白 石 隆 歴史学A 比較政治学

教授E併任F 濱 下 武 志 アジア地域研究

助 教 授 西 村 重 夫 比較教育学
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地域発展部門

教 授 吉 原 久仁夫 経済発展論

教 授 海 田 能 宏 農村開発論@ 熱帯農業水文学

教 授 阿 部 茂 行 経済学

助 教 授 水 野 廣 祐 経済発展論@ 農業経済学@ 労働経済学

助 教 授 藤 田 幸 一 農業経済学

人間環境部門

教 授 福 井 捷 朗 農業生態

教 授 吉 田 彌太郎 内科学@ 血液A免疫A感染症

教 授 西 渕 光 昭 病原細菌学

助 教 授 河 野 泰 之 自然資源管理

客員研究部門

地域研究第一 C外国人客員D

Xuan Vo@Tong 栽培学

Umar Kayam 文化研究

Johan Silas 建築学A都市計画学

Varaporn Vuddhakul 微生物学

地域研究第二 C国内客員D

教 授 片 山 裕 政治学

助 教 授 大 野 昭 彦 経済開発論

東南アジア諸語文献 C外国人客員D

Richard A@ O’Connor 文化人類学

Amphorn Wongthangsawat 図書館学

文部省内地研究員

Lim Lrong Yew 経営学

非常勤講師A非常勤研究員等

非常勤講師 須 羽 新 二 情報化社会論

非常勤研究員 及 川 洋 征 熱帯農学@ 森林経営学
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非常勤研究員 貞 好 康 志 地域研究@ 歴史学

非常勤研究員 松 本 千 穂 分子生物学@ 分子疫学

非常勤研究員 吉 木 岳 哉 地形学@ 第四紀学@ 自然地理学

学振特別研究員 長 津 一 史 文化人類学

B研究部連絡室C

事務補佐員 河 合 友 子

事務補佐員 首 藤 晶 子

B研究室C

事務補佐員 成 田 朋 子

事務補佐員 荒 木 千枝子

事務補佐員 林 晃 子

@ロA 資 料 部

B図書室C

助 手 北 野 康 子 東南アジア書誌学

事務補佐員 小 室 静 子

事務補佐員 谷 口 靖 子

事務補佐員 田 中 修 司

事務補佐員 古 田 保 子

事務補佐員 山 田 尚 代

B編集室C

助 手 米 澤 眞理子

教務補佐員 Peter John Hawkes

事務補佐員 小 林 純 子

事務補佐員 大 熊 知 美

B情報処理室C

助 手 吉 村 充 則 環境工学

事務補佐員 亀 井 聡
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AハB 事 務 部

事 務 長 事務官 佐 野 重 信

専 門 員 事務官 足 立 巌

庶 務 掛 掛長 事務官 中 山 圭 史

主任 事務官 山 本 重 夫

事務官 冨 家 朋 子 D学術交流室勤務E

事務補佐員 橋 本 珠 希 D学術交流室勤務E

事務補佐員 平 尾 千 草

臨時用務員 岩 本 照 子

会 計 掛 掛長 事務官 宮 田 浩 行

主任 事務官 谷 北 道 成

事務官 上 垣 泰 浩

事務補佐員 石 田 祥 子

事務補佐員 藤 井 園 子

事務補佐員 西 尾 雅 美

教 務 掛 掛長 事務官 野 村 茂

主任 事務官 前 田 満喜子

@ @ 海外連絡事務所

AイB バンコク連絡事務所

バンコク連絡事務所 D現在地A H B, Raj Mansion, CA@CC, Soi B@, Sukhumvit Road,

Bangkok A@AA@, Thailand, 電話 F FF @ B @ BEI @ HDHE B Fax F FF @ B @ BEI @ HDAI B

e-mail cseasCBGksc.th.comE はA AIFC年 A@月に開設されて以来A G度にわたって駐在

地の変更があったがA この間のべ FC名が駐在の任に当たった@

AロB ジャカルタ連絡事務所

ジャカルタ連絡事務所 D現在地A JlJ Erlangga V, NoJ AI Kebayoran Baru, Jakarta

ABAA@, Indonesia, 電話 F FB @ BA @ GCIBHCA B Fax F FB @ BA @ GB@ECBE B e-mail cseasj

Gidola.net.idE はA AIG@年 A@月に開設されて以来A E度にわたって移転があったがA こ

の間のべ DF名が駐在の任に当たった@
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@ @ 学内研究担当教官

当センタDはA 東南アジア研究に関心をもつ学内各部局の教官にA 研究担当教官として

参加を委嘱している@ @EED年度においてA これらの研究担当教官は @B@名を数える@

A @ 学外研究協力者

当センタDはA 総合的に地域研究を実施するためA 東南アジア地域の研究に関心をもつ

全国各地の大学B研究機関等の研究者にA 研究協力を仰いでいる@ @EED年度においてA

これらの研究協力者は ACD名を数える@
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第 C章 研 究 活 動

@ @ 調査A研究

B @ C 共同研究

センタDの調査B研究活動は個別研究と共同研究に大別されるがA 共同研究のうちA セ

ンタDの大部分のスタッフの関与するものはA センタD研究計画 EプロジェクトF として

推進されてきた@ センタDプロジェクトはA Eカ年を単位として設けられる共通のテDマ

のもとにA 所員が任意の研究グルDプをつくりA 科学研究費補助金 G国際学術研究H など

を通じて臨地研究を共同で行うものである@

AGF@年度から AGFD年度までの Eカ年計画としてA G東南アジア世界の形成過程に関す

る総合的研究H というテDマのもとにA このセンタDプロジェクトが遂行されA G熱帯モ

ンスDンBエコシステムにおける農業の発展と地域間交渉の展開H と G小型家産制国家の

社会基盤と経済発展H の Bつの研究班が編成された@ AGFE年度からA 第 B次 Eカ年計画

として G東南アジア世界の成立と展開に関する文明論的総合研究H が進められA G外文明

と内世界HA G文明と国家形成HA G文明と生態環境HA G文明と経済環境H の Dつの研究班が

組織された@ AGG@年度からはA 第 C次 Eカ年計画として G東南アジア世界の固有論理と

発展構造に関する研究H が進められA G東南アジア世界の成立と歴史構造HA G東南アジア

の自然生態と発展形態HA G東南アジアの人間環境と社会組織HA G東南アジアの文化環境と

地域統合H の DつのクラスタDが研究班の役割を担って組織された@ 以上の Eカ年計画の

テDマに沿っていくつもの個別的な共同研究が文部省科学研究費補助金 E海外学術調査 /

国際学術研究F あるいはその他の機関の援助を得て実施された@

Eカ年計画を背景にA AGGC年度から Dカ年のプロジェクトとしてA 文部省重点領域研

究 G総合地域研究の手法確立@@世界と地域の共存のパラダイムを求めてH が発足した@

全国の地域研究者の参加を得て先端的地域研究をめざす G地域と生態環境H G地域性の形

成論理H G地域発展の固有論理H の C計画研究班A および地域研究の手法確立を探る G外

文明と内世界H G地域連関の論理H G総合的地域研究の概念H の Cつの計画研究班が組織さ

れA 多数の公募研究班とともにA 総合的地域研究の手法確立のための共同研究が進められ

た@
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この重点領域研究で得られた成果をさらに発展させるためにA AHHG年度から新たな E

カ年計画が進行中である@ 文部省中核的研究拠点 ECOEF 形成推進計画 GアジアBアフ

リカにおける地域編成@@原型B変容B転成H がそれでA 新たに設置された大学院アジ

アBアフリカ地域研究研究科とともにA 地域研究の中核的拠点の形成を目指すことになる@

この計画ではA 東南アジアA 南B西アジアA アフリカA をそれぞれ対象とする Cつの研究

クラスタDが編成されA センタDに計画全体を統括する事務局が置かれている@ 地域研究

における中核的な役割をセンタDが機構的にも担いA G地域とはなにかH の理解に向けた

トDタルかつダイナミックな研究視角を提出するためA 新たな一歩を進めようとしている@

上記の共同研究はA 現地調査を中心として行われることA 学際的なチDムメンバDを組

んで行われることA 東南アジア地域及びその他の外国人研究者の参加を得て行われること

を特色としている@ 本年度までに出版された研究成果の一部はA 第 F章 G出版活動H の研

究報告書シリDズの項に掲載されている@ なおA AHH@年度以降に Bつのプロジェクト以

外の個別の共同研究のもとで実施された科学研究費補助金による海外学術調査は以下のと

おりである@

AHH@年度AG東南アジア型都市文明の形成@@外文明からの変容と内発的展開@@H E研究代表
者A坪内良博F
G中国における農業生態空間の展開と人の移動に関する歴史的研究H E研究代表者A古
川久雄F
G東南アジア海域世界の動態に関する総合的研究H E研究代表者A土屋健治F

AHHA年度AG中国における農業生態空間の展開と人の移動に関する歴史的研究H E研究代表者A古
川久雄F
G東南アジア海域世界の動態に関する総合的研究H E研究代表者A土屋健治F

AHHB年度AG海域世界の地域間比較H E研究代表者A矢野 暢F
G島嶼部東南アジアのフロンティア世界に関する動態的研究H E研究代表者A加藤 剛F

AHHC年度AG海域世界の地域間比較H E研究代表者A矢野 暢F
G島嶼部東南アジアのフロンティア世界に関する動態的研究H E研究代表者A加藤 剛F
GコラDト高原における人間B環境B作物複合の総観的研究 E研究代表者A福井捷朗F

AHHD年度AG熱帯海域世界の比較研究H E研究代表者A高谷好一F
G島嶼部東南アジアのフロンティア世界の動態に関する総合的研究H E研究代表者A加
藤 剛F
GコラDト高原における人間B環境B作物複合の総観的研究H E研究代表者A福井捷朗F

AHHE年度AG熱帯海域世界の比較研究H E研究代表者A古川久雄F
Gサヘルと南インドにおける在来農法の再評価と両地域間技術移転の可能性に関する研
究H E研究代表者A応地利明F
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G人と森世界に関する大陸間比較研究H E研究代表者B山田 勇F
GウォDラセア海域世界におけるネットワDク型社会の文化生態的動態H E研究代表
者B田中耕司F

AIIF年度BGサヘルと南インドにおける在来農法の再評価と両地域間技術移転の可能性に関する研
究H E研究代表者B応地利明F
G人と森世界に関する大陸間比較研究H E研究代表者B山田 勇F
GウォDラセア海域世界におけるネットワDク型社会の文化生態的動態H E研究代表
者B田中耕司F

AIIG年度BG人と森世界に関する大陸間比較研究H E研究代表者B山田 勇F
GウォDラセア海域世界におけるネットワDク型社会の文化生態的動態H E研究代表
者B田中耕司F
G熱帯半乾燥地帯でのミレット農耕と他の農耕との接触複合状況および農業再生に関す
る調査研究H E研究代表者B応地利明F
G東南アジアにおける半乾燥地帯の発展と停滞に関する比較研究H E研究代表者B福井
捷朗F
Gデルタの BA世紀像@@熱帯アジア F大デルタの発展に関する総合的比較研究H E研究
代表者B海田能宏F

AIIH年度BG東南アジアにおける半乾燥地帯の発展と停滞に関する比較研究H E研究代表者B福井
捷朗F
Gデルタの BA世紀像@@熱帯アジア F大デルタの発展に関する総合的比較研究H E研究
代表者B海田能宏F

他にさまざまな共同研究がセンタD内外の研究者を組織して実施されてきた@ 日本学術

振興会の拠点大学方式による日本Bタイ学術交流事業に関わる共同研究A 国際協力事業団

の研究協力事業として実施されているバングラデシュとの共同研究 Gバングラデシュ農村

開発研究HA あるいは日本学術振興会と日立国際奨学財団の助成による GマレDシア農村

部における社会経済変動と文化変容H EマレDシア国民大学との共同研究F などである@

@ @ A 重点領域研究

平成 E年度から H年度 EAIIC A IFF まで D年間にわたってA 文部省重点領域研究 G総合

的地域研究の手法確立@@世界と地域の共存のパラダイムを求めてH を東南アジア研究セ

ンタDが主宰した@ この研究はA 社会科学としては極めて大型の共同研究でA 東南アジア

地域研究の専門家約 AE@名がA 地域と生態環境A 地域性の形成論理A 地域発展の固有論理A

外文明と内世界A 地域連関の論理A 総合的地域研究の概念の FクラスタDにわたって計画

研究班および公募研究班を構成しA それらを総括班が結び合わせるA という構造のもとに
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進められてきた@ 連動してA いくつかの国際学術研究も同時に行われた@

上の共同研究の成果をA 総括班事務局が把握している限りにおいて数字であらわすとA

次のようになる@ 参加者の情報交換メディアとしてのニュDズレタD DI号A 季刊誌 M総

合的地域研究N が創刊準備号を入れて第 AF号までの計 AG冊A 成果報告書シリDズが CF

冊A 総括班主催の研究集会やシンポジウムが合計 A@回A 内 A回は EInternational Sym-

posium Southeast Asia : Global Area Studies for the BAst CenturyF と題する国際シ

ンポジウムであった@ さらにA 各研究班が開催した研究会やワDクショップは合計約 A@@

回に及びA 各班から事務局に報告された関連ペDパDは約 AJ@@@編にも及んだ@

元来A 地域研究は固い組織的研究になじまないものかもしれない@ この共同研究はA

K総合的地域研究L というA ある意味で漠然とした総合テDマを設けることによってA 各

自の研究手法と関心地域の中から醸し出されてくる研究のアウトプットをA この総合テD

マにてらしてもう一度反芻してみようA というほどの K緩い共同L であったかもしれない@

しかしA この中からA K地域間研究L という新しい方向なども見えてきた@ 現在はA 総括

班と F計画班を中心にして少なくとも数冊の最終的成果を出版すべく準備を進めている@

@ @ A 中核的研究拠点 @COEA 形成推進計画

文部省科学研究費補助金による COE形成推進計画 KアジアBアフリカにおける地域編

成@@原型B変容B転成L が平成 A@年度 GAIIHH から Eカ年の計画で始まった@ セン

タDが基幹研究機関となりA 同年度から新たに設置されたアジアBアフリカ地域研究研究

科とともにA 地域研究の中核となる研究態勢の構築を目指すことになる@ 研究リDダDは

センタDの白石隆教授でA 東南アジア GクラスタDリDダDA白石HA 南B西アジア

G同A小杉泰教授 IAA地域研究研究科JHA アフリカ G同A市川光雄教授 I同研究科JH の

Cつの研究クラスタDによりA 地域を物質生活A 地域社会B交換経済A 地域システムのレ

ベルでトDタルかつダイナミックにとらえた総合的地域研究を行う@

研究実施にあたっての重点目標はA センタDおよび地域研究研究科を名実ともに地域研

究の中核拠点とするための基礎的資料 G図書B文書資料A 地図B衛星画像資料H の網羅的

な収集とA 国内外の地域研究者B研究機関とのネットワDク形成にある@ 総勢 BE名の研

究分担者に加えてA 分担者以外のセンタDおよび研究科のすべての研究スタッフが研究協

力者となってA 文字どおり両機関が一丸となった研究活動がこれから E年間続くことにな

る@ なおA 研究活動およびその成果はA インタDネット上で一般ならびに研究者向けに公
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開される予定である@

A B B その他の個別研究

現在のセンタDのスタッフによる個別研究については第 B章 G研究スタッフH の紹介の

項をご参照願いたい@

A @ 国 際 交 流

センタDにおける研究活動の推進とその寄与を深めるためA 種Cの形で外国の研究者A

専門家との交流にも力が注がれている@

A @ B 外国人研究者の招聘

@EDB年度より客員研究員の制度をセンタDに設けA 主として東南アジア諸国の研究者

を招聘しA センタD研究スタッフの一員として共同研究あるいは意見の交換を行なってい

る@ そのほかにも随時A 外国人研究者の訪問A 滞在を受け入れ便宜を計っている@ 以下は

@EEB年以降にセンタDにおいて研究を行なった外国人研究者のリストである@ 但しA

@EEB年に滞在した者のうちA すでに I平成 D年度版センタD要覧J に掲載された研究者

は除かれている@

A@ 外国人客員研究員

Julia Suryakusuma @EEC 現代インドネシア国家と家

族

LP A ES EインドネシアF

Chumphon Naewchampa @EEC 東北タイ農村の社会経済史 Department of General

Education, Ubon EタイF
Rusdy Effendi Nasution @EEC @ ED インドネシア産野生バナナ

の分類学的研究

LIPI EインドネシアF

Isra Sarntisart @EEC タイの所得分配に関する統

計的研究

Chulalongkorn

University EタイF
James Francis Warren @EEC @ ED 植民地期シンガポDルにお

ける自殺をめぐる社会史

Murdoch University

EオDストラリアF
Rohaya Umar @EEC @ ED マレDシア人名の典拠形に

ついての研究

The National University

of Malaysia EマレDシアF
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Doanh Quoc Le @EEB @ EC ソンコンデルタの土地利用

史に関する研究

Vietnam Agricultural

Science Institute

CベトナムD
Sodiq Aziz Kuntoro @EEB @ EC インドネシアにおける国民

教育の展開

IKIP Yogyakarta

CインドネシアD
Peter Mulok Kedit @EEB @ EC 東マレBシア@サラワクに

おける文化的多元主義と開

発

Sarawak Museum

CマレBシアD

Soedarsono Riswan @EEC 熱帯多雨林生態系の森林動

態と人間活動の相互作用

LIPI CインドネシアD

Thanet Aphornsuvan @EEC @ ED タイ史における権力のパラ

ドクス

Thammasat University

CタイD
Padmannabh Doodhbhate

Mahadev

@EEC 都市居住構造のヒンドゥ的

形態Aロンボクと南インド
University of Mysore

CインドD
Kriengsak Junthotai @EEC 東北タイ農業生産力のモデ

リング

Khon Kaen University

CタイD
Kanchanaporn Chitsanga @EEC タイの地方政治に関する書

誌作成

Thammasat University

CタイD
Gilbert Hamonic @EEC @ ED マレB群島におけるディア

スポラの文化現象研究

CNRS CフランスD

Vu Tuan Anh @EEC @ ED ベトナムの経済改革 Vietnam’s

Socio@Economic

Development Review

CベトナムD
Chitraporn Tanratanakul @EEC @ ED スペイン支配下のフィリピ

ン史研究

Chiang Mai University

CタイD
Vo@Tong Xuan @EEC @ ED ベトナム農村における農民

による協同組織

University of Cantho

CベトナムD
Shiro Saito @EED 日本人研究者の東南アジア

研究

University of Hawaii

Cアメリカ合衆国D
Sauliah Saleh @EED 東南アジア研究センタB図

書室のインドネシアについ

ての書誌コレクション

National Library of

Indonesia CインドネシアD

B@ その他の外国人学者

Ruchadaporn

Lartphokanont

@EEA 日本における人的資源開発

について

Sukhothai Thammathi-

rat Open University

CタイD
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Adisorn Muakpimai AFFB AE世紀@ AF世紀の東南ア
ジアにおけるタイの域内貿

易Aタイ湾の港町

Thammasat University

BタイC

Muhjidin Mawardi AFFC 灌@システムの最適調整に
関する研究

Gadjah Mada University

BインドネシアC
Chollada Kopatta AFFC 日本人会Aタイにおける日

本人社会

Thammasat University

BタイC
Supamard

Panichsakpatana

AFFC 東南アジアにおける半乾燥

地帯の発展と停滞に関する

比較研究

Kasetsart University

BタイC

Srisakra Vallibhotama AFFC 東南アジアにおける半乾燥

地帯の発展と停滞に関する

比較研究

Silpakorn University

BタイC

Naraset Pisitpanporn AFFC 東南アジアにおける半乾燥

地帯の発展と停滞に関する

比較研究

Mahidol University

BタイC

Vorawoot Hirunruk AFFC 東南アジアにおける半乾燥

地帯の発展と停滞に関する

比較研究

Thammasat University

BタイC

Chalit Chaikanchit AFFC 東南アジアにおける半乾燥

地帯の発展と停滞に関する

比較研究

Silpakorn University

BタイC

Susant Zuhdi AFFC @ FD ブトン王国史 BACCD@AF@CC University of Indonesia

BインドネシアC
Chusri Manipluksa AFFC タイ国における東南アジア

研究の方法と組織

Thammasat University

BタイC
Nophadol Chartprasert AFFC @ FD 日本における東南アジア研

究Aタイにおける東南アジ
ア研究をめざして

Thammasat University

BタイC

金英夫 AFFC @ FD アジアで重要な下痢症の原

因細菌の病因の解析に関す

る研究

Pusan National Univer-

sity B大韓民国C

Niaz Ahmad Rai AFFC @ FD パキスタンにおける持続的

灌@農業のための水管理
University of Agiricul-

ture, Faisalabad

BパキスタンC
Siriporn Wajjwalku AFFC タイ国における東南アジア

研究の方法と組織に関する

研究

Thammasat University

BタイC
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Coeli Maria Barry @EEC @ ED フィリピン@タイにおける
現代宗教の展開に関する比

較研究

Thammasat University

BタイC

Thongsalith Mangnomek @EEC 日本の経済政策に関する研

究

National Organization

for the Studies of Policy

and Administration

BNOSPAC BラオスC
Salim Muhammad @EEC バングラデシュ低地部にお

ける稲基幹作付体系の展開

とその多毛作化に関する研

究

Bangladesh Agricultural

University

BバングラデシュC

Basuki Sumawinata @EEC @ ED 熱帯湿原地域における環境

保全と地域

Bogor Agricultural Uni-

versity BインドネシアC
Corrine Phuangkasem @EEC タイ国における東南アジア

研究の方法と組織に関する

研究

Thammasat University

BタイC

Charnvit Kasetsiri @EEC タイ国における東南アジア

研究の方法と組織に関する

研究

Thammasat University

BタイC

Siriporn Wajjwalku @EEC タイ国における東南アジア

研究の方法と組織に関する

研究

Thammasat University

BタイC

Nongnuch

Soonthornchawakan

@EEC @ ED 日本の財政自由化と東南ア

ジア

Thammasat University

BタイC
Nakharin Mektrairat @EEC タイ国における東南アジア

研究の方法と組織に関する

研究

Thammasat University

BタイC

Toeti Kakiailatu @EEC ジャワと日本の農村女性の

比較研究

週刊誌 Gatra編集委員

BインドネシアC
Nguyen Huu Chiem @EEC デルタの A@世紀像A熱帯

アジア B大デルタの発展に
関する総合的地域研究

University of Cantho

BベトナムC

Subwattana Thaveesilp @EEC 東南アジアにおける半乾燥

地帯の発展と停滞に関する

研究

Mahasarakham Univer-

sity BタイC

Poolsuwan Samerchai @EEC 東南アジアにおける半乾燥

地帯の発展と停滞に関する

研究

Thammasat University

BタイC
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Soonthornpasuch Suthep @FFD 東南アジアにおける半乾燥

地帯の発展と停滞に関する

研究

Chiang Mai University

EタイF

Buasuang Apinya @FFD 東南アジアにおける半乾燥

地帯の発展と停滞に関する

研究

Mahidol University

EタイF

Premsrirat Suwilai @FFD 東南アジアにおける半乾燥

地帯の発展と停滞に関する

研究

Mahidol University

EタイF

Nil@A@Thi Somchai @FFD 東南アジアにおける半乾燥

地帯の発展と停滞に関する

研究

Mahasarakham Univer-

sity EタイF

Chantong Isaraporn @FFD 東南アジアにおける半乾燥

地帯の発展と停滞に関する

研究

Ratchpat Institute in

Surin EタイF

Withaya

Sucharithanarugse

@FFE タイ国における東南アジア

研究の方法と組織に関する

研究

Chulalongkorn Univer-

sity EタイF

Chaiwat Khamchoo @FFE バブル経済の原因と結果A
日本とタイ政治経済の比較

研究

Chulalongkorn Univer-

sity EタイF

Sharifah Zaleha

Syed Hassan

@FFE マレCシアにおけるイス
ラCムの貎

National University of

Malaysia EマレCシアF

@ @ A 留学生の派遣と受け入れ

センタCは東南アジア研究を志す研究者の養成と国際交流の目的でA センタCの若手研

究者A 京都大学の大学院生A およびその他の学生A 若手研究者を欧米と東南アジアに留学

生として派遣しA あるいは留学の便宜を計ってきた@

またA 東南アジア諸国の学生をセンタCの研修員として受け入れA その指導に当たった@

@FFAD FE年度に受け入れた外国人研究生 E研修員F は次の通りである@

Goh Pek Chen @FFA @ FB 日本とマレCシアとの経済関係 EマレCシアF
Pham Huy Quang @FFA @ FB 東アジア及び東南アジア諸国間の技術伝播とヴェトナ

ムへの教訓 EヴェトナムF
Walapa Tantisunthorn @FFB @ FC アジアにおける人的資源の開発 EタイF
Punwichai Lakkana @FFB @ FD 現代タイ社会における G国家H についての考え方

EタイF
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B @ シンポジウムAセミナBA研究集会

東南アジア研究に関して内外の研究者とより広く意見を交換するためA これまでに数多

くのシンポジウムA セミナDA ワDクショップA 研究集会などがA センタDの主催または

他機関との共催で開かれた@ 最近 B年間に開催された主なものについて簡単な趣旨とプロ

グラムを掲げておく@

C @ D International Workshop on Management of Marine Natural Resources

and Coastal Network Societies in Wallacea E@EEC年 @A月 A日A ウジュンパンダンF

文部省科学研究費による国際学術研究 GウォDラセア海域世界におけるネットワDク型

社会の文化生態的動態H の調査が実施された機会にA センタDを中心とした調査隊メン

バDとハサヌディン大学の沿岸部地域研究グルDプの共催でA 東部インドネシアの海域お

よび沿岸部の自然B文化B社会の研究成果を交換しA 沿岸部地域研究を推進するための討

論会を開催した@ G海域世界の地理H G移住とネットワDク社会H G海洋資源とその管理H

の BつのセッションでA インドネシアA オランダA 日本の研究者による研究発表が行われ

た@

C A D 日Aタイ拠点大学セミナB

Eタイとその近隣国 C@DAアユタヤとアジアF E@EEC年 @A月 @D @ @E日A アユタヤF

発表者A Anthony Reid, Paiboon Pramojanee, Adrian Bernard Lapian, Yoko

Nagazumi, 濱下武志A Yahata Abu Bakar, Sunait Chutintaranond, Myo Myint,

W. M. Sirisena, Muhammad Haji Salleh, Leonard Yuzon Andaya, 桜井由躬雄A 石井

米雄A Adisorn Muakpimai, David K. Wyatt

発表者リストからも窺えるようにA アユタヤ史に関わる著名な研究者のほとんどが集

まった@ 特徴的だったのはA マラヤA チェンマイA ビルマなどシャムの近隣国からアユタ

ヤを見る目が強調されたことA またA これまでの研究に欠けがちであった中国A ベトナムA

日本A 琉球の漢文史料を使った研究が紹介されたことであった@ シャムの首都としてだけ

ではなくA アジアA 世界の中のアユタヤの位置づけが論議された@ アユタヤ時代が前半と

後半とでA 本質的に異なったものであるA という点もA 論議の的となった@
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@ @ A 雲南民族生態史研究会 EAIIF年 C月 BG日F

雲南を中心にした植生B民族文化B生態史などについてA 現地調査の報告を受けA 科研

費調査の研究計画実行にあたってA 具体的な研究内容を検討した@

話題提供者

E東京都立大F 邑田 仁
E東京外大F クリスチャンBダニエルズ
E雲南民族博物館F 尹 紹亭

E東大F 阿部 卓
E龍谷大F 羅 二虎

@ A A 東南アジア教育研究会 EAIIF年 D月 B日F

第三世界の教育研究会との共同開催として実施した@ 東南アジアの教育の諸相に関する

四つの報告がありA それぞれのテDマについて議論された@

G戦前のフィリピンにおける I日本人J 子弟の
教育H E龍谷大F 小島 勝
Gタイにおける私立寺院慈善学校の機能と問題
点H E筑波大F 村田 翼夫

G現代マレDシアにおける教育政策@@新経済
政策との関連を中心にH

E国立教育研F 梶田 美春
GタイにおけるラジャバットBインスティ
チュDト法の成立と地方高等教育振興H

E京都教育大F 堀内 孜

@ B A 共同研究 B東南アジア大陸部における民族間関係と D地域E の生成C

AIIF年度は合計 E回の研究会を開催し大陸部周縁世界の民族の動態と地域世界の変容

について報告と討議を重ねた@ 成果の一部は I東南アジア研究J 第 CE巻 D号にまとめた@

第 A E通算第 F F 回研究会
EAIIF年 D月 AI日A 京都市F

G雲南における民族間関係と生態系H
E雲南民族学院民族研究所F 劉 剛

第 B回研究会 EAIIF年 G月 AB日A 京都市F
G東北タイの治療師モDラムBピDファDH

EコンケDン大F 加藤真理子
Gベトナム中部高原少数民族と周辺地域H

E民博総研大F 中田 友子
G守護霊祭祀と I歴史J の記憶@@中国徳宏地
区タイBマオの事例からH

E岐阜教育大F 長谷川 清
第 C回研究会 EAIIF年 AB月 B@日A 京都市F
G北タイBシャン社会における民族間関係と宗
教H E筑波大F 村上 忠良

Gビルマ辺境における多民族社会の動態H
EAsia Press InternationalF 吉田 敏浩

第 D回研究会 EAIIG年 A月 BE日A 京都市F
G商人としてのアカ族H Eハル大F 豊田 三佳
GリスがみたリスH E東京都立大F 綾部 真雄
第 E回研究会 EAIIG年 C月 BH A BI日A 博多市F
G雲南省徳宏ダイ族にかんする調査報告H

E九州大F 長谷千代子
Gエスニックシンボルの創成と対応@@西南中
国トン族の事例H E京大F 兼重 努
G山地民と林業政策@@ビルマBバゴD山地の
カレンと I森林村J 制度H

E筑波大F 谷 裕可子
Gタイ族研究の展望H E同朋大F 馬場 雄司
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B @ C 日@タイ拠点大学セミナA

D東南アジアにおける半乾燥地の発展と停滞E FAGGD年 A@月 BA B BC日G

発表者C 福井捷朗A Srisak Vallibothama, 桜井由躬雄A 吉野正敏A 田村俊和A Chalit

Chaikanchit, 桃木至朗A 新田栄治A 伊東利勝A 中村尚司A 田中耕司A 渡辺弘之A

Bondan Hermanislamet, Michael R. Dove, Surat Warangrat, Suwilai Premsrirat,

Naraset Pisitpanporn, 林 行夫A Chumphon Naeochampa, 上田曜子A Vorawoot

Hirunrak

タイトルと同名の国際的A 学際的プロジェクトが発足したばかりでありA そのプロジェ

クトの方向づけとA 半乾燥地についての知識を参加者が共有することを目的とした@ 発表

はA まずA 半乾燥地の盛衰とA 気候A 海域交易との関係を取り扱いA ついで東北タイのコ

ラEト高原に関する発表が多くA 地形A 先史文化A クメEルのバライA 製塩B製鉄A 言

語@民族関係A B@世紀の変化などが紹介された@ その他の半乾燥地としてはA 中部ベトナ

ムA 中部ジャワA スリランカ北部などについて発表があった@

B A C 共同研究 Dフロンティア社会の比較研究E

東南アジアを Hフロンティア社会I としてとらえるときA そのフロンティア性は他地域

と共通するのかA あるいは東南アジア固有であるのかC またA そのフロンティア社会と

しての特性は持続するものなのかC このような問題意識を基底に他地域のフロンティア

社会と比較しつつA Hフロンティア社会I や Hフロンティア概念I を東南アジアから相対

化しようとする共同研究会を組織した@ アメリカA オEストラリアA 中国A アフリカなど

を対象とする歴史学A 地理学A 文化人類学A 熱帯農学などの分野の研究者がメンバEと

なってA AGGD年度末から継続して研究会が開催されている@ これまでの研究会の発表は

以下のとおりである@

第 A回研究会 FAGGE年 C月 C日G
H共同研究会のねらいI 田中 耕司

HアメリカのフロンティアI
F慶応大G 岡田 泰男

H東南アジアはフロンティアであるかI
立本 成文

第 B回研究会 FAGGE年 AB月 AE日G
H東南アジアのフロンティア状況AAインドネ
シアA カリマンタンの環境と開発I 田中 耕司

Hフロンティアの存在B認識B地域的特性I
F三重大G 法貴 誠

第 C回研究会 FAGGF年 C月 C日G
H近世前期の耕地開発と開発限界への到達AA
北部九州の事例I F久留米大G 江藤 彰彦

H珠江デルタ開拓史と地域社会I
F阪大G 片山 剛
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B B C 共同研究 D農村開発の地域性E

農村開発事業がA 村で受け入れられA 持続的に展開されるためにはA 事業展開の過程で

在地化が必要とされA 風土やA 人Dの暮らし方A 社会のあり方A 地方行政などA J私たち

が地域を感じられる諸Dの事象K に大きく影響されている@ 地域研究としての農村開発研

究をA この研究会は目指している@ @HHE年度に始まりA 現在も継続している@

第 @回研究会@@行政風土@@
H@HHF年 A月 A@日I

Jタイの地方統治制度と農村開発K
Hアジア経済研究所I 重冨 真一

Jジャワ島 K村にみるデサ行政の LNGOM 的
側面K H京大I 島上 宗子

Jバングラデシュの地方行政@@行政サEビス
の展開K H京大I 矢嶋 吉司

第 A回研究会@@NGOに地域がみえる@@
H@HHG年 B月 @F日I

JNGOと政府協働を可能にする条件を考える

@@インドの民衆科学運動の事例からK
H日本福祉大I 斎藤 千宏

J貯蓄B貸付グルEプを核とした農村開発@@
インドBネパEルの事例よりK

H大阪市立大I 岡本真理子
JNGOによる農村開発@@パキスタンB北方
地域の事例からK

H総合研究大学院I 小島 進

B C C International Seminar on Maritime Communities in a Changing World :

Challenges of Development Programmes H@HHF年 H月 AB A AD日A メナドI

文部省科学研究費による国際学術研究 JウォEラセア海域世界におけるネットワEク型

社会の文化生態的動態K の調査が実施された機会にA センタEおよびサムラットランギ大

学の共催でA EAGA HEast ASEAN Growth AreaI における地域協力B開発政策の進展

と海域社会の変容についての検討会を開催した@ インドネシアA フィリピンA オEストラ

リアA 日本の研究者が参加しA J変化のなかのバジャウ社会K J沿岸地域の環境B資源に関

する在来知識K J沿岸地域と開発政策K JEAGA開発計画と地域の将来K の Cつのセッ

ションで活発な論議が展開された@

BA@C 日@タイ拠点大学セミナA

FPerspectives of Southeast Asian Studies in ThailandG

H@HHF年 @@月 AF A AG日A バンコクI

このセミナEはA タマサEト大学と東南アジア研究センタEの間で推進されている日本

学術振興会拠点大学方式による学術交流事業のうちA @HHE年度から A年間の予定で開始
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されたプロジェクト Jタイ国における東南アジア研究の方法と組織に関する研究K の最終

セミナDである@ プロジェクトはA タイにおける F東南アジア研究センタDG 設立の促進

を図るために企画された@

発表者にはタイA 日本からの参加者だけでなくA シンガポDルA アメリカからの参加者

も含まれA ディスカッサントとしてインドネシアA フィリピンA マレDシアの研究者も招

聘された@ B日間を通じて G@人以上の出席者がありA 国際的な比較の見地を踏まえてA

タイにおける東南アジア地域研究の制度的あり方について積極的かつ有意義な意見の交換

がみられた@

@ @ 東南アジア学フォAラム

より多くの東南アジア地域研究者との研究交流をはかるためにA センタDはA AHHA年

H月より J東南アジア学フォDラムK を年数回開催してきた@ このフォDラムの趣旨はA

より多くの研究者をまじえてA 東南アジア学のフロンティアを語りA より鮮明な東南アジ

ア像を模索しA またあるいは地域研究に関わる研究と教育の諸問題について情報交換をし

ようというものである@ AHHF年度は全国的な参加と外部専門家の発表をはかるべくA C

日連続A Cつのセッションの同時進行という形態を試みた@

AHHE年E HG年に開催されたフォDラムのテDマと話題提供者の一覧を掲げておく@

第 AF回フォDラム HAHHE年 C月 B日I
タイ系社会における J自文化K の現在

Jラオ人社会にみる L自文化M の構築@@担い
手とその周辺K 林 行夫

JコメントK H関西学院大I 田中きく代
JタイBルD社会にとっての国家と移住@@地
域の歴史的想像力をめぐってK

H同朋大I 馬場 雄司

JコメントK
H国立民族学博物館I 杉本 良男

第 AG回フォDラム HAHHF年 D月 BE日I
ジェンダDから見る東南アジア

J周縁社会の民族の動態とジェンダD@@北タ
イBカレンの場合K 速水 洋子

JコメントK
H国立民族学博物館I 杉島 敬志

J東南アジア農村経済の変容と女性労働@@バ
リ織布産業の事例からK H岡山大I 中谷 文美

JコメントK H東大I 瀬地山 角

AHHF年度 HAHHG年 C月 E日A G日I
会場 A会場B東南ア研 東棟 B階 第 A教室

B会場B東南ア研 共同棟 C階 セミナD室
C会場B東南ア研 共同棟 D階 セミナD室
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A月 C日 A会場

東南アジア研究における E場F と E境界F 再考@@複眼的フィBルドワBクにむけて

E問題提起F 石川 登

E文化の場と非場Bイバン民族誌に関する自省F
C一橋大D 内堀 基光

Eエンデの人の遠近両用眼鏡F
C大阪大D 中川 敏

EコメントF C慶応義塾大D 棚橋 訓

速水 洋子

B会場 バックコック@@紅河デルタ一村落の歴史社会調査

Eバックコック研究の過程報告F
C東大D 桜井由躬雄

E合作社の社会活動F C東大D 岩井美佐紀
E合作社と農業F C京大D 柳沢 雅之

C会場

The Indonesian Women’s Movement and National Politics : Gerwani and the October @ @ECB
putsch Cお茶の水女子大D Saskia E. Wieringa

Witness Denied : Australian and Japanese media responses to the Indonesian holocaust, @ECB A
@ECC C精華大D Richard Tanter

The Emerge of Architecture and Urban Conservation in Southeast Asia : the lacking of a

wider theoretical underpinning for the practicalities of conservation planning

C立命館大D Laretna T. Adishakti

Role of Villages during Land Redistribution in the Rural Areas of the Red River

C筑波大D Doan Doan Tuan & Masayoshi Satoh

Structural Reform of Local Government Systems in Bangladesh

Cバングラデシュ工業省D Hasnat Abdul Hye

A月 D日

E東南アジア経済の強さと弱さF C東大D 原 洋之介

A会場 地方行政の比較

EフィリピンF C神戸大D 片山 裕

EマレBシアF C明治大D 鳥居 高

EタイF C天理大D 橋本 卓

EコメントF C東大D 森田 朗

B会場 東南アジアの相対的乾燥地社会の盛衰と生態環境

E問題意識と課題F 福井 捷朗

E灌@稲作と減水深F 河野 泰之

Eジャワ@バリの灌@技術の変遷F
C早稲田大D 春山 成子

E旭日銀貨経済圏の形成とドヴァBラヴァ
ティBの勃興F C愛知大D 伊東 利勝
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C会場 国内における東南アジア研究の交流機構

FパネルディスカッションG D東大E 濱下 武志A原 洋之介

D東外大E 石井 溥

D国立民族学博物館E 松原 正毅

B月 D日

A会場 熱帯デルタの A@世紀像A珠江からベンガルまで

F海のデルタと野のデルタ@@熱帯アジア C大
デルタの HA@世紀像I 研究の枠組G

海田 能宏

F生態A生業からみたデルタ像@@アジア大デ
ルタの A@世紀像G 安藤 和雄

F歴史地理からみたデルタ像@@アジア大デル
タの A@世紀像G D奈良女子大E 野間 晴雄

F発展論からみたデルタ像@@アジア大デルタ
の A@世紀像G D宇都宮大E 冨田 正彦

Fベンガル湾沿岸地域で発生する感染症と他地
域への影響@@コレラおよび近縁菌による感染
症の最近の動向G 西渕 光昭

B会場 一般公募セッション

F水稲品種 HマスリI@@技術協力の一成果@ 特
にその熱帯アジア諸国における普及に関連し

てG 川上潤一郎A那須 曠正

F東アジアにおける開発と民主主義@@タイと
シンガポCルを事例にG

D松下政経塾E 甲斐 信好

Fタイ@ ラオスにおける公衆衛生課題G
D鈴鹿医療科学技術大E @川 裕

D国立国際医療センタCE 中村 哲

FH伝統医療I の構築化における一考察@@イン
ドネシアAバリ社会の事例研究G

D京都文教大E 大橋亜由美
Fタイ米貿易とアジア間競争@@ @E世紀末を中
心にG D京大E 宮田 敏之

C会場 若手公募セッション

FハッジAミラの行商記録@@マカッサル海峡
スプルモンデ諸島における生活世界G

D京大E 濱元 聡子

FインドネシアAスンバ島東部におけるビジネ
スAカインの興隆と背景G

Dお茶の水女子大E 田口 理恵

F市場 DいちばE における商人の階層構造@@
中部ジャワの事例からG D龍谷大E 嶋田 ミカ

Fジャワ島中部 K村にみるクレジット活動の実

態@@インドネシアにおける住民の組織化と貧
困撲滅対策との関連でG D京大E 島上 宗子

FマレCシアにおける半導体産業のジレンマG
D京大E 呉 碧娟

FサラワクAイバンの生業A土地利用特性@@
特に湿地田作形態の変化に着目してG

D京大E 市川 昌広

F東ネグロス州山間部における農民農業の展開G
D京大E 加川 真美
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@ @ 研究会等

センタEではA 比較的大きなシンポジウムBセミナEの他にA 各種の研究会が開催され

ている@ 定期的な所員研究討論のほかにA センタEスタッフを中心としてテEマ別に組織

された研究会やA センタEの客員部門の外国人研究員や折DにセンタEを訪問する外国人

研究者による特別研究会などがありA 常時センタE内外の人Dの出入りがたえない@

A @ 東南アジアセミナA

東南アジアセミナEはA 数十人の受講者を募りA 東南アジアの自然A 文化A 社会等につ

いて概説しA 専門的研究に必要な基礎知識を付与するためA 集中的な講義及び演習を行う

ことを目的としA @GED年から毎年開催されているものである@ 近年はA 年ごとに異なる

テEマを決めA かなり専門的な講義も含めている@ 特に @GGB年度以降はA 従来よりも一

段とセミナE色を濃くしA 受講者発表をプログラムに盛り込んだ@ @GGE年度にはA ラオ

スA タイA マレEシアA シンガポEルと陸路南下する @C日間の海外研修を実施しA 好評

を得た@ @GGDF GF年度のセミナEのテEマA 講義題目A 講師の一覧を掲げておく@

@GGD年度

テEマ Iさまざまの農村開発J G G月 A日A D日H

I農村開発@@関わりの作法 G @ HJ 海田 能宏

IバングラデシュB在村リEダE達への期待J
安藤 和雄

IタイB農村振興政策への問いかけJ
池本 幸生

IタイB伝統手織物技術の再興J
G東北学院大H 野崎 明

IカレンB女性から見た開発J 速水 洋子

IビルマB軍政下の農村開発J
G東大H 高橋 昭雄

IスラウェシBK精霊L vs. 農村開発J
G愛@大H 遅沢 克也

IバングラデシュBNGOの農村開発J
GG社H セEブBザBチルドレンH 中田 豊一

IインドネシアBK開発の時代L の農村J
田中 耕司

I農村開発@@関わりの作法 G A HJ
G龍谷大H 中村 尚司
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AIIG年度

テEマ H脱国境時代の東南アジアI

A G 国内研修 F I月 BF日@ BG日G

Hタイ鉄道史I F東大G 末廣 昭

H国境を越える J民族KI 林 行夫 C速水 洋子

H国境と国民国家I 白石 隆

HJタイ人K の歴史I F天理大G 飯島 明子

B G 海外研修 FA@月 BC日@ AA月 F日G

A@月 BC日 関西空港Lバンコク
BD日 バンコクLラオスBヴィエンチャン

“Economic Relationship between Laos and Its Neighboring Countries”

FState Planning CommitteeG Souphanh Keomixay

BE日 ラオスBヴァンヴィエン JICA森林プロジェクト見学

BF日 ヴィエンチャンLタイBコンケンへ移動
H東北タイの土地と土地利用I 福井 捷朗

バンチアン遺跡見学

BG日 “Northeast Thailand and the Mekhon Civilization” Fコンケン大G Chalit Chaikanchit

ドンデン村訪問

BH日 コンケンLアユタヤへ移動
ピEマイ遺跡見学A 船にてアユタヤ見学
BI日 “History of Ayutthaya” FシEナカリンウィロEト大G Plubplung Kongchana

アユタヤ歴史資料館見学

アユタヤLバンコクへ移動
C@日 “Indonesia-Malaysia-Thailand Growth Triangle Development Project”

Fチュラロンコン大G Sompop Manarungsan

夜行列車にてハジャイに移動

CA日 早朝A ハジャイ到着@ 臨地研修
AA月 A日 ハジャイBマレEシアBペナン島へ移動
ペナンにて臨地研修

B日 ペナン島からバタEワEスへA 列車にてクアラルンプEルへ移動
HマレEシアとシンガポEルの国際労働移動I 石川 登

C日 “Formation of Malay Elites” FマレEシア国民大G Shamsul A. B.

D日 専用バスにてマラッカへ移動

臨地研修 FマラッカG
専用バスにてシンガポEルへ移動
E日 臨地研修 FシンガポEルG
シンガポEル発
F日 関西空港到着A 解散
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AIIH年度

テDマ G東南アジアの経済 I危機J@@変革の契機BH EA@月 BF日A C@日F

第 A部 G通貨B金融危機に見る地域性H

GあいさつB趣旨説明H 水野 廣祐

G東アジアの通貨B金融危機と改革H
吉原久仁夫

G韓国の通貨B金融危機と改革H
E同志社大F 服部 民夫

Gタイの通貨B金融危機と改革H
Eアジア経済研究所F 東 茂樹

E討論F

GIMFの政策H E神戸大F 日野 博之

G金融システムの改革H
Eアジア経済研究所F 国宗 浩三

GマレDシアの通貨B金融危機と改革H
E明治大F 鳥居 高

Gインドネシアの通貨B金融危機と改革H
水野 廣祐

E討論F

第 B部 G発展への I処方箋JH

G政治改革@@官B政B民の癒着問題と行政シ
ステムH E京大F 玉田 芳史

G法律改革@@市場化B民主化とアジア法H
E名古屋大F 安田 信之

G受講生発表H
E討論F
G住民のイニシアティブに基づく農村開発と
NGOH 安藤 和雄

G市場化B民主化とジェンダDH
E国立リハビリ学院F 江藤 双恵

G受講生発表H
E討論F
G多民族国家問題と市場化B民主化H

E大阪外大F 松野 明久

G市場化B民主化と宗教H E千葉大F 中村 光男

G受講生発表H
E討論F

A @ 資料収集および情報処理

東南アジアの研究を深化A 発展させるために各種の資料収集がとりわけ重要なことは言

うまでもない@ AIFE年に図書室が開設されて以来A 東南アジア地域にかかわる専門書を

中心に収集を進めてきた結果A AIIH年 C月現在 HBJBFB冊 E洋書 FCJE@A冊A 和漢書 AHJGFA

冊F を登録しA 所蔵するにいたった@ これらの資料のうちA 学術情報センタDの

NACSIS-Webで検索できる書誌デDタの件数はA 和図書 EJDIDA 洋図書 AAJFCBA 和雑誌

EDDA 洋雑誌 GBIである@ 研究資料としては次のような特記すべき資料がある@

A @ B 現地語資料

AIHC年度以来A 東南アジア諸地域の言語で出版された文献の組織的収集を目指してA

特別予算の要求を行なっている@ AIHC年度から Eカ年間の第一次収集計画A および AIHH
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年度からの A@カ年間の第二次収集計画を終わりA AIIH年度からの Eカ年間の第三次収集

計画が始まったところである@ これらの計画により収集された資料のうちA 整理済で配架

されている現地語図書資料の内訳の概数はA レファレンス図書を除いて AIIG年度末現在

で次の通りである@

正規の分類Aタイ語約 FJ@@@冊A インドネシア語約 EJ@@@冊A マレD語約 CC@冊A ビル

マ語 BA@冊A その他 A@冊A 特殊コレクション E別置F の概数AフォロンダBコレクショ

ン GJ@@@冊A チャラットBコレクション IJ@@@冊A ベトナム語 BJB@@冊@ 特にA タイ語文

献の GチャラットBコレクションHA およびフィリピンに関する GフォロンダBコレク

ションH は世界に誇るコレクションである@

またA AIHF年度からはA 東南アジア諸語文献研究部門が新設されA 東南アジアから書

誌学者やカタロガDを招聘することができるようになったのでA 彼らの協力によりこれら

の資料の整理もできるようになった@ GチャラットBコレクションH については C巻より

なる冊子体の目録と GフォロンダBコレクションH の蔵書目録がある@ 今後もさらに充実

した収集を目指している@

A @ B マイクロフォ@ム

AIGA年以降A Gインドネシア関係文献マイクロフィッシュH の一部を継続的に購入した

のを始めA その後機会のあるごとにその充実をはかってきた@ この結果A 現在までにマイ

クロフィルム約 DJC@@リDルA マイクロフィッシュ約 DJC@@ケDスが納められている@ こ

のうちA フィルムはA 東南アジア諸国統計資料A インドシナ三国近B現代史資料A 第 B次

大戦下の東南アジア関係資料などを含みA フィッシュはA コDネル大学およびオランダ王

立言語民族文化研究所が所蔵するインドネシア関係資料を主としている@

A A B 雑 誌

東南アジアを専門に対象とする雑誌はA 創刊号から揃っている BEFEOをはじめとして

E@タイトル以上に及ぶ@ 東南アジアを含むアジア一般A 熱帯A 開発に関するタイトルは

DC点である@ このほかすでに刊行されていない雑誌もかなりありA 東南アジア関係では

有名な Loganの JIAEAや Djawaをも含めて AHタイトルA アジア関係ではA Londonか

ら出た Asiatic Quarterly Journal及びその後身 EAHHF @ AIABF やMondes Asiatiquesな

ど ABタイトルある@ これらの地域関係雑誌の多くは欧米発行のものであるがA 東南アジ
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アの大学B研究機関の刊行する雑誌も増えてきておりA それらはできるだけ収集するよう

に努めている@ その他 Prisma, Tenggaraなどのような各国語の週刊誌A 総合雑誌A 文芸

批評誌も定期購読している@

A @ B 統 計

東南アジアA 東アジア諸国の政府刊行物A および国際機関の刊行物を中心にA 購入また

は寄贈として収集している@ このうち継続して購入している刊行物は BF種である@ 国民

所得A 財政A 金融A 貿易A 労働A 人口など経済統計が大半でA 国別ではインドネシアが多

くA 地方統計も多く含まれている@ その他に東南アジア各国のセンサスをA 刊行の都度A

可能な限りで収集している@

A A B 地 図

所有する地図は東南アジア地域を中心にA インドA バングラデシュA スリランカA ネ

パDルA パキスタンA 中国A 朝鮮A オDストラリアA 太平洋諸島及び日本周辺とA ほぼ南

アジアから東アジア全域をおおっている@ 製作年代もA 戦前のものから近年の航空測量に

よるものまでA 多岐にわたっておりA 現在約 B万 H千枚余に及んでいる@ この中にはA 旧

陸地測量部による南アジアA 東南アジアA 東アジアの B万 E千分の A A E万分の A地形図

等A 歴史的にみても貴重なコレクションもある@ またA 数は少ないがA 東南アジア各国の

土地利用図A 地質図A 植生図などの主題図も含まれている@

A B B 人工衛星画像デ@タ

AIGH年から人工衛星画像デDタの収集をはじめA 現在 C千数百シDンの画像デDタを

所蔵している@ 対象地域はA 東南アジア全域A インド亜大陸東半分からバングラデシュA

南中国の一部および日本の一部である@ とくに東南アジア大陸部は隈なくカバDされてい

る@ 当初は Landsat MSSの A@@万分の Aの白黒ポジフィルム Eバンド D A E及び G F を

中心に集めていたがA やがて Landsat TMやMOSの BE万分の AフォルスカラD写真に

切り換えA 近年はディジタルデDタへ移行しつつある@

センタDでの人工衛星画像デDタ利用はA 従前A 目視によるA 広域の地形A 土地利用A

植生A 水文環境などの判読に限定されていたがA 今後はA ディジタル処理を行うことによ

りA また他の情報と重ね合わせて地理情報システムを構築することによりA より多様な利
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用を進める@ インデックスも整理されており貸し出しも可能である@

A @ B 情報処理

情報処理室ではA 研究活動支援のためのメイルサDバDやパDソナルコンピュDタを揃

えている@ 所員や外国人研究者が統計処理や文書処理をするために利用するほかA 利用に

当たっての相談にも応じている@

現在情報処理室で利用可能な機器としてはA DOS/VパDソナルコンピュDタ G台 E英

語環境 D台A 日本語環境 C台F がある@

またA 情報処理室外にも次のような機器がありA 利用可能である@

E A F 携帯型パDソナルコンピュDタ E台 E英語環境 C台A 日本語環境 B台F

E B F AO版カラDプロッタA 図面及び画像出力に用いる

A @ 出 版

東南アジア研究センタDにおけるさまざまな研究活動の成果はA センタDが刊行する出

版物を通じて発表されている@ センタDはA AIFC年以来季刊学術誌 G東南アジア研究H

を出版しA レフリD制度のもとに学内外の東南アジア研究者の論稿を掲載してきた@ AIIH

年 I月現在 CF巻 B号 E通算 ADE号F を数えA 所収論稿は膨大な数に上る@

主として個人の研究成果は東南アジア研究叢書としては創文社から現在まで BD冊A

English Language Seriesとしてはハワイ大学出版局から B@冊を刊行している@ なおA

AIIE年度から新たに京都大学学術出版会より地域研究叢書が始まりA 現在既に D冊が刊

行されている@

研究報告書シリDズはA シンポジウムの報告書A 文部省科学研究費補助金による海外学

術調査の報告書A その他の研究奨励金を受けて行なった研究の報告書A 共同研究の中間的

な成果A 外国人研究員の研究報告書など各種のものを含んでいる@ AIIH年 I月現在合計

GC冊を数える@ より機動的に運営されていたディスカッションBペDパDシリDズA リ

プリントBシリDズはA ワDプロなどの普及によりA シリDズとしては発行を中止してい

る@
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第 C章 大 学 院 教 育

農学研究科@熱帯農学専攻 A協力講座B

@HG@年に農学研究科に熱帯農学専攻が設置されA センタDの農学系の教授A 助教授ら

が協力講座として B講座 E熱帯稲作論A 熱帯地文環境論A 熱帯水文環境論F を担当してき

た@ 熱帯農業に関連した環境A 生態A 農村発展論にわたって長期のフィDルドワDクを中

心として教育訓練を行いA これまでに計 AF名の修士ならびに博士修了者を送り出してき

た@ この内A 留学生は @@名でA 大半が博士号を取得して帰国しA それぞれの職場で活躍

している@

なおA 熱帯農学専攻はA 農学部B農学研究科の改組に伴って @HHE年をもって廃止され

た@ 協力講座としてはA 現在 E名の博士課程在学生の教育を続行している@

人間@環境学研究科@東南アジア地域研究講座 A協力講座B

人間B環境学研究科の第 A専攻 E文化B地域環境学専攻F が @HHB年度に発足するとと

もにA センタDの教授B助教授ほぼ全員が東南アジア地域研究講座 E協力講座F 担当とし

て参画しA ほぼセンタDの D部門 @C分野に沿った授業科目を設けて学生を募集してきた@

各年度の入学者数はA @HHB年度 E名 Eうち留学生 @名FA HC年度 C名 Eうち留学生 B名FA

HD年度 C名A HE年度 B名A HF年度 B名である@ HG年度現在の在籍者は修士課程 B名A 博

士課程 @A名A 計 @D名@ それぞれが東南アジア諸地域に自分のフィDルドを持ちA 長期に

わたる調査研究を進めている@

なおA @HHG年度からはA アジアBアフリカ地域研究研究科の発足とともにA 東南アジ

ア地域研究講座としては学生募集をしないこととなった@

アジア@アフリカ地域研究研究科@東南アジア地域論講座 A協力講座B

@HHG年 C月A アジアBアフリカ地域研究研究科が発足した@ この研究科はA 東南アジ

ア地域研究専攻とアフリカ地域研究専攻の A専攻から構成されるがA 東南アジア地域研究

専攻の中に連環地域論講座を置きA 東南アジアとアフリカの両地域に連接するヒン

ドゥDBイスラDム両世界をも含めてA 地域間比較を視野に入れた地域研究教育を進めて
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いくことにした@ それぞれの地域の歴史が育んできた生態B社会B文化の固有性を解明す

るとともにA 諸地域が抱える現代的な課題についても地域研究の方法を通じて考究してい

く@ 本研究科の構成は付図のとおりである@

東南アジア地域研究専攻はA C基幹講座を創設したものでありA 一方アフリカ地域研究

専攻はA 人間B環境学研究科文化B地域環境学専攻のアフリカ地域研究講座 E旧アフリカ

地域研究センタDF を移行させたものである@ 本研究科は E年一貫制の博士課程を設けて

おりA 学生定員は東南アジア地域研究専攻 AD名A アフリカ地域研究専攻 A@名の計 BD名

である@

センタDはA 東南アジア地域研究専攻の東南アジア地域論講座全体を協力講座として担

当しA このために教授 E A 助教授 C名を充てている@ さらにA 研究科共通科目担当としてA

アジアBアフリカ地域研究研究科の構成

34



教授 C A 助教授 B名があたりA 全センタDをあげて大学院教育に参加することとなった@

本研究科の東南アジア地域研究専攻の教育面における大きな特徴はA 集団指導体制であ

る@ この専攻に入学した A回生は主指導教官 A名に加えて副指導教官 B名を自主的に選ぶ

ことができる@ この制度によってA 専攻としては比較的幅広い分野から学生をリクルDト

することができA また学生は比較的自由に研究テDマを選ぶことができる@ 学生はA D年

一貫制教育の中でA 長期にわたる本格的なフィDルドワDクを通してA 地域の生態B社

会B文化の相互関係を総合的に把握する能力を養うことを期待されている@

初年度の平成 A@年度 EAFFEF はA 東南アジア地域論講座にはA センタDの教官を主指

導教官とする D人の新入生が配属され研鑚をはじめた@
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第 E章 研 究 ス タ ッ フ

東南アジア研究センタEの現職研究スタッフの略歴A 現在の研究テEマA 主要な研究業

績などを紹介する@ 各研究スタッフはA 研究部では生態環境部門A 社会生態部門A 統合環

境部門A 地域発展部門A 人間環境部門A 地域研究第二客員部門A 非常勤講師C非常勤研究

員等A 続いて資料部の順に配列されておりA A B 最終学歴A B B 学位A C B 専門分野A D B

現在の研究テEマA E B 略歴A F B 主要な研究業績の順である@

@ @ 研 究 部

生態環境部門

山田 勇

AJ 京都大学農学部A AIFFB
BJ 京都大学農学博士A AIGIB
CJ 森林生態学
DJ@ 東南アジア熱帯多雨林の森林構造

A 地球生態系における東南アジアの位置づ

け

B 熱帯林生態系における人と自然のかかわ

り

EJ AIGE年A 東南アジア研究センタEに助手と
して採用される@ AIH@年農林水産省関西林
木育種場A AIHA年同関東林木育種場室長を
へてA AIHH年よりA 東南アジア研究セン
タE助教授@ 京都大学大学院農学研究科熱帯
農学専攻助教授を兼任@ AIIE年より教授@
人間C環境学研究科およびアジアCアフリカ
地域研究研究科併任@
AIFE年以降A 以下の海外研究活動を行う@
AIFE年タイA カンボジアA マレEシアの植
物調査A AIFHF G@年インドネシアの森林調
査A AIGF年インドネシアの森林調査A AIGG
年タイA マレEシア生態調査A AIGH年フィ

リピン生態調査とインドネシア調査A AIGI
年北米山林調査A AIHBA AIHCA AIHDF HF年
までブルネイ森林調査A AIHH年北米及び中
米の森林調査A AIHHF HI年パプアニュEギ
ニアA インドネシアの低湿地調査A AII@年
タイA インドネシアA 中国A AIIA年マレE
シアA タイA ラオスA 中国の生態調査@ AIIB
年アマゾンA マレEシアA インドネシアA
AIIC年アマゾンA マレEシアA インドネシ
アA AIID年ギリシャA トルコA エジプトA
エクアドルA ボリビアA グアテマラA ペルEA
インドネシアA マレEシアA ブルネイ@ AIIE
年中国A ネパEルA ホンコン@ AIIF年マレE
シアA ネパEルA フィンランドA スウェEデ
ンA ノルウェEA チェコA オEストリアA
ポEランドA ケニアA カメルEンA フランス@
AIIG年マレEシアA 中国A アメリカA カナ
ダA エクアドルA ペルEA ボリビアA チリA
アルゼンチン@ AIIH年マレEシアA 中国A
ベトナム@
FJ@ Forest Ecological Studies of the Mon-

tane Forest of Mt. Pangrango, West Java

GCHFGDH I東南アジア研究J AC GCH @ AE
GBHA AIGE @ GGB
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A K熱帯の有用樹種L G共著H 熱帯農学研究
センタEA AIGHB
B “Ecological Study of Mangrove and

Swamp Forests in South Sumatra,” G共
著H in South Sumatra, Man and Agricul-

ture, CSEAS, Kyoto Univ., AIH@.
C I西ジャワパングランゴ山山地林におけ
る落葉落枝などの季節変化J K東南アジア
世界L 創文社A AIH@B
D I東南アジアの低湿地林A. マングロE
ブJ K東南アジア研究L BA GBHA AIHCB
E I同 B B マングロEブの分布J K東南アジ
ア研究L BA GCHA AIHCB
F I同 C B 淡水湿地林J K東南アジア研究L
BA GDHA AIHDB
G I同 D B 泥炭湿地林J K東南アジア研究L
BB GBHA AIHDB
H K東南アジアの低湿地L G共著H 農林統計
協会A AIHFB
IK Report on the Forest Research in

Negara Brunei Darussalam from 1984

through 1986, JICA, AIHG.
IL The Changing Pattern of Vertical Stati-

fication along an Altitudinal Gradient of

the Forests of Mt. Pangrango, West Java,

Kluwer, AII@.
IM I多雨林の世界J 高谷好一 G編H K東南ア
ジアの自然L G講座C東南アジア学第 B巻H
弘文堂A AII@B
IN K東南アジアの熱帯多雨林世界L 創文社A
AIIAB
IO K熱帯雨林を考えるL G共編著H 人文書院A
AIIBB
IP I世界の森林と地球環境J 渡部忠世 G編
著H K現代の農林水産業L 放送大学教育振
興会A AIICB
IQ Vegetation Science in Forestry, G共編
著H Kluwer, AIIE.
IR K森と人との対話L G編著H 人文書院A

AIIFB
IS KフィEルドワEク最前線L G編著H 弘文
堂A AIIF.
IT K事典東南アジア@@風土C生態C環境L
G編集委員代表A 共編著H 弘文堂A AIIG.

JK Tropical Rain Forests of Southeast

Asia : A Forest Ecologist’s View Gtrans.

by Peter HawkesHA University of

Hawai‘i Press, AIIG.

田中 耕司

AJ 京都大学農学部A AIFIB
BJ 京都大学農学修士A AIGBB
CJ 熱帯農学A 熱帯環境利用論
DJ@ 熱帯アジアにおける水田C畑の伝統的作
付体系

A インドネシア移住民の農業適応

EJ AIGC年A 京都大学農学部助手に採用される@
AIGI年A 東南アジア研究センタE助手に配
置換A AIHD年助教授A AIIH年教授に昇任A
現在に至る@
この間A AIGD年ビルマA アッサム等にお
いて野生イネの分布と栽培イネの生態型分化

の調査に従事@ AIGI年A インドA スリラン
カにおいてクロッピングシステム等の比較研

究調査を行う@ AIH@F HE年にかけて C次に
わたりA インドネシアにおいて熱帯島嶼域の
人の移動に関わる環境形成過程の研究調査に

参加A その後A インドネシアで農業移民の調
査A バングラデシュで農村開発調査A インド
ネシアA マダガスカルA 中国A ベトナムA ラ
オス等で稲作技術C文化の調査を行う@ 近年
はA 東南アジア海域世界の生業と生活に関す
る文化生態学的調査を進めている@
FJ@ Iフロンティアとしての開拓空間J 矢野
暢 G編H K東南アジア学の手法L G講座C東
南アジア学第 A巻H 弘文堂A AII@B
A IプランテEション農業と農民農業J 高
谷好一 G編H K東南アジアの自然L G講座C
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東南アジア学第 B巻F 弘文堂@ AII@A
A “A Note on Typology and Evolution

of Asian Rice Culture : Toward a Com-

parative Study of the Historical Devel-

opment of Rice Culture in Tropical and

Temperate Asia,” I東南アジア研究J BH
EDF@ AIIAA
B GマレD型稲作とその広がりH I東南アジ
ア研究J BI ECF@ AIIAA
C G東南アジア海域世界と農業フロンティ
アの拡大@@インドネシア南スラウェシ州
の事例からH I東南アジア研究J C@ EDF@
AIICA
D G拓かれる生活空間H 矢野暢 E編F I地域
研究のフロンティアJ E講座B現代の地域
研究第 C巻F 弘文堂@ AIICA
E Gフロンティア社会の変容H 矢野暢 E編F
I地域研究と G発展H の論理J E講座B現代
の地域研究第 D巻F 弘文堂@ AIICA
F “Farmers’ Perceptions of Rice-Grow-

ing Techniques in Laos : ‘Primitive’ or

‘Thammasat’ ? ” I東南アジア研究J CA EBF@
AIICA
G G森と野の狭間@@東南アジアの熱帯雨
林からH 梅原猛B伊東俊太郎 E監修F I森
の文明B循環の思想J 講談社@ AIICA
HJ G海域世界と稲作の伝播H 小泉格B田中
耕司 E編F I海と文明J E講座B文明と環境
第 A@巻F 朝倉書店@ AIIEA
HK G生活者の I森J と観察者の I森林JH 山
田勇 E編F I森と人との対話J 人文書院@
AIIEA
HL Gアグロノミストからみた I地域J 把握
の課題H I農林業問題研究J ABD@ AIIFA
HM GフィDルドBワDクから生まれた稲作
論H 農耕文化研究振興会 E編F I稲作空間
の生態J 大明堂@ AIIFA
HN “Who Owns the Forest ? : The Bounda-

ry between Forest and Farmland at the

Frontier of Land Reclamation,” I東南ア
ジア研究J CD EDF@ AIIGA
HO “Village-Level Studies on Rice-Based

Cropping Systems in the Low-Lying

Areas of Bangladesh, T. Toposequ-

ence, Hydrology, Land Classification

and Cropping Patterns in the Barind

Tracts, Bogra District,” E共著F Jap. Jour.

Crop Science FF EAF@ AIIG.
HP “Village-Level Studies on Rice-Based

Cropping Systems in the Low-Lying

Areas of Bangladesh, U. Expansion of

Boro Rice Cultivation under the Cha-

unia System and Farmers’ Reaction in

the Bogra District of the Barind Tract,”

E共著F Jap. Jour. Crop Science, FF ECF@
AIIG.
HQ “Development of Southeast Asian

Rice Culture : An Ecohistorical Over-

view,” in Y. Oshima, et al. Eeds.F@ Asian

Paddy Fields : Their Environmental, His-

torical, Cultural and Economic Aspects

under Various Physical Conditions, Col-

lege of Agr., Univ. of Saskatchewan,

AIIG.
HR G東南アジアの水田利用の集約性@@熱
帯アジアと日本との比較論に向けてH E共
著F I環境科学総合研究所年報J AF@ AIIGA
HS G東南アジアの農業システムとその変動
要因H I国土利用開発研究所紀要J AI@ AIIGA
IJ G水田が支えるアジアの生物生産H I岩波
講座 地球環境学 F 生物資源の持続的利

用J 岩波書店@ AIIHA

安藤 和雄

AJ 静岡大学農学部@ AIGHA
BJ 京都大学農学博士@ AIIDA
CJ 熱帯農学@ 農村生態
DJ@ 熱帯稲作デルタの農業技術と村落社会の
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在地性

A アジアにおける農村開発と環境問題

B ベンガルの地域性と東南アジア

EJ AIGHF HA年国際協力青年海外協力隊員と
してバングラデシュの農村部において総合的

村落開発計画に参加する@ AIHBF HC年及び
AIHDF HF年にかけA 京都大学大学院熱帯農
学専攻並びにバングラデシュ農科大学大学院

栽培学専攻の大学院生としてバングラデシュ

の伝統的稲作技術に関する村落調査研究に従

事する@ AIHFF I@年及び AIIDF IE年にか
けて国際協力事業団長期派遣専門家としてA
農村開発に関する研究協力プロジェクトに参

加する@ このプロジェクトにおいて農村開発
関連の村落基礎調査A 小規模農村開発計画の
策定C実施という実践参画型の調査研究に従
事した@ AIIF年に東南アジア研究センタEに
助教授として採用されA 現在に至る@ この他
の海外調査研究はA AIIA年タイ G東北地区HA
AIIB年ベトナム GメコンデルタH において野
生稲と栽培稲に関する生態調査A AIIG年に
ミャンマEA バングラデシュでA 作付体系A
環境問題A 農村開発における NGOの活動に

関する現地調査を行った@
FJ@ Iバングラデシュの農業と社会@@ノア
カリ県の稲作と稼ぎJ K国際農林業協力L
G GAHA AIHDB

A Iバングラデシュのアウス稲Cアマン稲
の混播栽培J K農耕の技術L G A AIHDB
B Iバングラデシュにおける稲作に関する
K格言LCK稲作儀礼L ノEト@@ノアカリ
県シラディ村の稲作調査よりJ KコッラニL
I A AIHDB

C IベンガルCデルタ低地部の稲作@@バ
ングラデシュ東部地方におけるアウスC散
播アマンの混播栽培とパEボイルド米に関
するノEトJ K東南アジア研究L BE GAHA
AIHGB
D IベンガルCデルタ村落形成史ノEトJ

G共著H K農業史年報L C A AIHIB
E “Village-Level Studies on Rice-Based

Cropping Systems in the Low-Lying

Areas of Bangladesh P. Cropping Pat-

terns and Their Distribution in Haor

and Bil Areas,” G共著H Japanese Journal

of Crop Science, EI GCHA AII@.
F IバングラデシュCハオEル地域ジャ
ワEル村の灌@稲作と近代の農業変容J
G共著H K農業土木学会誌L EH GABHA AII@B
G Iベンガルデルタ低地部の作付体系@@
技術変容と作付体系展開の地域間比較J
G共著H K東南アジア研究L BH GCHA AII@B
H Iベンガルデルタの村落形成についての
覚書J G共著H K東南アジア研究L BH GCHA
AII@B
IJ IバングラデシュCハオEル縁辺地域に
おける乾季稲作と伝統的灌@技術@@ジャ
ワEル村における事例研究J G共著H Kアジ
ア経済L CB GBHA AIIAB
IK “Rice-Cultivation and Land Tenancy

System under Shallow Tubewell Irriga-

tion in Barind Tract, Bangladesh : A

Case Study in Tetulia Village, Bogra

District,” G共著H Journal of the Japanese

Association for South Asian Studies, No.

C, AIIA.
IL Iバングラデシュの低平地における動的
水文環境への適応農業J G共著H K農業土木
学会誌L F@ GEHA AIIBB
IM I伝統稲作農業の特色J G共著H 臼田C佐
藤C谷口 G編H Kもっと知りたいバングラ
デシュL 弘文堂A AIICB
IN I第 G章バングラデシュJ Kアジア畑作指
導マニュアルL 全国農業改良普及協会A
AIICB
IO Iバングラデシュの農村道路建設による
水文環境の攪乱J G共著H K農業土木学会誌L
FB GIHA AIIDB
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IL HマタボEル達と在地の農村開発@@バ
ングラデシュA ドッキンチャムリア村にお
けるアクションCリサEチの記録I F共著G
J東南アジア研究K CC FAGA AIIEB
IM Hバングラデシュの農村開発の現状と援
助I 河合明宣 F編G J発展途上国産業開発
論K 放送大学教育振興会A AIIEB
IN Hバングラデシュの氾濫原における乾季
畑作と稲作農業@@ジャムナ氾濫原ドッキ
ンCチャムリア村の事例I F共著G J南アジ
ア研究K 第 I号A AIIGB
IO HNGOの発展を支える在地性I 斉藤千宏
F編G JNGOが変える南アジアK コモンズA
AIIHB
JK H農村開発における在村リEダEシップ
とインフラ整備事業の可能性@@バングラ
デシュCドッキンチャムリア村の事例I 佐
藤寛 F編G J開発援助とバングラデシュK
アジア経済研究所A AIIHB

社会生態部門

立本 成文

AJ 京都大学文学部A AIFCB
BJ シカゴ大学 Ph. D. F人類学GA AIGDB
CJ 地域研究A 文化人類学A 社会学
DJ@ マレE世界の社会と文化の変容
A 社会システムと生活世界

B 東南アジア社会におけるネットワEク構
造分析

EJ AIFD年A マラヤ大学マレE学科に留学@
AIFE年初頭にケダE州農村の臨地研究を C
カ月行なった後A 同年 G月から翌年 E月まで
ジョホEル州でオランCフルの民族誌的研究
に従事する@ AIFG年から B年間A マラヤ大
学において日本学講座の講師@ AIFI年から
センタEに奉職@ AIGA年から A年間A マラ
カ州の農村で主として社会経済的なデEタに
基づいてA 家族A 世界観の研究を行う@ AIGD

年から AIGE年にかけて南ベトナムのメコ
ンCデルタの農村のリEダEシップの調査@
同年 AA月から翌年 C月までインドネシアA
南スラウェシの調査@ AIGG年から AIGI年に
かけてジャカルタの日本大使館に勤務@ 南ス
ラウェシの調査を AIH@年から再び開始しA
AIHD年まで C次にわたってA 主として非ム
スリム教徒も住む平地村落で調査を行う@ そ
の他A 南アジアA マダガスカルA メラネシアA
中国A ヨEロッパA カリブ海域でも短期間の
サEベイを行う@ AIHI年からジョホEル Fマ
レEシアGA リンガ Fマラカ海峡GA サランガ
ニ諸島 Fミンダナオ島南G のマレE世界の調
査を継続@
FJ@ HマレE半島におけるジャクンの親族名
称I J東南アジア研究K D FEGA AIFGB
A Hマラヤ原住民の経済生活I Jアジア経
済K A@ FEGA AIFIB
B “The Aftereffects of Hajj and Kaan

Buat,” Journal of Southeast Asian Stu-

dies FSingaporeGA F FBGA AIGE.
C “Family Circle, Community and Na-

tion in Malaysia,” Current Anthropology,

AF, AIGE.
D JマレE農村の研究K F共編著G 創文社A
AIGFB
E Hコミュニティ宗教におけるシンボリズ
ムI J東南アジア研究K AD FCGA AIGFB
F J核家族再考@@マレE人の家族圏K F共
著G 弘文堂A AIGGB
G H屋敷地共住集団と家族圏I F共著G J東
南アジア研究K AH FBGA AIH@B
H H生活環境と社会組織@@南スラウェシ
の一山村誌I J東南アジア研究K B@ FAGA
AIHBB
IK “A Melakan Farming Village,” in P.

Wheatley and K. S. Sandhu Feds.GA
Melaka : The Transformation of a Malay

Capital c. 1400A1980, Oxford Universi-
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ty Press, AIHC.
GJ I差異の文化論J 石井米雄 G編H K差異の
事件誌@@植民地時代の異文化認識の相
克L 巌南堂A AIHDB
GK I世帯と親族J 石井米雄 G編H K東南アジ
ア世界の構造と変容L 創文社A AIHFB
GL K東南アジアの組織原理L 勁草書房A
AIHIB
GM “Household and ReligionAThe Prob-

lem of Identity in a Bugis Community.”

K東南アジア研究L BH GDHA AII@.
GN K東南アジアの文化L G編著H 弘文堂A
AIIBB
GO “Coping with the Currents of Change :

A Frontier Bugis Settlement in Johor,

Malaysia,” K東南アジア研究L CB GBHA
AIID.
GP “Global Area Studies with Special Ref-

erence to the Malay or Maritime

World,” K東南アジア研究L CC GCHA AIIEB
GQ K地域研究の問題と方法@@社会文化生
態力学の試みL 京都大学学術出版会A AIIFB
GR “Symbiotic Dynamics of an Insular

Community in the Melaka Strait,” K地
域学研究L AAA AIIGB
HI I地域研究の構図J K地域研究論集L A
GAHA AIIGB

五十嵐忠孝

AJ 東京大学医学部A AIG@B
BJ 東京大学保健学修士A AIGBB
CJ 人類生態学
DJ@ 小人口学

A 栄養と生業機構

EJ AIGE年A 東京大学医学部保健学科助手に採
用される@ AIHB年A 群馬大学医学部助教授
に昇任A AIHD年A 東南アジア研究センタE
に配置換となりA 現在に至る@
AIG@F GC年A トカラ列島でヒトの個体群

生態学的調査A AIGDF GE年A 韓国の一農村
で人口移動の調査A AIGI年以降A インドネ
シア西ジャワ州のスンダ人村落で小人口学A
栄養と生業機構に関する調査などに従事A 近
年比較の観点からバリ島農村社会に調査の比

重を移しつつある@
FJ@ “Change in Daily Activity Patterns

during the Ramadan in an Islamic Soci-

ety,” in Proceedings of the Second Inter-

national Symposium on Asian Studies,

1980, Vol.S, Asian Research Service,

Hong Kong, AIHA.
A I個人年齢の推定方法に関する若干の覚
え書き@@西部ジャワCスンダ人村落での
調査からJ K東南アジア研究L B@ GBHA
AIHBB
B “Seeking the Dates of Birth of Chil-

drenAAn Age-Estimation Method that

Combines Dental Age with Indige-

nously Expressed “Time of Birth” for

Use in Priangan, West Java,” in Proceed-

ings of the Fourth International Sympo-

sium on Asian Studies, 1982, Vol.T,

Asian Research Service, Hong Kong,

AIHC.
C I漁撈と農耕の比較生態@@西部ジャ
ワCプリアガン地方での調査からJ 大@柳
太郎 G編H K生態人類学L 至文堂A AIHCB
D “Locality-Finding in Relation to Fish-

ing Activity at Sea,” in Bela Gunda

Ged.HA The Fishing Culture of the World :

Studies in Ethnology, Cultural Ecology

and Folklore, Akadémiai Kiadó, Buda-

pest, AIHD.
E Kインドネシア人類生態学調査集成L G共
編H 日産科学振興財団A AIHDB
F I西ジャワCプリアガン高地における水
稲耕作@@若干の人類生態学的観察J K農
耕の技術L G A AIHDB
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F I西ジャワCプリアガン高地の食糧資源
と人口J 小石秀夫C鈴木継美 G共編H K栄
養生態学L 恒和出版A AIHDB
G Iインドネシアの人口A 出生A 死亡J K医
学のあゆみL ACBA AIHEB
HI Human Ecological Survey in Rural

West Java in 1978 to 1982 : A Project

Report, G共編著H Nissan Science Founda-

tion, Tokyo, AIHE.
HJ “Some Biosocial Variables That May

Account for Fertility Patterns in the

Sundanese Society,” in Health Ecologi-

cal Survey in Indonesia in 1983/84, Part

A, Department of Public Health, Gunma

University, AIHE.
HK “Biosocial Variables Affecting Sunda-

nese Fertility, West Java,” Man and Cul-

ture in Oceania, C, AIHG.
HL I農作業C季節C星@@西ジャワCプリ
アンガン高地における畑地耕作をめぐる季

節性と農作業のタイミング@@J K東南ア
ジア研究L BE GAHA AIHGB
HM I西ジャワCプリアンガン地方のスンダ
人農民社会における早婚C多産の文化C社
会的背景J K東南アジア研究L BE GDHA
AIHHB
HN IヒトC社会C出生間隔@@東南アジア
における具体像J 矢野暢 G編H K東南アジ
ア学の手法L G講座C東南アジア学第 A巻H
弘文堂A AII@B
HO I早婚C高出生力C文化@@プリアンガ
ンCスンダ人社会の事例J 前田成文 G編H
K東南アジアの文化L G講座C東南アジア学
第 E巻H 弘文堂A AIIAB

林 行夫

AJ 龍谷大学文学部A AIGIB
BJ 龍谷大学文学修士A AIHAB
CJ 文化人類学A 宗教社会学

DJ@ 上座仏教文化圏における宗教と社会の研

究

A 東南アジア大陸部民族誌学

EJ AIHH年国立民族学博物館研究部助手に採用
されA AIIC年京都大学東南アジア研究セン
タE助教授に転任A 現在に至る@ AIHA年F
HC年にかけてタイのチュラEロンコEン大
学政治学部人類学科にてタイの村落C宗教研
究を行うとともにA 東北タイのラオ系農村に
て定着調査を実施@ AIHDF HE年A AIHG年は
それぞれ Cカ月間タイ東北部A 中部地方にお
いて調査A AIHIF I@年にかけてA タイA ビ
ルマA 中国雲南省西双版納における上座仏教
の実践形態にかんする比較調査A AII@F IB
年の各年にそれぞれ Bカ月ほどラオス北A 南
部地方にて民族文化と村落宗教の調査A AIIC
F ID年A カンボジアの仏教復興についての
調査に従事@
FJ@ IモEタムと K呪術的仏教L @@東北タ
イCドンデEン村におけるクンCプラタム
信仰を中心にJ Kアジア経済L BE GA@HA
AIHDB
A “A Temple, Ritual and World-View

in Don Daeng,” in H.Fukui et al. Geds.HA
A Rice-Growing Village Revisited : An

Integrated Study of Rural Development

in Northeast Thailand GThe Second In-

terim ReportHA CSEAS, Kyoto Univer-

sity, AIHE.
B I葬儀をめぐるブン G功徳H と社会関係J
K東南アジア研究L BC GCHA AIHEB
C I開拓村 Gウドンタニ県北モE村H 訪問
記J K東南アジア研究L BC GCHA AIHEB
D タイ仏教における女性の宗教的位相につ

いての一考察J K龍谷大学社会学論集L G A
AIHFB
E I国教の変容@@タイ農村における K森
の寺L をめぐる出家行動J K龍谷大学社会
学論集L H A AIHGB
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E IラFオ系稲作村における互助規範と功
徳のシェアの社会的意味@@タイ上座部仏
教の文化人類学的考察J KソシオロジL A@EA
AIHIB
F Iダルマの力と帰依者たち@@東北タイ
における仏教とモFタムJ K国立民族学博
物館研究報告L AD GAHA AIHIB
G I村落宗教の構造と変容J 口羽益生 G編H
KドンデFン村の伝統構造とその変容L 創
文社A AII@B
HJ IK王LC功徳C開発@@現代タイ王権と
仏教J 松原正毅 G編H K王権の位相L 弘文
堂A AIIAB
HK I内なる実践へ@@上座仏教の論理と世
俗の現在J 前田成文 G編H K東南アジアの
文化L G講座C東南アジア学第 E巻H 弘文
堂A AIIAB
HL I仏教儀礼の民族誌J 石井米雄 G編H K講
座 仏教の受容と変容 BC東南アジア編L
佼成出版社A AIIAB
HM Iラオ人社会の変容と新仏教運動@@東
北タイ農村のタマカFイをめぐってJ 田辺
繁治 G編H K実践宗教の人類学@@上座部
仏教の世界L 京都大学学術出版会A AIICB
HN I森林の変容と生成@@東北タイにおけ
る宗教表象の社会史試論J 佐E木高明
G編H K農耕の技術と文化L 集英社A AIICB
HO “Notes on the Inter-ethnic Relation in

HistoryAWith Special Reference to

Mon-Khmer Peoples in Southern Laos,”

in Surat Worangrat Ged.HA Chonklum

Chattiphan nai aeng Sakon Nakhon, Sa-

thaban Ratchaphat Sakon Nakhon,

AIIE.
HP I仏教の多義性@@戒律の救いの行方J
青木保 G編H K宗教の現代L G岩波講座 文

化人類学第 AA巻H 岩波書店A AIIGB
HQ Iもうひとつの K森L@@ラオ人とモンM
クメFル系諸語族の森林観からJ K東南ア

ジア研究L CE GCHA AIIGB
HR Iカンボジアにおける仏教実践@@担い
手と寺院の復興J 大橋久利 G編H Kカンボ
ジア@@社会と文化のダイナミックスL 古
今書院A AIIHB
HS IKラオL の所在J K東南アジア研究L CE
GDHA AIIHB
IJ “Differentiation and Involution of

Ethno-Regional Lao Identity in North-

east Thailand and Lao P. D. R.,” in

Hayashi, Y. Ged.HA Inter-Ethnic Relations

in the Making of Mainland Southeast

Asia Vol. 1, Bangkok : CSEAS, Kyoto

University Bangkok Office, AIIH.

石川 登

AJ 東京都立大学人文学部A AIHEB
BJ ニュFヨFク市立大学 Ph. D., AIIHB
CJ マレFシアCインドネシア地域研究A 社会
人類学

DJ 社会動態論
EJ ニュFヨFク大学A ニュFヨFク市立大学
クィFンズCカレッジ講師を経て AIID年 AB
月よりセンタFに助手として採用され現在に
至る@ 主に東マレFシアA サラワク州および
インドネシアA 西カリマンタン州にて臨地調
査を行っている@
FJ@ I親族組織J G共著H K南伊豆落居集落の
民俗誌L K社L AA GDHA AIHBB
A I男子割礼をめぐる諸解釈@@検討と批
判J 松園万亀雄C宮田登 G共編H K文化人
類学L C GAHA AIHGB
B Iボルネオにおける非単系出自論の展望J
G東京都立大学大学院社会科学研究科社会
人類学修士論文HA AIHIB
C IシドニFW.ミンツ著 K甘さと権力@@
砂糖が語る近代史LJ K民族学研究L ED GDHA
AII@B
D Iボルネオにおける非単系出自論の可能
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性I J社会人類学年報K AFA AII@B
E H理論と民族誌@@J高地ビルマK をめぐ
る人類学小史 AIED A AIHBI J民族学研究K
EG FAGA AIIBB
F H農民と往復切符@@循環的労働移動と
コミュニティ研究の前線I J民族学研究K
EH FAGA AIICB
G H境界の社会史@@ボルネオ西部国境地
帯とゴムCブEムI F特集BHポリティカ
ルCエコノミEと民族誌IG J民族学研究K
FA FDGA AIIGB
H H民族の語り方@@サラワクCマレE人
とは誰かI 青木 保C内堀基光他 F編G J民
族の生成と論理K F岩波講座 文化人類学

第 E巻G 岩波書店A AIIGB
IJ “Between Frontiers : The Formation

and Marginalization of a Border Malay

Community in Southwestern Sarawak,

Malaysia AHG@s AAII@s,” Ph. D. Disserta-

tion, The City University of New York,

AIIH.
IK “A Benevolent Protector or a Failed

Exploiter ? : Local Response to Agro-

economic Policies under the Second

White Rajah, Charles Brooke FAHFH A
AIAGG of Sarawak,” in Shamsul A. B.

and T. Uesugi Feds.GA Japanese Anthro-

pologists, Malaysian Society : Contribu-

tion to Malaysian Ethnography, Senri

Ethnological Studies DH, National Mu-

seum of Ethnology, AIIH.
IL “The Social History of Coconuts

in Sematan, Southwestern Sarawak,”

AZAM Journal, Sarawak Development

Institute, Kuching, FforthcomingGB
IM “On Peripheral Peasantry : A Histori-

cal Analysis of a Coastal Malay Commu-

nity in Southwestern Sarawak, Malay-

sia,” in T. Kato Fed.GA Studies on the Dy-

namics of the Frontier World of Indone-

sian Kalimantan, CSEAS, Kyoto Univer-

sity, FforthcomingGB

統合環境部門

白石 隆

AJ 東京大学教養学部教養学科 F国際関係論GA
AIGBB
BJ コEネル大学哲学博士 FPh. D.GA AIHFB
CJ 歴史学A 比較政治学
DJ 東南アジア政治C政治史
EJ AIGE年A 東京大学東洋文化研究所助手A
AIGI年A 東京大学教養学部 F国際関係論G 助
教授A AIHG年A コEネル大学助教授 F歴史C
アジア研究GA AII@年A 同准教授A AIIF年A
同教授A AIIF年A 京都大学東南アジア研究
センタE教授@
FJ@ H上からの国家建設@@タイA インドネ
シアA フィリピンI J国際政治K 第 HD号A
AIHGB
A An Age in Motion : Popular Radical-

ism in Java, 1912A1926, Cornell Univer-

sity Press, AII@.
B “Dangir’s Testimony : Saminism Re-

considered,” Indonesia, No. E@, AII@.
C Reading Southeast Asia, F編G Cornell

Southeast Asia Program, AII@.
D Jインドネシア@@国家と政治K リブロ
ポEトA AIIBB
E Hインドネシアの国家建設@@スハルト
体制下における技術C戦略産業育成I J東
南アジア世界の歴史的位相K 東京大学出版
会A AIIBB
F “Current Data on the Indonesian Mili-

tary Elite,” F共著G Indonesia, No. EE, AIIC.
G Japanese in Colonial Southeast Asia,

F共編G Cornell Southeast Asia Program,

AIIC.
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H “Current Data on the Indonesian Mili-

tary Elite, January AIIB AAugust CA,
AIIC,” F共著G Indonesia, No. EF, AIIC.
IK “Current Data on the Indonesian Mili-

tary Elite, September A, AIIC AAugust

CA, AIID,” F共著G Indonesia, No. EH, AIID.
IL H開発国家の政治文化@@インドネシア
新秩序を考えるI J講座現代アジア A B ナ
ショナリズムと国民国家K 東京大学出版会A
AIIDB
IM Approaching Suharto’s Indonesia from

the Margins, F編G Cornell Southeast Asia

Program, AIIE.
IN “Current Data on the Indonesian Mili-

tary Elite : Selected Biographies,” F共著G
Indonesia, No. EI, AIIF.

IO HJ最後の波K のあとに@@二十世紀ナ
ショナリズムのさらなる冒険I J民族C国
家CエスニシティK F岩波講座 現代社会

学G 岩波書店A AIIFB
IP J新版インドネシアK FネットワEクの社
会科学 B G NTT出版A AIIFB
IQ “The Phantom World of Digoel,” Indo-

nesia, No. FA, AIIF.
IR Hインドネシアの近代における JわたしK
@@カルティニの ikとスワルディのsayaI
J東南アジア研究K CD FAGA AIIFB
IS “Policing the Phantom Underground,”

Indonesia, No. FC, AIIG.
IT Jスカルノとスハルト@@偉大なるイン
ドネシアをめざしてK 岩波書店A AIIGB
JK Network Power : Japan and Asia, F共
編著G Cornell University Press, AIIG.

濱下 武志 F併任G

AJ 東京大学文学部A AIGBB
BJ 東京大学文学修士A AIGDB
CJ アジア地域研究
DJ@ 華僑C華人のネットワEク

A 地域システム

B ポスト国家の時代における宗主権と主権

C 海洋アジア

EJ AIGI年A 一橋大学経済学部専任講師A AIHA
年A 一橋大学経済学部助教授A AIHB年A 東
京大学東洋文化研究所助教授A AIHH年A 東
京大学東洋文化研究所教授@ 東南アジア華人
と中国華南との歴史的な結びつきをA シンガ
ポEルと香港に焦点を当てて調査を行いA タ
イCマレEシアを中心としてA ヤンゴンC
ジャカルタの調査を加えA 華僑送金のメカニ
ズムとA 華南C東南アジア間の商業ネット
ワEクを研究してきた@ 香港においてはA 貿
易C貿易金融の検討に加え AI世紀後半の土
地改革A 商業組織A 外国銀行A 地域組織など
を調査している@ AIIG年の返還後の変化に
も注目した研究を行っている@
FJ@ J中国近代経済史研究@@清末海関財政
と開国場市場圏K 東文研研究報告A AIHIB
A J近代中国の国際的契機K 東京大学出版
会A AII@B
B Jアジア交易圏と日本工業化AE@@ AAI@@K
F共編著G リブロポEトA AIIAB
C H朝貢と条約I 溝口雄三他 F編G Jアジア
から考えるK C A 東京大学出版会A AIIDB
D H近代東アジア国際体系I 平野健一郎
F編G J講座現代アジアK DA 東京大学出版
会A AIIDB
E “Overseas Chinese Remittance and

Asian Banking History,” in O. Checkland

Fed.GA Pacific Banking, 1859A1959, St.

Martin’s Press, New York, AIID.
F “The Tribute Trade System and Mod-

ern Asia,” in A. J. H. Latham Fed.GA Japa-

nese Industrialization and the Asian Econ-

omy, Routledge, London, AIID.
G H海のアジア史I J大航海K B A AIIEB
H H海と国家I JへるめすK EEA AIIEB
IK H環シナ海域の観点からI 川勝平太 F編G
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K海から見た歴史L 藤原書店A AIIFB
IK K香港L 筑摩書房A AIIFB
IL K朝貢システムと近代アジアL 岩波書店A
AIIGB
IM I歴史研究と地域研究J K地域の世界史 A
@@地域史とは何かL 山川出版A AIIGB
IN “The Intra-regional System in East

Asia in Modern Times,” in P. J.

Katzenstein and T. Shiraishi Geds.HA
Network Power : Japan and Asia, Cor-

nell University Press, Ithaca and

London, AIIG.

西村 重夫

AJ 広島大学教育学部A AIGDB
BJ 広島大学教育学修士A AIGHB
CJ 比較教育学
DJ@ インドネシアとマレEシアの国民統合と
教育

A 東南アジアのイスラEム教育
EJ AIGFF GG年A インドネシアCバンドゥン
教育大学に留学@ AIGI年A 美作女子大学短
期大学部講師@ AIHB年A 美作女子大学講師@
AIHC年A 同大学助教授@ AIHD年A 九州大学
教育学部附属比較教育文化研究施設講師@
AIHH年A 同研究施設助教授@ AIIB年A 東南
アジア研究センタE助教授に配置転換になりA
現在に至る@ AIHFF HG年A バンドゥンにお
いてパンチャシラ道徳教育の研究A AIHI年A
インドネシアとマレEシアにおいてイスラE
ム教育に関する比較研究A AIIA年A AIIC年A
AIID年A AIIE年A AIIG年A カリマンタンに
おいて国民統合と教育に関する研究などに従

事@
FJ@ Iインドネシアにおける教育目的の変遷
に関する一考察J K美作女子大学C美作女
子大学短期大学部紀要L BHA AIHCB
A Iインドネシアの独立戦争期における教
育政策の成立過程J K九州大学比較教育文

化研究施設紀要L CFA AIHEB
B Iパンチャシラ道徳教育の成立と発展J
K日本比較教育学会紀要L ABA AIHFB

C Iパンチャシラ道徳教育の構造J K九州大
学比較教育文化研究施設紀要L CGA AIHFB
D Iパンチャシラ道徳教育の諸相J K九州大
学比較教育文化研究施設紀要L CHA AIHGB
E Iインドネシアの教育における伝統と革
新J 権藤与志夫C弘中和彦 G編H Kアジア
の文化と教育L 九州大学出版会A AIHGB
F Iパンチャシラ道徳教育の方法論J K九州
大学比較教育文化研究施設紀要L CIA AIHHB
G “Perbandingan Pendidikan Moral di

Indonesia dan Jepang,” Mimbar Pendidi-

kan, H GCHA AIHI.
H IインドネシアにおけるイスラEム教育
の構造@@小学校用教科書の内容分析を中
心としてJ K九州大学教育学部紀要 G教育
学部門HL CDA AIHIB
IJ IマレEシアにおけるイスラEム教育の
構造@@小学校用教科書の内容分析を中心
としてJ K九州大学比較教育文化研究施設
紀要L D@A AIHIB
IK I国民教育の発展戦略J 馬越徹 G編H K現
代アジアの教育L 東信堂A AIHIB
IL Iインドネシア@@多様性の中の統一を
めざす教育J 馬越徹 G編H K現代アジアの
教育L 東信堂A AIHIB
IM I国民教育@@パンチャシラ道徳教育へ
の展開をめぐってJ 土屋健治 G編H K東南
アジアの思想L G講座C東南アジア学第 F
巻H 弘文堂A AII@B
IN Iインドネシア人の留学J 権藤与志夫
G編H K世界の留学L 東信堂A AIIAB
IO Iインドネシアにおける国民教育制度改
革の構図J K九州大学比較教育文化研究施
設紀要L DBA AIIAB
IP Iカリマンタン GボルネオH にみる国民
統合の教育J K東洋大学アジアCアフリカ

46



文化研究所研究年報L BFA AIIAB
IP I日本占領期インドネシアの地方教育J
K国立教育研究所紀要L ABAA AIIBB

IQ I国民統合と教育@@マレEシアCサバ
州CN小学校の変容をめぐってJ K東南ア
ジア研究L CA GDHA AIIDB
IR “The Development of Pancasila Moral

Education in Indonesia,” K東南アジア研
究L CC GCHA AIIE.
JK Iタマンシスワ教育理念の連続性と不連
続性J K東南アジア研究L CD GAHA AIIFB

地域発展部門

吉原久仁夫

AJ カリフォルニア大学 GバEクレE校HA
AIFFB
BJ カリフォルニア大学 Ph. D. G経済学HA AIFFB
CJ 経済学
DJ 文化A 制度A 経済成長
EJ ミシガン大学経済学部助教授 GAIFFF FI
年H を経てA AIFI年A 東南アジア研究セン
タE助手として着任A AIGA年A 同助教授A
AIHG年A 同教授に昇任A 現在に至る@
この間A AIG@F GA年A AIHAF HB年A お
よび AIIB年フィリピン大学経済学部A AIGC
F GD年A シンガポEル大学経済学部A AIGF
F GG年A スタンフォEド大学経済学部A
AIHBF HC年タマサEト大学経済学部A AIHG
年マラヤ大学経済学部A および AIIC年ベト
ナム社会科学院世界経済研究所で客員教授と

して経済発展論を講義する@
FJ@ “Demand FunctionsBAn Application

to the Japanese Expenditure Pattern,”

Econometrica, CG GBHA AIFI.
A “Long-term Models of the Japanese

Economy,” K季刊理論経済学L B@ GCHA
AIFI.
B “The Problem of Accounting for Pro-

ductivity Change in the Construction

Price Index,” G共著H Journal of the Amer-

ican Statistical Association, FF GCCCHA
AIGA.
C “Productivity Change in the Japa-

nese Economy, AI@E A FE,” G共著H K季刊
理論経済学L BC GAHA AIGB.
D IシンガポEルの工業化と米系企業J K東
南アジア研究L AB GDHA AIGEB
E IシンガポEルの工業化における外資系
企業と民族系企業J K東南アジア研究L AC
GBHA AIGEB
F Foreign Investment and Domestic Re-

sponse : A Study of Singapore’s Industri-

alization, Eastern Universities Press,

Singapore, AIGF.
G Japanese Investment in Southeast Asia,

University Press of Hawaii, AIGH.
H Sogo Shosha : The Vanguard of the Jap-

anese Economy, Oxford University

Press, Tokyo, AIHB. Gインドネシア語A ベ
トナム語A マレEシア語に翻訳出版H
IK “Business Groups in Thailand,” G共
著H Research Notes and Discussion

Paper No. DA, Institute of Southeast

Asian Studies, Singapore, AIHC.
IL Philippine Industrialization : Foreign

and Domestic Capital, Oxford Univer-

sity Press, Singapore, AIHE.
IM The Rise of Ersatz Capitalism in South-

east Asia, Oxford University Press, Sin-

gapore, AIHH. Gインドネシア語A タイ語A
マレEシア語に翻訳出版H
IN Oei Tiong Ham Concern : The First

Business Empire in Southeast Asia, G編H
CSEAS, AIHI. Gインドネシア語A 中国語
に翻訳出版H
IO Thai Perceptions of Japanese Modern-

ization, G編H Kuala Lumpur, Falcon
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Press, AIHI.
FI “ThailandAIndustrialization without

Development,” F共著G East Asian Cul-

tural Studies, BH FMarchGA AIHI.
FJ Japan in Thailand, F編G Kuala

Lumpur, Falcon Press, AIHI.
FK J東南アジアの経済K F講座C東南アジア
学第 H巻G F編著G 弘文堂A AIIAB
FL Japanese Economic Development : A

Short Introduction, Crd ed., Oxford Uni-

versity Press, Tokyo, AIID. Fインドネシ
ア語A タイ語A ラオス語A ベトナム語A タ
ガログ語A 中国語に翻訳出版G
FM The Nation and Economic Growth :

the Philippines and Thailand, Oxford

University Press, Singapore, AIID. Fタ
イ語に翻訳出版G
GH The Nation and Economic Growth :

Korea and Thailand, 京都大学学術出版会A
AIIIB

海田 能宏

AJ 京都大学農学部A AIFBB
BJ 京都大学農学博士A AIG@B
CJ 農村開発論A 熱帯農業水文学
DJ@ アジア農村開発論

A 農業発展の水文環境的基盤@@風土の工
学

EJ AIFG年A 京都大学助手 F農学部G に採用さ
れA AIFI年A 東南アジア研究センタEへ配
置換え@ AIGD年から GG年までA メコン委員
会に兼任勤務@ AIGD年A 東南アジア研究セ
ンタE助教授A AIHD年A 同教授に昇任@ 同
年から農学研究科の熱帯農学専攻の協力講座

担当教授A さらに AIIC年から人間C環境学
研究科A AIIH年からアジアCアフリカ地域
研究研究科の協力講座担当教授を兼任@
はじめは畑地灌@の研究から入りA AIFI
年以来A 熱帯の水文A 水利A 農業生態の研究

を始めA 東南アジアを中心にA インドA 南中
国を含む広い地域の臨地研究を経験した F業
績欄の FAG から FEG まではこの時期の作品G@
AIHA年から東北タイのドンデEン村の総合
的研究に参加し F業績 F GA 以来A 農村開発
研究に関心を広げA AIHF年からはバングラ
デシュ農村開発研究を組織しA 総合的C学際
的な農村研究からA 農村開発の実践的研究へA
個人的にはさらに農村開発政策論へとA ノE
マティヴな方向へ研究の幅を広げてきた F業
績 HAIAABAAFAAGAB@などG@
最近はA これまでの臨地研究や農村定着研
究で得たデEタや培ってきた経験を生かしてA
風土の工学や Ecotechnologyという概念を

設定して技術論を展開している F業績 GAA@A
ADAAEAAIなどG@ さらにAAsian Ecotechnol-

ogy Networkによって日本C東南アジアC
インドC乾燥アジアの生態知識を交流させる
プロジェクトを立ち上げようとしている@
FJ@ “Pioneer Settlements and Water Con-

trol Development on the West Bank of

the Lower Chao Phraya Delta,” J東南ア
ジア研究K AA FDGA AIGDB
A Hデルタ稲作農業の自然環境とデルタの
開発構図I J東南アジア研究K AC FAGA AIGEB
B “Agro-Hydrologic Regions of the

Chao Phraya Delta,” in S. Ichimura

Fed.GA Southeast Asia : Nature, Society

and Development, University Press of

Hawaii, AIGF.
C “Effect of Mekong Mainstream Flood

Regulation on Hydrology and Agricul-

ture in the Cambodian Lowland,” J東南
アジア研究K AF FDGA AIGI.
D HメコンをデザインするI 松田松二 F編G
J自然とむすぶ文化K 共立出版A AIH@B
E H東北タイCドンデEン村@@村のたた
ずまいI F共著G H東北タイCドンデEン村
@@稲作の不安定性I F共著G J東南アジア
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研究K BC FCGA AIHEB
D H水文と水利の生態I 渡部忠世C福井捷
朗 F共編G J稲のアジア史第 A巻K 小学館A
AIHGB
E Agricultural and Rural Development in

Bangladesh : Key Questions and Issues

from Village-Based Studies, 1986A1989.

JSARD Publication No. B@. F共編著G
JICA, Dhaka, AII@.
F 特集 Hバングラデシュの農業と農村@@
農村発展のための共同研究I F編著G J東南
アジア研究K BH FCGA AII@B
GI H稲作と水利I 高谷好一 F編G J東南アジ
アの自然K F講座C東南アジア学第 B巻G
弘文堂A AII@B
GJ “Tropical Hydrology Simulation Mod-

el A for Watershed Management FAGMod-

el Building, FBG Model Application, FCG
Using the Model for Landuse Manage-

ment,” F共著G J水文C水資源学会誌K D
FBGAFCGAFDGA AIIAB
GK H農村開発研究@@バングラデシュの農
村発展のための共同研究I J国際協力研究K
G FBGA AIIAB

GL H問題群としての地域I 矢野 暢 F編G J地
域研究の手法K F講座C現代の地域研究第 A
巻GA H貧しさから豊かさへI 矢野 暢 F編G
J地域研究と発展の論理K F講座C現代の地
域研究第 D巻G 弘文堂A AIICB
GM H北インドの灌@発展における外来技術
と在地技術I F共著G J農業土木研究K FB
FBGA AIIDB
GN H風土の工学I 日本大学国際地域研究所
F編G J東南アジアの自然C技術C農民K 龍
渓書舎A AIIDB
GO 特集 Hバングラデシュ農村開発研究I F編
著G J東南アジア研究K CC FAGA AIIEB
GP Final Report on Joint Study on Rural

Development Experiment FJSRDEG Pro-

ject, F共編著G BARD & JICA Bangladesh,

AIIF.
GQ J事典東南アジア@@風土C生態C環境K
F編集委員代表A 共編著G 弘文堂A AIIGB
GR “Fudo Engineering for Sustainable

Agricultural and Rural Development,”

in Green Productivity, In Pursuit of Bet-

ter Quality of Life, Asian Productivity

Organization, AIIG.
HI Hバングラデシュ農村開発実験を終えて
@@とくに関わりの作法ということについ
てI J国際農林業協力K B@ FA@GA AIIHB

阿部 茂行

A. 大阪大学経済学部A AIG@B
BJ ハワイ大学 Ph. D. F経済学GA AIGGB
CJ 経済学
DJ 東南アジアの経済発展 Fとくに貿易C投資
の役割についてG
EJ AIGG年A 国連 ESCAP経済担当官A AIH@
年京都産業大学経済学部講師A AIHA年同助
教授A AIHG年同教授A AIIA年神戸大学経済
経営研究所教授A AIIH年東南アジア研究セ
ンタE教授@
FJ@ “The Demand for Money in Pakistan :

Some Alternative Estimates,” F共著G
The Pakistan Development Review Fsum-

merGA AIGE.
A “Optimum Interest Rate for a Coun-

try under a Floating Exchange Rate

System,” 博士論文A AIGGB
B “Financial Liberalization and Domes-

tic Saving in Economic Development :

An Empirical Test for Six Countries,”

F共著G The Pakistan Development Re-

views FautumnGA AIGG.
C “Industrialization and Employment :

Overview and Prospect of ASEAN

Countries,” in P. M. Hauser, D. Suits
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and N. Ogawa Eeds.F@ Urbanization and

Migration in ASEAN Development, Uni-

versity of Hawaii Press, @HGD.
D “A CGE Analysis of Income Distribu-

tion : The Case of Malaysian Economy,”

Asian Economic Journal, @ EAF@ @HGG.
E “Competitiveness and Exchange Rate

Adjustments in Korea,” Development &

South-South Cooperation, D EHF@ @HGH.
F “Industrial Relations and Their Evolu-

tion in Japan,” in Chung-hooon Lee and

Fun-koo Park Eeds.F@ Emerging Labor

Issues in Developing Asia, KDI Press,

@HH@.
G “Development Assistance,” E共著F in

K. Abe, W. Gunter and H. See Eeds.F@
Economic, Industrial and Managerial Co-

ordination between Japan and the USA,

Macmillan, @HHA.
H Gアジアの中の南と北@@援助より投資
をH IアステイオンJ TBSブリタニカ@
@HHAA E英語版とフランス語版の Japan

Echoに翻訳の上@ 再録F
IK “Malaysia Model U,” in Ichimura and

Matsumoto Eeds.F@ Econometric Models

of Asian-Pacific Countries, Springer-

Verlag, @HHB.
IL G国際競争力からみた為替レDト@@韓
国と台湾のケDスH 高木保興B猪木武徳
E編F I発展途上国と日本J 同文館@ @HHBA
IM “South Asia and Japan : Prospects

for Future Cooperation,” E共著F in S. P.

Gupta, William E. James, and Robert K.

McCleery Eeds.F@ South Asia as a Dy-

namic Partner, MacMillan India Ltd.,

@HHC.
IN G日本の対ASEAN直接投資とASEAN

との産業内貿易の発展H 石垣健一B永谷敬
三 E編著F I環太平洋経済の発展と日本J

勁草書房@ @HHD
IO Gまぼろしのアジア経済をめぐってH I国
民経済雑誌J @FC EBF@ @HHEA
IP “Prospects for Asian Economic Inte-

gration,” in S. Nishijima and P. H. Smith

Eeds.F@ Cooperation or Rivalry?, West-

view, @HHE.
IQ “Japan and ASEAN : Trade and Invest-

ment Relations in a Changing Global

Economic Environment,” Kobe Eco-

nomic & Business Review, No. CA, @HHF.
IR “Preparing the Way for Development

Cooperation in APEC : Jumping the Aid

Administration and Policy Hurdles,”

E共著F in Andrew Elek Eed.F@ Building

an Asia-Pacific Community : Development

Cooperation within APEC, The Founda-

tion for Development Cooperation, @HHF.
IS Japan : Why It Works, Why It Doesn’t,

E共編著F University of Hawai‘i Press,

@HHF.
IT Iアジア経済研究J 研究叢書 CG@ 神戸大
学経済経営研究所@ @HHGA
JK G日本の海外直接投資B貿易と環境につ
いての一考察H I国民経済雑誌J @FE EFF@
@HHGA

水野 廣祐

@I 京都大学経済学部@ @HFGA
AI 京都大学農学博士@ @HHCA
BI 経済発展論@ 農業経済学@ 労働経済学
CI@ インドネシア@ 特に西ジャワにおける農
村工業化と農村内非農業部門の発展

A インドネシアにおける中小零細企業の発

展

B インドネシアにおける土地制度の展開

C インドネシアにおける労使関係と労働市

場

D インドネシア経済論
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EJ アジア経済研究所研究員 GAIGHF IFH を
経てA AIIF年東南アジア研究センタEに助
教授として着任A 現在に至る@
AIHDF HF年にボゴEル農業大学開発研究
センタE客員研究員としてA インドネシアに
おける中小零細企業の発展と農村内非農業部

門に関する調査研究を行う@ AIHIF IB年に
バンドゥン工業大学環境研究センタEにおい
てA 西ジャワ農村における非農業部門研究プ
ロジェクトに参加し建材産業の調査を行う@
AII@年にはA ガジャマダ大学農村地域開発
研究センタEにおける中部ジャワ農村経済の
系譜的分析プロジェクトに参加しA 農家経済
調査を行う@ AIID年および AIIG年にA バン
ドゥン工業大学大学院開発研究科において客

員講師として経済発展論等を講義@ AIIE年
大阪市立大学経済学部客員教授A AIIFF IG
年にジャカルタ連絡事務所駐在@
FJ@ IAIG@年代後半におけるインドネシア土
地紛争とその特質J 滝川 勉 G編H K東南ア
ジア農村の低所得階層L アジア経済研究所A
AIHBB
A Iジャワ農村の人口扶養力と都市化@@
インドネシアJ 柴田徳衛C加納弘勝 G編H
K第三世界の都市化と人口移動L アジア経
済研究所A AIHCB
B Kインドネシアの経済L G共訳HA テEC
キアンCウィE G編HA めこんA AIHDB
C Iインドネシアの土地所有権と AIF@年農
地基本法@@インドネシアの土地制度と
その問題点J K国際農林業協力L A@ GDHA
AIHHB
D Iインドネシアにおける稲作農業の展開
と商業化のパタEン@@西ジャワの北部平
野部とプリアンガン高地を中心にJ 梅原弘
光 G編H K東南アジア農業の商業化L アジ
ア経済研究所A AIHIB
E “Perspektif Peranan Industri Bahan

Bangunan dalam Industrialisasi Pedes-

aan,” in Sayogyo, M. Tambunan Ged.HA
Industrialisasi Pedesaan, Dilengkapi Den-

gan Memorandum Bersama Tentang In-

dustrialisasi Pedesaan, Pusat Studi Pem-

bangunan, Institut Pertanian Bogor, Ika-

tan Sarjana Ekonomi Indonesia, AII@.
F I西ジャワ農村における土地所有権の確
認書類保有状況J 梅原弘光 G編H K東南ア
ジアの土地制度と農業変化L アジア経済研
究所A AIIAB
G “Off-Farm Sector on Rural Java in

Changes of Indonesian Economy : The

Case of Community-Based Industry’s

Development,” in T. Iwasaki, et al.

Geds.HA Development Strategies for the

21th Century, Institute of Developing

Economies, AIIB.
H I規制緩和政策下のインドネシアにおけ
る労働問題と労働行政@@ AIH@年代後半
のフォEマルセクタEを中心にJ Kアジア
経済L CC GEHA AIIBB
IJ Iインドネシアにおける農村出身女子労
働者保護問題@@急成長輸出産業と中東へ
の労働力輸出J Kアジア経済L CC GFHA AIIBB
IK K東南アジア農村階層の変動L G共編著H
アジア経済研究所A AIICB
IL I西ジャワ農村における労働力移動と農
村諸階層@@プリアンガン高地の農村工業
村の事例J Kアジア研究L CI GCHA AIICB
IM Iインドネシア農村におけるプリブミ資
本織布小工業の展開@@西ジャワCマジャ
ラヤ地方の産地における小営業J K東南ア
ジア研究L CA GCHA AIICB
IN K中部ジャワ農村の経済変容@@チョマ
ル郡のHE年LG共著H 東京大学出版会A AIIDB
IO K東南アジア農村の就業構造L G編著H ア
ジア経済研究所A AIIEB
IP I労働力政策と雇用問題の展開J 安中章
夫C三平則夫 G編H K現代インドネシアの
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政治と経済@@スハルト政権のC@年M アジ
ア経済研究所A AIIEB
IN “Perubahan Sektor Ekonomi Nonpert-

anian dan Perpindahan Tenaga Kerja

di Desa Karang Tengah dan Desa Pesan-

tren,” in H. Kano, F. Husken and Dj.

Surjo Heds.IA Di Bawah Asap Pabrik

Gula, Masyarakat Desa Di Pesisir Jawa

Sepanjang Abad KeA20, AKATIGA &

Gadjah Mada University Press, AIIF.
IO Rural Industrialization in Indonesia :

A Case Study of Community-Based Weav-

ing Industry in West Java, Institute of

Developing Economies, AIIF.
IP L東南アジアの経済開発と土地制度M H共
編著I アジア経済研究所A AIIGB
JK Lインドネシアの地場産業@@西ジャワ
織布業産地の土地C資本C労働M 京都大学
学術出版会A H近刊IB

藤田 幸一

AJ 東京大学農学部A AIHBB
BJ 東京大学農学博士A AIIBB
CJ 農業経済学
DJ@ 熱帯アジアの灌@と農業C農村発展
A 熱帯アジアの農村組織と金融

EJ AIHF年A 農林水産省農業総合研究所研究員@
AIIE年同研究所主任研究官@ AIIE年A 東京
大学助教授@ AIIH年A 京都大学東南アジア
研究センタF助教授@ AIIBG ID年A バング
ラデシュで JICAプロジェクト J農村開発実
験に関する共同研究K に JICA長期派遣専門

家として参加@ バングラデシュなど南アジア
諸国A インドネシア及びアフリカの農業C農
村発展の社会経済学的研究に従事A 現在に至
る@
FJ@ Lバングラデシュ農業発展論序説@@技
術選択に及ぼす農業構造の影響を中心にM
農業総合研究所A AIICB

A Jバングラデシュにおける農業発展@@
農業構造と技術変化の関連を中心にK Lア
ジア経済M BG HABIA AIHFB
B Jバングラデシュ農村における雇用問題
@@農業技術変化の雇用吸収効果を中心に
してK L農業総合研究M DB HAIA AIHHB
C Jマダガスカルにおける稲作の不振と政
策対応K L農業総合研究M DB HAIA AIHHB
D Jザンビアにおける経済危機と農業の価
格C流通政策K L農業総合研究M DB HAIA
AIHHB
E Jアフリカの食料問題と米@@社会経済
学的視点からK L国際農林業協力M AA HDIA
AIHIB
F J灌@開発と制度的諸問題K佐藤 宏 H編I
Lバングラデシュ@@低開発の政治構造M
アジア経済研究所A AII@B
G J農村土地なし貧困層への制度的金融
@@バングラデシュCグラミン銀行K Lア
ジア経済M CA HFDGIA AII@B
H Jジャワ農村における農業労働慣行に関
する一考察@@西部ジャワ州天水田地域の
農村調査からK L農業総合研究M DD HCIA
AII@B
IK “Employment Structure and Income

Generation,” in Kawagoe, T. Hed.IA Role

of the Secondary Crops in Employment

Generation : A Study in a Rainfed Low-

land Village, CGPRT Centre and BORIF,

AIIA.
IL “Toward a Long-term Strategy for

Income Generation : Rural Institution

and Resource Mobilization,” in Mid-

Term Review of Joint Study on Rural

Development Experiment Project, JICA,

AIID.
IM JL緑の革命M と所得分配@@バングラデ
シュの灌@水市場の経済分析を通じてK
L農業経済研究M FF HDIA AIIEB
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GH I村落公共機能の強化をめざして@@バ
ングラデシュ農村開発の新戦略J K東南ア
ジア研究L CC GAHA AIIEB
GI Iバングラデシュ農村非制度金融の新動
向@@階層間金融フロEの K逆転L をめ
ぐってJ K農業総合研究L DI GCHA AIIEB
GJ “Role of the Groundwater Market in

Agricultural Development and Income

Distribution : A Case Study in a North-

west Bangladesh Village,” G共著H Devel-

oping Economies, CC GDHA AIIE.
GK I農業開発J K経済協力計画策定のための
基礎調査@@インドL 国際開発センタEA
AIIEB
GL I農業J K経済協力計画策定のための基礎
調査@@パキスタンL 国際開発センタEA
AIIFB
GM I小規模インフラ事業にみる行政と村落
@@バングラデシュにおける事例研究J
G共著H 山本裕美 G編H K経済改革下のアジ
ア農業と経済発展L アジア経済研究所A
AIIHB
GN I農村開発におけるマイクロCクレジッ
トと小規模インフラ整備J 佐藤 寛 G編H
K開発援助とバングラデシュL アジア経済
研究所A AIIHB

人間環境部門

福井 捷朗

AJ 京都大学農学部A AIFAB
BJ 京都大学農学博士A AIGDB
CJ 農業生態
DJ 東北タイA コEラEト高原の農業生態
EJ AIFDF FI年A タイ国カセサEト大学及び
農務省米穀局にて稲作を研究@ AIFG年A 京
都大学東南アジア研究センタE助手に採用さ
れる@ AIFI年同農学部助手A AIGD年同東南
アジア研究センタE助手@ AIGE年同助教授A

AIHG年同教授に昇任A 現在に至る@
AIGB年タイ及びジャワA AIGD年メコンデ
ルタA AIGF年イラワディデルタ及びサラワ
クA AIGG年西マレEシアA AIGI年スマトラ
及びルソン島A AIGI年A AIH@年タイにおい
てA それぞれ数カ月の現地調査に従事する@
AIGE年A オランダ農科大学にて研究@ AIHA
F HB年及び AIHC年A 東北タイ村落定着調査
に従事する@ AIHIF IB年A 東北タイCヤソ
トン県の総合的調査@ AIIE年以来A 東南ア
ジアの Fつの相対的乾燥地の社会A すなわちA
ピュECパガンA ドゥヴァラヴァティA アン
コEルA チャムA ジャワA シンハラの盛衰の
生態史研究を推進中@
FJ@ “Environmental Determinants Affect-

ing the Potential Dissemination of

High Yielding Varieties of RiceBA

Case Study of the Chao Phraya River

Basin,” K東南アジア研究L I GCHA AIGA.
A I気候変動と湿潤熱帯の農業J K科学L DI
GCHA AIGIB
B “Climatic Variability and Agriculture

in Tropical Moist Regions,” in Proceed-

ings of The World Climate Conference,

Geneva, February 1979, World Meteoro-

logical Organization, AIH@. GWMOANo.

ECGH
C “Variability of Rice Production in

Tropical Asia,” in Drought Resistance in

Crops with Emphasis on Rice, Interna-

tional Rice Research Institute, Los

Baños, AIHB.
D I東南アジア低湿地の土地利用J K東南ア
ジア研究L BA GDHA AIHDB
E IエコロジEと技術@@適応のかたちJ
渡部忠世 G編H K稲のアジア史L 第 A 巻
Kアジア稲作文化の生態基盤L 小学館A
AIHGB
F KドンデEン村@@東北タイの農業生態L
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創文社A AIHHB
G IK火耕水耨L 再考J K史林L GF GCHA
AIICB G渡部忠世監修A 農耕文化振興会編
K農耕空間の多様と選択L に再録A 大明堂A
AIIEH
H Food and Population Balance in a

Northeast Thai Village, University of

Hawaii Press, AIIC. GTranslated by P.

HawkesH
IJ Iタイ国コラEト高原の農業の展開過程J
久馬一剛A 祖田修 G編著H K農業と環境L
富民協会A AIIEB
IK “Expansion of Arable Land and Its

Cessation : The Case of Northeast Thai-

land,” K東南アジア研究L CC GDHA AIIF.

吉田彌太郎

AJ 京都大学医学部A AIF@B
BJ 京都大学医学博士A AIFHB
CJ 内科学A 血液C免疫C感染症
DJ 東南アジアにおける健康C疾病と環境連環
EJ AIFHF GA年A マクギル大学医学部研究員A
AIGAF GD年A 関西電力病院A AIGDF GI年A
金沢医科大学内科C血液免疫内科助教授A
AIGIF HA年A 京都大学医学部附属病院輸血
部講師A AIHAF IF年A 京都大学第 A内科講
師を経てA AIIF年A 東南アジア研究センタE
教授A 現在に至る@ 急激に変貎しつつある東
南アジアで自然C社会環境の変化が健康や疾
病特性に及ぼす影響を総合的に把握すること

を究極の目的とする@ 現在はタイ国の血液病A
感染症A 免疫疾患の動向を中心として研究中
である@
FJ@ “Proliferation of Megaloblasts in Per-

nicious Anemia as Obseverved from Nu-

cleic Acid Metabolism,” Blood, CA, AIFH.
A “Identity and Proliferation of Small

Lymphocyte Precursors in Cultures of

Lymphocyte-rich Fractions of Guinea

Pig Bone Marrow,” Blood, CG, AIGA.
B “Lack of Correlation between in

Vitro Corticosteroid Effect on Hemo-

poietic Colony Formation and Re-

sponse to Corticosteroid Therapy in

Aplastic Anemia,” Int J Cell Cloning, D,
AIHF.
C “Successful Antibody Elimination in

Severe M-incompatible Pregnancy,” N

Engl J Med, C@E, AIHA.
D “Regulatory Mechanism of Hemo-

poiesis and Its Application to Clinical

Hematology,” Acta Haematol Jpn, DG,
AIHD.
E Myelodysplastic Syndromes : Patho-

physiology and Treatment, G共編HA Ex-

cerpta Medica, North Holland, AIHH.
F Myelodysplastic Syndromes. Advances

in Research and Treatment, G共編HA Ex-

cerpta Medica, North Holland, AIIE.
G “Conserved V GDH J Junctional Se-

quence of Cross-reactive Cytotoxic T

Cell Receptor Idiotype and the Effect

of a Single Amino Acid Substitution,”

Eur J Immunol, BA, AIIA.
H “Detection of MgBMdependent Endo-

nuclease Activity in Myeloid Leukemia

Cell Nuclei Capable of Producing Inter-

nucleosomal DNA Cleavage,” Biochem

Biophys Res Commun, AIA, AIIC.
IJ “Dysregulation of Adult T-cell Leuke-

mia-derived Factor GADFH in HIV Infec-

tion : Loss of ADF High-producer Cells

in Lymphoid Tissues of AIDS Patients,”

AIDS Res and Human Retrovirues, H, AIIB.
IK “Japanese Experience in the Treat-

ment of Myelodysplastic Syndromes,”

Hematol/Oncol Clin North America, F,
AIIB.
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FI Open Forum. Hypothesis : Apoptosis

may be the Mechanism Responsible

for the Premature Intramedullary Cell

Death in the Myelodysplastic Syn-

dromes, Leukemia, G, AIIC.
FJ “Types of Nuclear Endonuclease Ac-

tivity Capable of Inducing Internucleo-

somal DNA Fragmentation are Differ-

ent between Human CD CDJ Cells and

Their Granulocytic Descendents,” Blood,

HF, AIIE.
FK H骨髄異形成症候群 FMDSG の臨床I 改
訂第 B版A 新興医学出版A F印刷中G
FL “Treatment of Myelodysplastic Syn-

dromes : An Updated Japanese Experi-

ence,” Sem Hematol, CC, AIIF.
FM “Apoptosis in Normal and Neoplastic

Hematopoiesis,” Crit Rev Oncol/Hematol,

BD, AIIF.
FN “Apoptosis in Myelodysplasia : A Par-

adigm or a Paradox ?” Leukemia Res,

AI, AIIF.
FO “Distribution of Endogenous Endo-

nuclease Activities Capable of Produc-

ing Internucleosomal DNA Cleavage in

Hematopoietic Cells,” Int J Hematol, FF,
AIIG.
FP “The FAB Classification of Acute Leu-

kemias,” Asian Med J, A@, AIFF.
GH “Myelodysplastic Syndromes in Thai-

land : A Retrospective Pathologic and

Clinical Analysis of AAG Cases,” Leuk

Res, BB, AIIH.

西渕 光昭

AJ 広島大学水畜産学部A AIGFB
BJ オレゴン州立大学 Ph. D.A AIHCB
CJ 病原細菌学
DJ@ 環境と細菌の病原性発現調節メカニズム

との関係

A 東南アジアの水棲環境中の病原性細菌の

動態

EJ AIGGE GH年A 文部省派遣交換留学生とし
てオレゴン州立大学に留学しA 魚病を研究@
AIH@E HB年 Fオレゴン州立大学博士課程在
学中GA ヒト病原性ビブリオ属細菌の米国沿
岸における分布調査に参加しA 西海岸の調査
を担当@ AIHCE HF年A メリDランド大学ワ
クチン開発センタDで細菌病原性の分子遺伝
学研究を開始@ AIHF年A 大阪大学微生物病
研究所助手に採用される@ AIHH年A 京都大
学医学部講師に採用されA 同年A 同助教授に
昇任@ AIIF年A 京都大学東南アジア研究セ
ンタD教授に採用されA 現在に至る@
FJ@ “Molecular Taxonomy of Lactose

Fermenting Vibrios,” F共著G in R. R.

Colwell Fed.GA Vibrios in the Environ-

ment, John Wiley and Sons, AIHD.
A “Nucleotide Sequence of the Thermo-

stable Direct Hemolysin Gene of Vibrio

Parahaemolyticus,” F共著G Journal of Bac-

teriology, AFB FBGA AIHE.
B “Synthetic Oligonucleotide Probes to

Detect Kanagawa Phenomenon-Positive

Vibrio Parahaemolyticus,” F共著G Journal

of Clinical Microbiology, BC FFGA AIHF.
C “Isolation from a Coastal Fish of

Vibrio Hollisae Capable of Producing a

Hemolysin Similar to the Thermostable

Direct Hemolysin of Vibrio Parahaemoly-

ticus,” F共著G Applied and Environmen-

tal Microbiology, ED FHGA AIHH.
D “DNA Probes for Pathogenic Vibrio

Species,” F共著G in F. C. Tenover Fed.GA
DNA Probes for Infectious Diseasess,

CRC Press, AIHH.
E “Detection with Synthetic Oligonucle-

otide Probes of Nucleotide Sequence
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Variations in the Genes Encoding Enter-

otoxins of Escherichia Coli,” C共著D Jour-

nal of Clinical Microbiology, BG CA@D@
AIHI.
@ “Experimental non@@A Group A Vibrio

Cholerae Gastroenteritis in Humans,”

C共著D Journal of Clinical Investigation,

HE, AII@.
A “Duplication and Variation of the

Thermostable Direct Haemolys in CtdhD
Gene in Vibrio Parahaemolyticus,” C共
著D Molecular Microbiology, D CAD@ AII@.
B “Molecular Epidemiologic Evidence

for Association of Thermostable Direct

Hemolysin CTDHD and TDH-related He-

molysin of Vibrio Parahaemolyticus with

Gastroenteritis,” C共著D Infection and Im-

munity, EH CAAD@ AII@.
CE “Cholera Enterotoxin Production in

Vibrio Cholerae @A Strains Isolated from

the Environment and from Humans in

Japan,” C共著D Applied and Environmen-

tal Microbiology, EG CHD@ AIIA.
CF “Evidence for Insertion Sequence-

mediated Spread of the Thermostable

Direct Hemolysin Gene among Vibrio

Species,” C共著D Journal of Bacteriology,

AGC CAFD@ AIIA.
CG “Contribution of the tdh A Gene of

Kanagawa Phenomenon-positive Vib-

rio Parahaemolyticus to Production of

Extracellular Thermostable Direct He-

molysin,” C共著D Microbial Pathogenesis,

AA, AIIA.
CH “Genetics of Thermostable Direct He-

molysin of Vibrio Parahaemolyticus,” C共
著D in A. E. Pohland Ced.D@Microbial Tox-

ins in Foods and Feeds, Plenum Publish-

ing Co., AIIA.

CI “Enterotoxigenicity of Vibrio Parahae-

molyticus with and without Genes En-

coding Thermostable Direct Hemoly-

sin,” C共著D Infection and Immunity, F@
CID@ AIIB.

CJ “Detection of the Thermostable Direct

Hemolysin Gene CtdhD and the Thermo-

stable Direct Hemolysin-related Hemol-

ysin Gene CtrhD of Vibrio Parahaemolyti-

cus by Polymerase Chain Reaction,” C共
著D Molecular and Cellular Probes, F,
AIIB.
CK EToxRを中心としたビブリオの病原因

子遺伝子の発現調節F 加藤延夫 C編D G微
生物学の新しい展開H 菜根出版@ AIICA
CL “Thermostable Direct Hemolysin Gene

of Vibrio Parahaemolyticus : A Viru-

lence Gene Acquired by a Marine Bacte-

rium,” C共著D Infection and Immunity,

FC CFD@ AIIE.
CM “The Thermostable Direct Hemoly-

sin Gene of Vibrio Hollisae is Dissimilar

in Prevalence to and Phylogenetically

Distant from the tdh Genes of Other

Vibrios : Implications in the Horizontal

Transfer of the tdh Gene,” C共著D Micro-

biology and Immunology, D@ CAD@ AIIF.
CN “Emergence of a Unique @C : KF Clone

of Vibrio Parahaemolyticus in Calcutta,

India, and Isolation of Strains from the

Same Clonal Group from Southeast

Asian Travelers,” C共著D Journal of Clin-

ical Microbiology, CE CABD@ AIIG.
DE “Detection of Escherichia Coli @AEG :

H G in the Beef Marketed in Malaysia,”

C共著D Applied and Environmental Micro-

biology, FD CCD@ AIIH.
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河野 泰之

AJ 東京大学農学部A AIHAB
BJ 東京大学農学博士A AIHFB
CJ 自然資源管理
DJ@ 地域資源評価

A モンスEンアジアの水利
EJ AIHG年東南アジア研究センタE助手A AIIB
F ID年アジア工科大学灌@工学経営プログ
ラム助教授A AIIH年東南アジア研究セン
タE助教授A 現在に至る@ AIHA年ジャワ島A
AIHCF HD年タイA スリランカ及び南インドA
AIHF年ルソン島A AIHI年イランA イラクA
エジプトA AII@A AIIA年中国A AIIEF IH年
ベトナムCタイにおいて土地C水利用や水利
開発の調査に従事する@
FJ@ I東北タイCドンデEン村@@稲作の不
安定性J K東南アジア研究L BC GCHA AIHEB
A Iタイ国東北部の天水田の水文環境と水
利開発J K拓殖学研究L BFA AIHFB
B I天水田における土地改良事業の経済効
果J K農業土木学会誌L EE GIHA AIHGB
C “Rainfed Rice Culture and Popula-

tion Growth : A Case Study at a North-

east Thai Village” K東南アジア研究L BH
GDHA AIIAB
D Iタイ国東北部農村の生業構造に基づく
村落類型@@ヤソトン県を対象としてJ
G共著H K東南アジア研究L C@ GCHA AIIBB
E IK火耕水耨L 再考J G共著H K史林L GF
GCHA AIICB
F “Changing Features of Irrigated Agri-

culture in the Chao Phraya Delta, Thai-

land, ” G共著H in Proceedings of the Inter-

national Conference on Environmentally

Sound Water Resources Utilization, AIIC.
G “Dynamics of Upland Utilization and

Forest Land Management : A Case

Study in Yasothon Province, North-

east Thailand,” G共著H K東南アジア研究L
CB GAHA AIIDB
H “Effect of Water Control on Rice Culti-

vation in the Red River Delta, Vietnam :

A Case Study in the Nhue River Irriga-

tion System,” G共著H K東南アジア研究L
CB GDHA AIIEB
IJ “Land and Water Resources Manage-

ment for Crop Diversification in the

Chao Phraya Delta, Thailand : A Case

Study of Citrus Cultivation in the

North Rangsit Irrigation Project,” G共
著H K東南アジア研究L CC GBHA AIIEB
IK “Spread of Direct Seeded Lowland

Rice in Northeast Thailand : Farmers’

Adaptation to Economic Growth,” G共
著H K東南アジア研究L CC GDHA AIIFB
IL I紅河デルタにおける水利開発と合作社
の役割J G共著H K熱帯農業L D@ G別号 B HA
AIIFB
IM “Who should Manage an Irrigation

System : Monsoon Asian Experiences,”

in Proc. of the Int. Conf. on Water

Resour. & Environ. Res., AIIF.
IN “Application of NETVIS to the Eval-

uation of a Reforestation Project in

Northeast Thailand,” G共著H in Proc. of

the 17th Asian Conference of Remote Sen-

sing, AIIF.
IO “Post-AIDI Development of the Du-

jiangyan Irrigation System, South

China : Bridging over a Gap between

the Government and Farmers,” Interna-

tional Journal of Water Resources Devel-

opment, AC GAHA AIIG.
IP I社会開発型 ODA事業における GISの

役割@@東北タイ造林普及計画 GREXH
を例としてJ G共著H KGIS@@理論と応
用L E GAHA AIIGB
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IP Iタイ国における農業開発の現状と今後
の課題J G共著H K農業土木学会誌L FE GDHA
AIIGB
IQ I東北タイ土地生産力の評価とモデル化
@@MAPNETプロジェクトの概要J G共
著H K熱帯農業L DA G別号 A HA AIIGB
IR I東北タイにおける天水田水稲作の作付
け時の水条件J G共著H K熱帯農業L DA G別
号 B HA AIIGB
JK “Village-level Irrigation System Man-

agement in the Command Area of Nam

Ha A Irrigation Scheme,” K百穀社通信L
HA AIIHB

地域研究第二客員部門

片山 裕

AJ 京都大学法学部A AIGCB
BJ 京都大学法学修士A AIGEB
CJ 政治学
DJ@ 東南アジアにおける行政と政治

A フィリピンの中央地方関係

B フィリピンの環境政策の政治経済学

EJ AIGH年A 京都大学法学部助手に採用される@
AIHA年A 東南アジア研究センタE助手A AIHG
年岡山大学教養部助教授A AIIC年神戸大学
大学院国際協力研究科助教授@ AIIE年同教
授に昇任A 現在に至る@ この間 AIHE年 F月
F HF年 E月までフィリピン大学社会科学哲
学学部客員研究員A AIIB年 D月F ID年 C月
在フィリピン日本大使館専門調査員を兼任@
FJ@ “Technocrats and Imelda Marcos :

One Aspect of the Martial Law Regime

in the Philippines,” in K. Tsuchiya

Ged.HA ‘States’ in Southeast Asia : From

‘Tradition’ to ‘Modernity’, Kyoto Univer-

sity, AIHD.
A Iフィリピン二月革命J 三浦他 G監修H
K世界を変えた戦争C革命C反乱L 自由国

民社A AIHFB
B I現代フィリピンの高級官僚任用にみら
れる地域主義J K季刊行政管理研究L 第 CF
号A AIHFB
C Iマルコス政権の行政官僚制度J K国際問
題L AIHG年 A月号A AIHGB
D I政治的生態学の手法J 矢野 暢 G編H K講
座C政治学第S巻@@地域研究L 三嶺書房A
AIHHB
E Iマルコス政権下の官僚制@@特に幹部
公務員制度に焦点をあててJ 矢野 暢 G編H
K講座C政治学第S巻@@地域研究L 三嶺
書房A AIHHB
F Iフィリピンの政党と選挙J 川端正久C
的場敏博 G編H K現代政治L 法律文化社A
AIHIB
G Iアキノ大統領の政治的リEダEシップJ
K海外事情L AII@年 D月号A AII@B
H Iアキノ政権下の行政改革J 日本行政学
会 G編H K年報行政研究 BE@@比較行政研
究L AII@B
IK I政府批判の様式とマスメディア@@
フィリピンの政治変動における事例研究J
矢野 暢 G編H K東南アジアの政治L G講座C
東南アジア学第 G巻H 弘文堂A AIIAB
IL Iフィリピンにおける女性の職場進出J
伊奈正人他 G編著H K性というつくりごと
@@遺伝子から思想までL 勁草書房A AIIAB
IM I警察官の犯罪@@フィリピンの警察制
度にみる中央M地方関係J K神戸大学国際
協力論集L B GAHA AIIDB
IN I現代フィリピンにおける司法制度問題
@@裁判官の腐敗と裁判の遅延を中心にJ
K神戸法学雑誌L DD GAHA AIIDB
IO “Invisible Nationalism in Contempo-

rary Japan,” in Cordillera Studies Cen-

ter Ged.HA Culture of Nationalism in Con-

temporary Philippine Society, Cordillera

Studies Center, University of the Philip-
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pines College Baguio, AIIE.
IO J身分証からみたフィリピンにおける住
民把握制度K L神戸法学雑誌M DE HBIA AIIEB
IP Jフィリピン人メイド処刑事件騒動の意
味するもの@@ASEAN外交における L国
民M の登場K L総合的地域研究M No. AAA
京都大学東南アジア研究センタFA AIIEB
IQ Jフィリピンにおける美人と美人コンテ
スト@@試論K L奈良産大法学雑誌M H
HCCDIA AIIFB
IR Jフィリピン地域研究における法学的ア
プロFチのむつかしさK L総合的地域研究M
No. ACA 京都大学東南アジア研究センタFA
AIIFB
IS Jフィリピンの新聞にみる阪神淡路大震
災@@救援隊派遣辞退をめぐってK L神戸
大学国際協力論集M E HCIA AIIGB
JK Jラモスは何を変えたかK 五百旗頭真
H編著I Lアジア型リFダFシップと国家形
成M TBSブリタニカA AIIHB

大野 昭彦

AJ 山口大学経済学部A AIGGB
BJ 一橋大学経済修士A AIGIB
CJ 経済開発論
DJ 経済発展と市場形成
EJ AIHEG ID年A 成蹊大学経済学部助教授@
AIID年から大阪市立大学経済学部助教授@
FJ@ Lアジア経済研究M H共編著I 中央経済社A
AIIAB
A JインドCハリヤFナF州における米C
小麦二毛作の普及と所得分配@@ニザムプ
ル村の調査報告を中心にK Lアジア経済M
BE HAIA AIHDB
B J刈分小作契約の選択@@英領インドC
パンジャブ地方の事例を中心にK Lアジア
研究M CA HBIA AIHDB
C JインドCハリヤFナF州における農業
発展と賃労働市場の変容@@賃金決定要因

としての慣習K Lアジア経済M BF HFIA AIHEB
D Jインド在来製糖業の技術力と雇用吸収
力K H共著IA 山田三郎 H編I Lアジアの農
村工業M アジア経済研究所A AIHFB
E JインドCハリヤFナF州における農業
発展と土地賃貸市場K 速水佑次郎 H編I L農
業発展における市場メカニズムの再検討M
アジア経済研究所A AIHHB
F Jインドにおける工場労働者の定着をめ
ぐって@@サラスワティ製糖工場の季節労
働者の場合K H共著I Lアジア経済M CA HCC
DIA AII@B
G J在タイ日系企業における労務管理組織
と従業員の組織適応K Lアジア経済M CC
HABIA AIIB D CD HAIA AIICB
H “Modernizing Agents and Organiza-

tional Adaptation of Factory Workers

in Thailand : A Case Study of a Japa-

nese Joint Venture in Chiang Mai,” De-

veloping Economics, CC HCIA AIIEB
IK “Technology and Labour Absorption

in the Indigenous Sugar Industry in In-

dia : An Analysis of Appropriate Tech-

nology,” H共著I Hitotsubashi Journal of

Economics, CF HBIA AIIE. The Same in

Peter Robb and H. Yanagisawa Hed.IA
Local Agrarian Societies in Colonial In-

dia, AIIF.
IL “Technology of the Indian Sugar

Industry from an International Per-

spective,” H共著I in Peter Robb and H.

Yanagisawa Hed.IA Local Agrarian Socie-

ties in Colonial India, AIIF.
IM Jパキスタンの灌@システム改革と援助
政策K L国際開発研究フォFラムM E号A
AIIFB
IN J技術C技能そして労務管理@@フィリ
ピンの製造業を対象としてK L経済学雑誌M
IH HECFIA AIIGB
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IL I刈分契約と減免慣行@@小作契約にお
ける危険分散J K成蹊大学経済学論集L AI
GBHA AIHIB
IM Iインドの経済発展と農業J K経済学雑
誌L IH GBHA AIIGB
IN “Organizational Maladaptation of the

First Generation of Factory Workers in

Thailand,” Osaka City University Econo-

mic Review, CC GAHA AIIGB
IO I工業化の初期段階における労働者の組
織不適応@@北タイの経験からJ Kアジア
研究L DD GAHA AIIGB
IP I農村工業製品をめぐる市場形成@@ラ
オスにおける手機織物J Kアジア経済L AIIHB
IQ “Rural Garment and Weaving Indus-

tries in Northern Thailand,” G共著H in

Hayami Ged.HA Toward the Rural Based

Development of Commerce and Indus-

try : Selected Experience from East Asia

GChapter F HA AIIHB
JK “Organizational Characteristics of Ru-

ral Textile Industries in East Asia,” G共
著H in Hayami Ged.HA Toward the Rural

Based Development of Commerce and In-

dustry : Selected Experience from East

Asia GChapter A@HA AIIH.

非常勤講師@非常勤研究員等

非常勤講師

須羽 新二

AJ 龍谷大学文学部A AIHBB
BJ 龍谷大学文学修士A AIHEB
CJ 情報化社会論
DJ@ 東南アジアの情報化と海外出稼ぎ

A タイ語文献デEタベEスの構築
EJ AIHI年A 龍谷大学電子計算機教室に技能系

嘱託職員として採用される@ AIID年A 龍谷
大学社会学部特任講師A AIIG年A 聖泉短期
大学情報社会学科専任講師A 現在に至る@
AIHCF HD年A 東北タイにて農民生活に関す
る調査に従事する@
FJ@ I東北タイにおける農村構造J 龍谷大
学修士論文A AIHEB
A “The Village Life,” G共著H in H. Fukui

et al. Geds.HA The Second Interim Report/

A Rice-Growing Village Revisited : An

Integrated Study of Rural Development

in Northeast Thailand, CSEAS, Kyoto

University, AIHE.
B I東北タイCドンデEン村@@生活行動
記録 G第 A報HJ G共著H K東南アジア研究L
BC GCHA AIHEB
C “The Daily Activity Survey : Notes

on the Tables,” G共著H in H. Fukui et

al. Geds.HA The Third Interim Report/A

Rice-Growing Village Revisited : An Inte-

grated Study of Rural Development in

Northeast Thailand, CSEAS, Kyoto Uni-

versity, AIHH.
D I東北タイにおける地域開発と村落自治
の変容J K龍谷大学社会学論集L I A AIHIB
E I村の社会C政治組織J G共著H 口羽益生
G編H KドンデEン村の伝統構造とその変
容L 創文社A AII@B
F KアンケEト調査デEタの解析のための

SASの使い方@@TSS端末利用 G龍谷大
学版HL G共著H 龍谷大学電子計算機教室A
AII@B
G KTSS利用の手引き GTSP実行編HL G共
著H 龍谷大学電子計算機教室A AIICB
H K計量政治学実習の手引き@@SPSS入

門編L G共著H 龍谷大学電子計算機教室A
AIICB
IK K計量政治学実習の手引き@@SPSS実

践編L G共著H 龍谷大学電子計算機教室A
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AIICB
DE KSASの利用手引L G共著H 龍谷大学電子
計算機教室A AIICB
DF Iタイへの直接投資とその影響J G翻訳H
中村尚司C河村能夫 G編H Kアジアからみ
るアジアをみるL 阿吽社A AIIDB
DG Kウィンドゥルドンへの道@@Windows

による情報リテラシEL G共著H 学術図書
出版A AIIEB
DH Kウィンドゥルドンへの道 IH@@Win-

dowsによる情報リテラシEL G共著H 学
術図書出版A AIIHB

非常勤研究員

及川 洋征
GAIIG年 D月 A日F AIII年 C月 CA日H

AJ 東京農工大学農学部A AII@B
BJ 京都大学農学修士A AIIBB
CJ 熱帯農学A 森林経営学
DJ インドネシアにおける樹木作物の導入に伴
う村落景観の展開

EJ AIIB年度日本学術振興会特別研究員 GDC

A H@ AIIB年 A@月から C 年間A インドネシ
アボゴEル農科大学大学院研究生 G学外研究
指導委託によるH@
FJ@ Iジャワ島におけるモルッカネム普及政
策 KセゴニサシL と農民の受容J K熱帯林
業L CE号A AIIFB
A I南カリマンタン丘陵地におけるジャワ
移民による混合樹園地の造成過程 G速報HJ
K日本林学会論文集L A@G号A AIIFB
B Iジャワ島の混合樹園地 GMixed Gar-

denH における農家による用材生産@@モ
ルッカネムの事例J K林業経済研究L DC GBHA
AIIGB
C “A Preliminary Survey on Coconut-

sugar-making Homegardens in Relation

to Fuel Procurement in Banyumas, Cen-

tral Java,” Tropics, GGC/DHA AIIH.

貞好 康志
GAIIH年 D月 A日F B@@@年 C月 CA日H

AJ 京都大学文学部A AIHFB
BJ 京都大学人間C環境学修士A AIIEB
CJ 地域研究A 歴史学
DJ インドネシア華人の社会史
EJ AIHFF HI年A 住友林業 G株H で対インド
ネシア貿易に従事@ AIHIF IA年A インドネ
シア大学およびディポヌゴロ大学へ留学@
AIIEF IG年A 日本学術振興会特別研究員@
FJ@ I華人がインドネシアCナショナリズム
を志向した時@@コECクワットCチョン
の軌跡よりJ K南方文化L B@A AIICB
A Iプラナカン華人の同化論争 GAIF@年H
@@Kインドネシア志向L のゆくえJ K南方
文化L BBA AIIEB
B Iインドネシアにおける華人同化主義の
国策化@@プラナカンの志向と政治力学J
K東南アジア 歴史と文化L BEA AIIEB
C I混血J G特集A東南アジアを斬るキE
ワEドH K総合的地域研究L ADA AIIFB

松本 千穂
GAIIH年 D月 A日F B@@@年 C月 CA日H

AJ 甲南大学理学部A AII@B
BJ 京都大学人間C環境学修士A AIIEB
CJ 分子生物学A 分子疫学
DJ 東南アジアにおける腸管感染症原因細菌の
分子遺伝学的研究

EJ AIIAF IC年A 奈良女子大学家政学研究科
修士課程在籍A AIICF IE年A 京都大学大学
院人間C環境学研究科修士課程在籍A AIIEF
IH年A 京都大学大学院人間C環境学研究科
博士課程在籍@
FJ@ “A New Locus on Chromosome C

Strongly Linked with Salt-sensitive

High Blood Pressure in Female F B
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from SHRSP and WKY Rats,” Clinical

Experimental Pharmacolgy Physiology,

BB, AIIE.
A “In Search of Genes Causing Sponta-

neous Hypertension,” Clinical Experi-

mental Pharmacolgy Physiology, BB, AIIE.
B J雌性脳卒中易発症ラットにおける食塩
感受性遺伝子の検索K L血圧M C A AIIFB
C “A Linkage Analysis of the Salt-sensi-

tive Hypertensive Gene in the Stroke-

prone Spontaneously Hypertensive Rat

HSHRSPIAG Japanese Heart Journal, CG,
AIIF.
D “Comparison of the Genetic Back-

ground among WKY and SHR HSPI
Using Microsatellite Markers,” Japanese

Heart Journal, CG, AIIF.
E “Cosegregation of the New Region

on Chromosome C with Salt-induced

Hypertension in Female F B Progeny

from Stroke-prone Spontaneously Hyp-

ertensive and Wistar-Kyoto Rats,” Clini-

cal Experimental Pharmacolgy Physiol-

ogy, BC, AIIF.
F “The Region Responsible for Stroke

on Chromosome D in the Stroke-prone

Spontaneously Hypertensive Rats,” Bio-

chemical Biophysical Research Communi-

cation, BBI, AIIF.
G “Genetic Variation of Sodium Sensi-

tivity,” Nutrition and Stroke, AIIG.
H “Construction of a Rat Genetic Map

Using the Randomly Amplified Micro-

satellite Polymorphism HRAMPI Mark-

ers,” Mammalian Genome, AIIH.

吉木 岳哉
HAIIH年 D月 A日F B@@@年 C月 CA日I

AJ 東北大学理学部A AIIAB

BJ 東北大学理学博士A AIIHB
CJ 地形学A 第四紀学A 自然地理学
DJ 東北タイの地形と表層堆積物の形成過程
EJ 主な研究対象はA 最終間氷期 H約 AC万年
前I 以降における日本各地の山地C丘陵地の
斜面形成過程であるがA その一方でA タイに
おける山麓緩斜面堆積物に関する共同調査A
およびA 東北タイの地形と表層堆積物の形成
過程に関する共同調査にも参加してきた@
FJ@ J北上山地北縁の丘陵地における斜面の
形態と発達過程K L季刊地理学M DE HDIA
AIICB
A “Paleoenvironmental Analysis of

Landforms and Surface Deposits in

the Western Piedmont Zone of Thai-

land,” H共著I in Proceedings of the Inter-

national Symposium on Paleoenvironmen-

tal Change in Tropical-Subtropical Mon-

soon Asia, Special Publication, No. BD, Re-

search Center for Regional Geography,

Hiroshima Univ., AIIE.
B J栃木県喜連川丘陵の谷壁斜面を刻む最
終氷期後半の化石ガリEとその埋積過程K
L第四紀研究M CE HEIA AIIFB

学振特別研究員

長津 一史
HAIIH年 D月 A日F B@@A年 C月 CA日I

AJ 上智大学外国語学部A AIIBB
BJ 京都大学人間C環境学修士A AIIEB
CJ 文化人類学
DJ サマ HバジャウI の地理的移動と社会史
EJ これまでA サバA スルEA スラウェシA 東
カリマンタン等においてフィEルド調査を経
験@ 平成 G年度文部省アジア諸国等派遣留学
生により AIIF年 C月から AIIH年 B月までA
マレEシア国民大学に留学しA サバ州センポ
ルナにてフィEルド調査を行う@ AIIH年 D

62



月より日本学術振興会特別研究員 GPDH と
して東南アジア研究センタEに在籍@
FJ@ IスルE諸島における近代化と社会変容

@@漂海民バジャウの定住化をめぐってJ
K熱帯研究 TropicsL C GBHA AIIDB
A IフィリピンCサマの漁撈活動の実態と
環境観@@民俗環境論的視点からJ 京都大
学人間C環境学研究科修士論文A AIIEB
B I海の民サマ人の生計戦略J K季刊民族
学L GDA AIIEB
C Iセレベス海域サマ人の移動と交流小史
@@ココヤシを運んだ海民たちを追ってJ
山田 勇 G編H KフィEルドワEク最前線
@@見るC聞くC歩くL 弘文堂A AIIFB
D “Research on Bajau Communities :

Maritime People in Southeast Asia,”G共
著H Asian Research Trends : A Human-

ities and Social Science Review, No. F,
AIIF.
E I海の民サマ人の生活と空間認識@@サ
ンゴ礁空間 t’bba の位置づけを中心にし

てJ K東南アジア研究L CE GBHA AIIGB
F I西セレベス海域におけるサマ人の南下
移動@@素描J K上智アジア学L AEA AIIGB

@ @ 資 料 部

北野 康子

AJ 長崎大学教育学部A AIFBB
BJ ハワイ大学MATESL GMaster of Arts in

Teaching English as a Second LanguageHA
AIFH. ハワイ大学MLS GMaster of Library

StudiesHA AIGA.
CJ 図書館学
DJ@ 東南アジア研究資料の目録情報

A 図書館の情報技術

EJ AIFFF FH年A East-West Center奨学生A

AIFIF GA年A ハワイ大学大学院にて図書館
学を修める@ AIGAF GG年A 貿易研修セン
タE情報資料室勤務を経てA AIGG年A 東南
アジア研究センタE資料部図書室に助手とし
て着任A 現在に至る@
FJ@ The Bibliography of Bibliographies of

the Pacific, Graduate School of Library

Studies, University of Hawaii, Honolu-

lu, AIFI.
A United Nations Documents on the

Trust Territory of the Pacific Islands,

Graduate School of Library Studies,

University of Hawaii, Honolulu, AIGA.
B I発展途上国の経済ナショナリズムと経
済統合に関する文献目録J G共編H Kアジア
経済資料月報L B@ GCHA AIGHB
C I図書館ネットワEクのしくみ@@

WLNのシステムA Washington Library

NetworkJ G共編H ライブラリECオEト
メEション研究会A 京都A AIHBB
D Iインドネシアにおける図書館システムJ
G訳H K図書館界L CE GDHA AIHCB
E “Southeast Asian Research Resources

in Western Japan,” presented at the Sev-

enth Congress of Southeast Asian Li-

brarians, Manila, AE A BA February AIHG.
F I京都大学東南アジア研究センタEの現
地語資料J Kアジ研ニュEスL AAIA AII@B
G I子どもに素晴らしい本の世界を開く@
タイの場合J G訳H Kこどもの図書館L D@
GEHA AIICB
H “Two Special Collections in the

Center for Southeast Asian Studies,

Kyoto UniversityBForonda Collection

and Charas Collection,” presented at

International Seminar on Special Col-

lection of Southeast Asian Studies, Uni-

versiti Kebangsaan Malaysia, AI A BA
June AIIEB
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IJ K小田泰正先生とWLNL M情報技術と図
書館@@小田泰正先生追悼論文集N 小田泰
正先生追悼論文集刊行委員会A AIIEB
IK KマレEシアの図書館について@@トン
スリラナン図書館A マレEシア国民大学図
書館L G訳H M現代の図書館N CD GDHA AIIFB
IL “Thai Information in the CSEAS Li-

brary of Kyoto University,” in WAINS

2, Proceedings of the 2nd International

Workshop in Information Networks and

Systems, 13 December 1995. National

Center for Science Information Sys-

tems, AIIF.
IM “Acquisition of Southeast Asian

Scholarly Publications,” in Proceedings

Iof theJ Colloquium on Academic Li-

brary Information Resources for South-

east Asian Scholarship, 3A5 November

1997, University of Malaya, Kuala

Lumpur. Vol.N, University of Malaya

Library, AIIG.

米沢眞理子

AJ 京都大学文学部A AIGBB
BJ 京都大学文学修士A AIGDB
EJ AIGD年A 京都大学東南アジア研究センタE
に文部事務官として採用される@ AIHG年A
東南アジア研究センタE資料部編集室助手に
配置換A 現在に至る@
FJ Kパスカルにおけるキリスト教弁証論の方
法L G京都大学修士論文HA AIGDB

吉村 充則

AJ 法政大学工学部A AIHEB
BJ 法政大学工学修士A AIHGB
CJ 環境工学
DJ 東南アジアの土地利用と熱帯林の破壊

EJ G財H リモEトCセンシング技術センタE
研究員 GAIHGF IF年H を経てA AIIF年A 東
南アジア研究センタEに助手として着任A
現在に至る@ AII@年には NASA/JPLとの

JERSAA CAL/VAl観測実験に従事@ AIIF年
CF D月にはA リモEトセンシングに関する
技術指導のためインドネシア国技術評応用庁

へ派遣される@
FJ@ K複合 HSI変換を用いた画像強調L M法
政大学工学部研究集報N BEA AIHIB
A Kランドサット TMデEタによる米国干
ばつ被害調査L M法政大学工学部研究集報N
BFA AII@B
B KパEソナルコンピュEタを用いた衛星
情報と地理情報による地域特性算定システ

ムL M法政大学工学部研究集報N BGA AIIAB
C “Computer Assisted Satellite Image

Interpretation for Updating Land Use

Information,” G共著H Applications of

Remote Sensing in Asia and Oceania,

Asian Association on Remote Sensing,

AIIB.
D K道路網認識に対する画像情報利用の可
能性L M法政大学工学部研究集報N BHA
AIIBB
E K多時期の衛星画像の画像判読による植
生分布図の作成L M写真測量とリモEトセ
ンシングN CC GAHA AIIDB
F KリモEトセンシングを活用した土地利
用情報の整備L M測量N AIIDB D B
G K熱環境解析に対する時系列熱映像の活
用L M写真測量とリモEトセンシングN CC
GFHA AIIDB
H KNOAA/AVHRRの観測輝度温度に基

づく LANDSAT/TMの観測輝度温度誤差

の補正L G共著H MリモEトセンシング学会
誌N AF GDHA AIIFB

64



第 F章 出 版 活 動

AIIH年 I月現在でA センタEが刊行した東南アジア研究叢書 F和文A 英文GA 地域研究

叢書A H東南アジア研究I FCC巻 A号以降GA 研究報告書シリEズの一覧を掲げる@ なおA

H東南アジア研究I CB巻までの全所収論文等は H東南アジア研究I 別冊 FBC巻 E号G と

H平成 G年度版センタE要覧I にA またリプリントCシリJズA ディスカッションCペE

パEの一覧は H昭和 FB年度版センタE要覧I に一括掲載されているのでA 参照されたい@

@ @ 研究叢書等

A@ 東南アジア研究叢書 A和文B

A B 棚瀬 襄爾B AIFFB H他界観念の原始形態I
B B 矢野 暢B AIFHB HタイCビルマ現代政治史研究I
C B 本岡 武B AIFHB H東南アジア農業開発論I
D B 坪内 良博 ; 坪内 玲子B AIGAB H離婚I 創文社B
E B 飯島 茂B AIGAB Hカレン族の社会C文化変容I 創文社B
F B シュトルツB AIGDB Hビルマ@@地誌C歴史C経済I 野上裕生 F訳GB 創文社B
G B 市村 真一 編B AIGDB H東南アジアの自然C社会C経済I 創文社B
H B 石井 米雄 編B AIGEB Hタイ国@@ひとつの稲作社会I 創文社B
I B 石井 米雄B AIGEB H上座部仏教の政治社会学I 創文社B
A@B 本岡 武B AIGEB Hインドネシアの米I 創文社B
AAB 市村 真一 編B AIGEB H東南アジアの経済発展I 創文社B
ABB 口羽 ; 坪内 ; 前田 編B AIGFB HマレE農村の研究I 創文社B
ACB 西原 正 編B AIGFB H東南アジアの政治的腐敗I 創文社B
ADB エクスタインほか 編B AIGIB H中国の経済発展I 市村真一 F監訳GB 創文社B
AEB 渡部 忠世 編B AIH@B H東南アジア世界@@地域像の検証I 創文社B
AFB 水野 浩一B AIHAB Hタイ農村の社会組織I 創文社B
AGB 土屋 健治B AIHBB Hインドネシア民族主義研究@@タマンCシスワの成立と

展開I 創文社B
AHB 高谷 好一B AIHBB H熱帯デルタの農業発展@@メナムCデルタの研究I 創文

社B
AIB 小林 和正B AIHDB H東南アジアの人口I 創文社B
B@B 石井 米雄 編B AIHFB H東南アジア世界の構造と変容I 創文社B
BAB 桜井由躬雄B AIHGB Hベトナム村落の形成@@村落共有田Kコンディエン制の

史的展開I 創文社B
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BB@ 福井 捷朗@ AIHH@ CドンデBン村@@東北タイの農業生態D 創文社@
BC@ 口羽 益生 編@ AII@@ CドンデBン村の伝統構造とその変容D 創文社@
BD@ 山田 勇@ AIIA@ C東南アジアの熱帯多雨林世界D 創文社@

B@ 東南アジア研究叢書 A英文B

A @ S6ID, Takashi@ AIFF@ Field Crops in Thailand. KyotoBCSEAS.

B @ W6I67:, Tadayo. AIFG@ Glutinous Rice in Northern Thailand. KyotoBCSEAS.

C @ T6@>BDID, Kiyoshi, ed. AIFH@ Geology and Mineral Resources in Thailand and

Malaya. KyotoBCSEAS.

D @ K6L6<J8=>, Keizaburo ; and KNJB6, Kazutake.

AIFI@ Lowland Rice Soils in Thailand. KyotoBCSEAS.

E @ K6L6<J8=>, Keizaburo ; and KNJB6, Kazutake.

AIFI@ Lowland Rice Soils in Malaya. KyotoBCSEAS.

F @ M6:96, Kiyoshige. AIFG@ Alor Janggus, A Chinese Community in Malaya.

KyotoBCSEAS.

G @ I8=>BJG6, Shinichi, ed. AIGE@ The Economic Development of East and Southeast Asia.

HonoluluBUniversity Press of Hawaii.

H @ N>H=>=6G6, Masashi. AIGF@ The Japanese and Sukarno’s Indonesia : Tokyo-Jakarta

Relation, 1951A66. HonoluluBUniversity Press of

Hawaii.

I @ I8=>BJG6, Shinichi, ed. AIGG@ Southeast Asia : Nature, Society and Development. Hono-

luluBUniversity Press of Hawaii.

A@@ K6L6<J8=>, Keizaburo ; and KNJB6, Kazutake.

AIGG@ Paddy Soils in Tropical Asia. HonoluluBUniversity

Press of Hawaii.

AA@ YDH=>=6G6, Kunio. AIGH@ Japanese Investment in Southeast Asia. HonoluluBUni-

versity Press of Hawaii.

AB@ IH=>>, Yoneo, ed. AIGH@ Thailand : A Rice-Growing Society. HonoluluBUniver-

sity Press of Hawaii.

AC@ C=D, Lee-Jay ; and KD76N6H=>, Kazumasa, eds.

AIH@@ Fertility Transition of the East Asian Populations. Hon-

oluluBUniversity Press of Hawaii.

AD@ KJ8=>76, Masuo ; THJ7DJ8=>, Yoshihiro ; and M6:96, Narifumi.

AIGI@ Three Malay Villages : A Sociology of Paddy Growers

in West Malaysia. HonoluluBUniversity Press of

Hawaii.

AE@ C=D, Lee-Jay ; SJ=6GID, S. ; M8C>8DAA, G. ; and M6B6H, S. G. M.

AIH@@ Population Growth of Indonesia : An Analysis of Fertil-
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ity and Mortality Based on the 1971 Population Census.

HonoluluAUniversity Press of Hawaii.

AF@ IH=>>, Yoneo. AIHF@ Sangha, State, and Society : Thai Buddhism in History.

HonoluluAUniversity of Hawaii Press.

AG@ T6@6N6, Yoshikazu. AIHG@ Agricultural Development of a Tropical Delta : A Study

of the Chao Phraya Delta. HonoluluAUniversity of

Hawaii Press.

AH@ THJ8=>N6, Kenji. AIHH@ Democracy and Leadership : The Rise of the Taman

Siswa Movement in Indonesia. HonoluluAUniversity

of Hawaii Press.

AI@ FJ@J>, Hayao. AIIC@ Food and Population in a Northeast Thai Village. Hono-

luluAUniversity of Hawaii Press.

B@@ Y6B696, Isamu. AIIG. Tropical Rain Forests of Southeast Asia : A Forest Ecol-

ogist’s View. Honolulu : University of Hawai‘i Press.

C@ 地域研究叢書

A @ 坪内 良博@ AIIF@ HマレC農村の B@年I 京都大学学術出版会@
B @ 高谷 好一@ AIIF@ HF世界単位G から世界を見るI 京都大学学術出版会@
C @ 立本 成文@ AIIF@ H地域研究の問題と方法@@社会文化生態力学の試みI 京

都大学学術出版会@
D @ 坪内 良博@ AIIH@ H小人口世界の人口誌@@東南アジアの風土と社会I 京都

大学学術出版会@

D@ その他の公刊図書

A @ 講座A東南アジア学 D全 A@巻A別巻 A E 弘文堂@

第 A 巻 矢野 暢 編@ AII@@ H東南アジア学の手法I
第 B 巻 高谷 好一 編@ AII@@ H東南アジアの自然I
第 C 巻 坪内 良博 編@ AII@@ H東南アジアの社会I
第 D 巻 石井 米雄 編@ AIIA@ H東南アジアの歴史I
第 E 巻 前田 成文 編@ AIIA@ H東南アジアの文化I
第 F 巻 土屋 健治 編@ AII@@ H東南アジアの思想I
第 G 巻 矢野 暢 編@ AIIB@ H東南アジアの政治I
第 H 巻 吉原久仁夫 編@ AIIA@ H東南アジアの経済I
第 I 巻 矢野 暢 編@ AIIA@ H東南アジアの国際関係I
第 A@巻 矢野 暢 編@ AIIA@ H東南アジアと日本I
別 巻 矢野 暢 編@ AIIB@ H東南アジア学入門I
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A B 講座C現代の地域研究 F全 C巻G 弘文堂B

第 @ 巻 矢野 暢 編B @HHBB J地域研究の手法K
第 A 巻 矢野 暢 編B @HHCB J世界単位論K
第 B 巻 矢野 暢 編B @HHBB J地域研究のフロンティアK
第 C 巻 矢野 暢 編B @HHBB J地域研究と H発展I の論理K

B B 東南アジア研究センタE 編B @HHFB J事典東南アジア@@風土C生態C環境K 弘文堂B
C B THJ8=>N6, Kenji. @HHAB Demokrasi dan Kepemimpinan : Kebangkitan Gerakan

Taman Siswa. JakartaABalai Pustaka. FIndonesian

Edition of Democracy and Leadership : The Rice of the

Taman Siswa Movement in Indonesia, CSEAS Mono-

graphs in English No. @GG
D B IH=>>, Yoneo. @HHBB Sejarah Sangha Thai : Hubungan Buddhisme dengan

Negara dan Masyarakat. Bangi, Selangor, MalaysiaA
Penerbit Universiti Kebangsaan Malaysia. FMalay Edi-

tion of Sangha, State, and Society : Thai Buddhism in

History, CSEAS Monographs in English No. @EG
E B N>H=>=6G6, Masashi. @HHBB Sukarno, Ratna Sari Dewi, dan Pampasan Perang. Ja-

kartaAPustaka Utama Grafiti. FIndonesian Edition of

The Japanese and Sukarno’s Indonesia, CSEAS Mono-

graphs in English No. G G
F B FJGJ@6L6, Hisao. @HHCB Coastal Wetlands of Indonesia : Environment, Subsist-

ence and Exploitation. Kyoto University Press.

G B YDH=>=6G6, Kunio. @HHCB The Nation and Economic Growth : The Philippines and

Thailand. Kuala LumpurAOxford University Press.

H B U:96, Yoko. @HHDB Local Economy and Entrepreneurship in Thailand : A

Case Study of Nakhon Ratchasima. Kyoto University

Press.

A @ C東南アジア研究D ABB巻 @号から BC巻 A号までB

J東南アジア研究K 第 @号から AB巻 C号までの全所収論文等は総目録として別冊 AB巻

D号にA また AC巻 @号から BA巻 C号までは J平成 F年度版センタE要覧K に掲載されて

いるのでA ここではA BB巻 @号から最新号までの所収論文等を掲げる@ 各報告はA コE

ド番号C著者名C報告表題C掲載頁の順に配列されている@ コEド番号はA C A D桁目の

数字が巻数をA B桁目の数字が号数をA そしてA @ A A桁目の数字が報告の番号を表して

いる@
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BB巻 @号 @Vol. BB, No. @ A @EEC年 D月 @June @EECA

B特集C バングラデシュ農村開発研究
GBangladesh Rural Development StudiesH

CCA@A 海田能宏 ; サレハBベグDム GKaida, Yoshihiro ; and Saleha BegumHA バングラデシュ農
村開発実験 GBangladesh Rural Development Experiment, AIIB A IEHA C A BD.

CCA@B 藤田幸一 GFujita, KoichiHA 村落公共機能の強化をめざして@@バングラデシュ農村開発の
新戦略@@GStrengthening Rural Public FunctionsBA New Strategy for Bangladesh

Rural DevelopmentHA BE A CH.
CCA@C 安藤和雄 ; 内田晴夫 ; ハビブDルBラDマン ; アルタフBホセイン GAndo, Kazuo ; Uchida,

Haruo ; Rahman, Habibur ; and Hossain, S. M. AltafHA マタボDルたちと在地の農村開発
@@バングラデシュ@ ドッキンチャムリア村におけるアクションBリサDチの記録 GMatab-

bors and Village DevelopmentBAn Account of Action Research in Dakhsin Chamuria

Village, BangladeshHA CI A FE.
CCA@D 内田晴夫 ; 安藤和雄 ; ムハマッドBセリム ; アルタフBホセイン GUchida, Haruo ; Ando,

Kazuo ; Salim, Muhammad ; and Hossain, S. M. AltafHA 農村水文学@@バングラデシュの
農村インフラ整備への新しいアプロDチ@@GRural HydrologyBAn Approach to Rural

Infrastructure Build-up in Bangladesh Rural DevelopmentHA FF A HA.
CCA@E 吉野馨子 ; ムハマッドBセリム GYoshino, Keiko ; and Salim, MuhammadHA バングラデ

シュのバリBビティ E屋敷地F を通してみた農村開発 GAn Observation of Bangladesh

Rural Development Through Bari-Biti EHome GardenFHA HB A IG.
CCA@F 矢嶋吉司 ; 河合明宣 ; ショポンBクマDルBダスグプタ ; マザハルDルBイスラム GYajima,

Kichiji ; Kawai, Akinobu ; Dasgupta, Swapan Kumar ; and Islam, MazharulHA オストド
ナ村農村開発@末記@@深管井導入の失敗からの再出発@@GAn Account of Austodona Vil-

lage Development, BangladeshBA Lesson Learned from Aborted Deep-Tubewell

ProjectHA IH A AAD.
CCA@G 野間晴雄 GNoma, HaruoHA バングラデシュ村落社会と村落研究@@農村開発を指向した研究

史的展望@@GA Review of Studies on Village Society and Rural Development in Bangla-

deshHA AAE A AD@A

BB巻 A号 @Vol. BB, No. A A @EEC年 E月 @Sept. @EECA

CCB@A 八尾隆生 GYao, TakaoHA 黎朝聖宗期の新開拓地を巡る中央政権と地方行政@@安興碑文の分
析@@GThe Le Government and Its Regional Administration System in the Newly Re-

claimed Land under the Reign of Le Thanh TongBThe Analysis of the Inscriptions in

Yen Hung Sub-PrefectureHA ADC A AFH.
CCB@B Kono, Yasuyuki ; and Pradip Kumar Saha. Land and Water Resources Management
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for Crop Diversification in the Chao Phraya Delta, ThailandBA Case Study of Citrus Cul-

tivation in the North Rangsit Irrigation Project. AFI A AHF.
CCB@C Miyagawa, Shuichi. Expansion of a Improved Variety into Rain-fed Rice Cultivation

in Northeast Thailand. AHG A B@C.
CCB@D 重冨真一 BShigetomi, Shin’ichiC@ 東北タイにおける共同耕作の形成原理 BThe Mechanism

of Forming Joint Farming in Northeast ThailandC@ B@D A BBC.
CCB@E 井上 真 BInoue, MakotoC@ マカッサル人の山村における文化生態系の動態@@インドネシ

ア共和国スラウェシ州における治山プロジェクトの影響@@BDynamics of Cultural Ecosys-

tem in the Makassar Mountainous RegionBEffect of the Watershed Management Proj-

ect, South Sulawesi, IndonesiaC@ BBD A BDD.
CCB@F Warren, James Francis. A Strong Stomach and Flawed MaterialBTowards the

Making of a Trilogy, Singapore, AHG@ A AID@. BDE A BFD.

書評 @Book ReviewA

CCB@G 加藤 剛 BKato, TsuyoshiC@ Barbara Watson Andaya, To Live as Brothers : Southeast Su-

matra in the Seventeenth and Eighteenth Centuries. BFE A BFF.

現地通信 @Field ReportA

CCB@H 海田能宏 BKaida, YoshihiroC@ B@年ぶりのメコンデルタ紀行 BA Journey in the Mekong

Delta after an Interval of Twenty YearsC@ BFG A BHB@

CC巻 C号 @Vol. CC, No. C A AEED年 AB月 @Dec. AEEDA

創立 C@周年記念特集
Thirtieth Anniversary Issue

CCC@A Tsubouchi, Yoshihiro. A Malay Village in Kelantan, AIG@ A AIIA. C A B@.
CCC@B Nishimura, Shigeo. The Development of Pancacila Moral Education in Indonesia. BA A

CD.
CCC@C Tamada, Yoshifumi. Coups in Thailand, AIH@ A AIIABClassmates, Internal Conflicts and

Relations with the Government of the Military. CE A EG.
CCC@D Somkiat Konchan ; Nakada, Yoshiaki ; and Fukui, Hayao. Food and Population under

Subsistence Rice Farming in Three Villages in Yasothon, Northeast Thailand. EH A H@.
CCC@E Tanaka, Koji. Transformation of Rice-Based Cropping Patterns in the Mekong DeltaB

From Intensification to Diversification. HA A IF.
CCC@F Yoshihara, Kunio. Culture, Institutions, and Economic GrowthBA Comparative Study

of Korea and Thailand. IG A ADD.
CCC@G Ohji, Toshiaki. Traditional Rice Cultivation Methods and a Survey of Plows in Thai-

landBWith Special Reference to the Development of Plow Technology. ADE A AH@.
CCC@H Yamada, Isamu. Aloeswood Forest and the Maritime World. AHA A AHF.
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CCC@I Tachimoto, Narifumi Maeda. Global Area Studies with Special Reference to the Malay

or Maritime World. AHG @ B@A.
CCCA@ Danandjaja, James. A Comparative Study of Japanese and Indonesian Folklores. B@B @

BAD.
CCCAA Furukawa, Hisao. Meiji Japan’s Encounter with Modernization. BAE @ BCF.

AA巻 B号 @Vol. AA, No. B A @DDC年 A月 @March @DDCA

Transformation of Agriculture in Northeast Thailand

CCD@A Fukui, Hayao. Preface. C @D.
CCD@B Somkiat Konchan ; and Kono, Yasuyuki. Spread of Direct Seeded Lowland Rice in North-

east Thailand : Farmer’s Adaptation to Economic Growth. E @ BH.
CCD@C Miyagawa, Shuichi. Recent Expansion of Nonglutinous Rice Cultivation in Northeast

Thailand : Intraregional Variation. BI @ EF.
CCD@D Nakamura, Ken ; and Matoh, Toru. Nutrient Balance in the Paddy Field of Northeast

Thailand. EG @ FI.
CCD@E Yanagisawa, Masayuki ; and Nawata, Eiji. Development of Commercial Cultivation of

Field Crops in Thailand : A Case Study in Saraburi and Lopburi Provinces. G@ @ I@.
CCD@F Nakada, Yoshiaki. When Does a Farmer Sell Rice? : A Case Study in a Village in

Yasothon Province, Northeast Thailand. IA @ A@F.
CCD@G Funahashi, Kazuo. Farming by the Older Generation : The Exodus of Young Labor in

Yasothon Provinces, Thailand. A@G @ ABA.
CCD@H Ikemoto, Yukio. Expansion of Cottage Industry in Northeast Thailand : The Case of Tri-

angular Pillows in Yasothon Province. ABB @ ACG.
CCD@I Nagata, Yoshikatsu. Mapping the Village Database : Spread of Economic Growth to

Rural Area of Northeast Thailand. ACH @ AEF.
CCDA@ Fukui, Hayao. Expansion of Arable Land and Its Cessation : The Case of Northeast Thai-

land. AEG @ AHD.

書評 @Book ReviewA

CCDAA Yoshihara, Kunio. Takashi, Tomosugi, Changing Features of a Rice@Growing Village in

Central Thailand : A Fixed@Point Study from 1967 to 1993. AHE @ AHG.
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AB巻 @号 @Vol. AB, No. @ A @DDC年 C月 @June @DDCA

B特集C インドネシア国民の形成
@@故土屋健治教授を偲んで@@

DThe Formation of the Indonesian Nation :

In Memory of the Late Professor Kenji TsuchiyaE

CDA@A 白石 隆 DShiraishi, TakashiE@ インドネシアの近代における FわたしG@@カルティニの ik

とスワルディの saya@@D“I” in Modern Indonesia : Kartini’s Ik and Soewardi’s SayaE@
E A B@.

CDA@B 西村重夫 DNishimura, ShigeoE@ タマンシスワ教育理念の連続性と不連続性 DThe Transfor-

mation of Tamansiswa’s PrinciplesE@ BA A CD.
CDA@C 深見純生 DFukami, SumioE@ AIAC年のインドネシア@@東インド党指導者国外追放の社会

的背景@@DIndonesia in AIAC : Social Background of the Exile of the Three Leaders of

the Indische PartijE@ CE A EF.
CDA@D 後藤乾一 DGoto, KenichiE@ 民族主義者イワAクスマAスマントリの政治的肖像 DA Politi-

cal Portrait of Iwa Kusuma SumantriE@ EG A GG.
CDA@E 加藤 剛 DKato, TsuyoshiE@ FインドネシアG の見方@@行政空間の認識とその変容@@

DViews of “Indonesia” : Changing Conceptualizations of Administrative Space in the

Late Colonial Period and the New OrderE@ GH A II.
CDA@F 倉沢愛子 DKurasawa, AikoE@ 開発体制下のインドネシアにおける新中間層の台頭と国民統

合 DEmergence of a New Middle Class and National Integration under the Develop-

ment Regime of IndonesiaE@ A@@ A ABF.
CDA@G 玉田芳史 DTamada, YoshifumiE@ タイのナショナリズムと国民形成@@戦前期ピブCン政権

を手がかりとして@@DPhibun and the Formation of a Nation in Thailand, AICH A AIDAE@
ABG A AE@.

CDA@H Moriyama, Mikihiro. Discovering the “Language” and the “Literature” of West Java :

An Introduction to the Formation of Sundanese Writing in AIth Century West Java.

AEA A AHC.
CDA@I Maier, Hendrik M. J. Phew ! Europeesche beschaving ! : Marco Kartodikromo’s Student

Hidjo. AHD A BA@.
CDAA@ Lapian, A. B. Personal Reflections on the Japanese Occupation in Indonesia. BAA A BBC.
CDAAA Shiraishi, Saya. The Birth of Father and Mother in the Indonesian Classroom. BBD A

BCH.
CDAAB 植村泰夫 DUemura, YasuoE@ AIC@年代インドネシア民族党の路線変更と地税問題@@

loemboeng padjak設立をめぐって@@DTurning of the P. B. I.’s Lines and the Land Tax

Problem in the AIC@s : A Study of the Loemboeng PadjakE@ BCI A BEG.
CDAAC 染谷臣道 DSomeya, YoshimichiE@ 絶対依嘱A勇気A前進のための戦い@@あるジャワ人

ロCムシャの生涯@@DAbsolute Submission to Allah, Bravery and the Fight for Advance-

ment : From a Life History of an Old Javanese Romusha in Sabah, MalaysiaE@ BEH A BHE.
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CDAAD 松本 亮 GMatsumoto, RyohHA Wayang Beber@@中部ジャワBWonosari地方のワヤンB
ベベルを中心に@@GWayang Beber : Focusing on the Wayang Beber of Wonosari, Central

JavaHA BHF A C@F.
CDAAE 高谷好一 GTakaya, YoshikazuHA I想像の共同体J 論批判@@I世界単位J の立場から G“The

Imagined Community” : A Critique from the Viewpoint of “World Units”HA C@G A CBF.
CDAAF 土屋健治教授著作目録 GPublications of the Late Prof. Kenji TsuchiyaHA CBF A CCE.
CDAAG K特集号L の編集を終えて GEditorial PostscriptHA CCF.

BC巻 A号 @Vol. BC, No. A A @EED年 E月 @Sept. @EEDA

CDB@A 大木 昌 GOki, AkiraHA 病と癒しの歴史@@もうひとつのインドネシア史研究を目指して
@@GThe History of Disease and Healing in Indonesia : In Search of an Alternative Ap-

proach to Indonesian HistoryHA CCI A CFI.
CDB@B 大野 徹 GOhno, ToruHA モン語版ラDマDヤナ KロイクBサモインBラDムL の特徴 GSa-

lient Features of the Mon Version of the Rama StoryHA CG@ A CHF.
CDB@C Chin, James. The Sarawak Chinese Voters and Their Support for the Democratic

Action Party EDAPFA CHG A D@A.
CDB@D Kong, Lily ; and Yeoh, Brenda S. A. Social Constructions of Nature in Urban Singa-

pore. D@B A DBC.
CDB@E Sukardjo, Sukristijono. The Relationship of Litterfall to Basal Area and Climatic Varia-

bles in the Rhizophora mucronata Lamarck Plantation at Tritih, Central Java, Indonesia.

DBD A DCB.

書評 @Book ReviewsA

CDB@F 海田能宏 GKaida, YoshihiroHA 堀 博@ Mメコン河@@開発と環境N GHiroshi Hori, The

Mekong : The Development and Its Environmental EffectsHA DCC A DCD.
CDB@G 海田能宏 GKaida, YoshihiroHA 石井米雄 ; 横山良一@ MメコンN GYoneo Ishii ; and Ryoichi

Yokoyama, The MekongHA DCE.
CDB@H 黒田景子 GKuroda, KeikoHA Lorraine M. Gesick, In the Land of Lady White Blood : South-

ern Thailand and the Meaning of History. DCF.
CDB@I 渡辺弘之 GWatanabe, HiroyukiHA Jeffrey A. McNeely ; and Paul Spencer Sochaczewski,

Soul of the Tiger : Searching for Nature’s Answers in Southeast Asia. DCG.

現地通信 @Field ReportA

CDBA@ 古川久雄 GFurukawa, HisaoHA 南B東南スラウェシの沿岸村落 GCoastal Villages in South

and Southeast SulawesiHA DCH A DFH.
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BC巻 B号 @Vol. BC, No. B A @FFD年 @A月 @Dec. @FFDA

Mediating Identities in a Changing Malaysia

CDC@A Zawawi Ibrahim. Introduction. D @G.
CDC@B Shamsul A. B. Debating about Identity in Malaysia : A Discourse Analysis. H @ CA.
CDC@C Heng Pek Koon. Chinese Responses to Malay Hegemony in Peninsular Malaysia AIEG @

IF. CB @ EE.
CDC@D Abdul Rahman Embong. Social Transformation, the State and the Middle Classes in

Post@Independence Malaysia. EF @ GI.
CDC@E Maier, Hendrik M. J. A Chew of Sugarcane : Ahmad Kotot’s Hikayat percintaan kasih

kemudaan. H@ @ II.
CDC@F Zawawi Ibrahim. The Making of a Subaltern Discourse in the Malaysian Nation@State :

New Subjectivities and the Poetics of Orang Asli Dispossession and Identity. A@@ @ ACB.

書評 @Book ReviewsA

CDC@G 大谷幸三 BOhtani, KozoC@ Peter A. Jackson, Dear Uncle Go : Male Homosexuality in Thai-

land. ACC @ ACF.
CDC@H 貞好康志 BSadayoshi, YasushiC@ Anthony Reid, ed., Sojourners and Settlers : Histories of

Southeast Asia and the Chinese. ACG @ ACI.

BC巻 C号 @Vol. BC, No. C A @FFE年 B月 @March @FFEA

Studies on the Dynamics of the Frontier World in Insular Southeast Asia

CDD@A Kato, Tsuyoshi. Dynamics of the Frontier World in Insular Southeast Asia : An Over-

view. FAA @ FBA.
CDD@B Abe, Ken@ichi. Cari Rezeki, Numpang, Siap : The Reclamation Process of Peat Swamp

Forest in Riau. FBB @ FCB.
CDD@C Tanaka, Koji. Who Owns the Forest ? : The Boundary between Forest and Farmland at

the Frontier of Land Reclamation in South Sulawesi. FCC @ FDB.
CDD@D Ikegami, Shigehiro. Historical Changes of Toba Batak Reburial Tombs : A Case Study

of a Rural Community in the Central Highland of North Sumatra. FDC @ FGE.
CDD@E Ozeki, Erino. Migration Frontier of Filipino Women : Ethnic Relations of Filipina Domes-

tic Helpers with Chinese Employers in Hong Kong. FGF @ FIE.

CDD@F Azizah Kassim. Women, Development and Change in Negeri Sembilan : A Micro@Level

Perspective. FIF @ GBA.
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CDD@G Nakatani, Ayami. Private or Public ? : Defining Female Roles in the Balinese Ritual

Domain. GBB A GD@.

AB巻 @号 @Vol. AB, No. @ A @EED年 C月 @June @EEDA

B特集C 植民地都市の社会史@@オランダ領東インドの事例@@
FSocial History of Colonial Cities in the Netherlands Indies :

Europeans, Eurasians, Chinese, and BoemipoeteraG

CEA@A 加藤 剛 FKato, TsuyoshiG@ 編者のことば FEditor’s NoteG@ C AH.
CEA@B 泉田英雄 FIzumida, HideoG@ アジア在住ヨCロッパ人の生活様式の変容とヴェランダ式住宅

の誕生 FChanging European Life Style in Asia and the Birth of the Verandah HouseG@
I A C@.

CEA@C 深見純生 FFukami, SumioG@ H印欧人I の社会政治史@@血統主義と属地主義の相剋@@FA
Social@Political History of the Indo@Europeans in Colonial Indonesia : Discord between

the Territorial Principle and Blood OrientationG@ CA A ED.
CEA@D Widodo, Johannes. The Life of the First and Second Generations of a Chinese Immi-

grant Family in Central Java, Indonesia DMid@AIth Century to Mid@B@th CenturyE@ EE A
GF.

CEA@E 加藤 剛 FKato, TsuyoshiG@ オランダ領東インド植民地都市の心象風景@@初期バレAプス
タカ小説を手がかりとして@@FImages of Colonial Cities in the Netherlands Indies : As

Reflected in Some Early Balai Poestaka NovelsG@ GG A ACE.

CEA@F 田子内進 FTakonai, SusumuG@ ダンドゥットの成立と発展 D@E@@近代演劇の成立とオル
ケスAムラユ@@FThe Formation and Development of DangdutDIE : Modern Theatre and

Orkes MelayuG@ ACF A AEE.

書評 @Book ReviewsA

CEA@G Lapian, Adrian B. David E. F. Henley, Nationalism and Regionalism in a Colonial Context :

Minahasa in the Dutch East Indies. AEF A AEG.
CEA@H 立本成文 FTachimoto, Narifumi M.G@ Christian Pelras, The Bugis. The Peoples of South@

East Asia and the Pacific. AEH A AEI.
CEA@I 川中 豪 FKawanaka, TakeshiG@ Patricio N. Abinales, ed., The Revolution Falters : The

Left in Philippine Politics after 1986. AF@ A AFC.

現地通信 @Field ReportsA

CEAA@ Boomgaard, Peter. The Miracle of the Second Flowering Recent Developments in South-

east Asian Studies in Europe. AFD A AFI.
CEAAA 鈴木玲子 FSuzuki, ReikoG@ ラオスで暮らして FLiving in LaosG@ AG@ A AGD.
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BC巻 A号 @Vol. BC, No. A A @EED年 E月 @Sept. @EEDA

CEB@A Warren, James Francis. The Sulu Zone, the World Capitalist Economy and the Histori-

cal Imagination : Problematizing Global@Local Interconnections and Interdependencies.

AGG A BBB.
CEB@B Dove, Michael R. The Epistemology of Southeast Asia’s Anthropogenic Grasslands :

Issues of Myth, Science and Development. BBC A BCI.
CEB@C Porphant Ouyyanont. Bangkok’s Population and the Ministry of the Capital in Early

B@th Century Thai History. BD@ A BF@.
CEB@D 長津一史 ENagatsu, KazufumiF@ 海の民サマ人の生活と空間認識@@サンゴ礁空間 t’bbaの

位置づけを中心にして@@ECoral Reef Fisherfolks and Their Space Cognition : Notions

of “Land,” “Sea,” and Coral Reef Space among Sama in Sitangkai, Sulu ArchipelagoF@
BFA A C@@.

現地通信 @Field ReportA

CEB@E 坪内良博 ETsubouchi, YoshihiroF@ テルナテへの旅 EA Journey to TernateF@ C@A A C@E.

BC巻 B号 @Vol. BC, No. B A @EED年 @A月 @Dec. @EEDA

B特集C 雲南およびその周辺
EYunnan and Its SurroundingsF

CEC@A 山田 勇 EYamada, IsamuF@ 特集号を組むにあたって EEditor’s NoteF@ C@I A CAC.
CEC@B 羅 二虎 ELuo ErhuF@ 秦漢時代における中国西南地域の民族 EMinor Tribes of South West-

ern China during the Chin and Han PeriodF@ CAD A CDE.
CEC@C 古川久雄 EFurukawa, HisaoF@ 雲南民族生態誌@@生態論理と文明論理@@EEcohistory of

Minor Ethnic Groups of Yunnan : Eco@logic and the Logic of CivilizationF@ CDF A DBA.
CEC@D 阿部健一 EAbe, Ken@ichiF@ 雲南の森林史 C@D@@中甸盆地の神山@@EForest History in

Yunnan, ChinaC@DBTibetan God Mountain and Its Protected Forest in JungdenF@
DBB A DDD.

CEC@E 阿部健一 EAbe, Ken@ichiF@ 雲南の森林史 CAD@@中標高盆地の森林破壊とユBカリ植林
@@EForest History in Yunnan, ChinaCADBOwn Forests and Eucalypt Plantation in

Han@dominated BasinF@ DDE A DFD.
CEC@F 郭 艶春 EGuo YanchunF@ 雲南タイ族の環境保全思想と技術@@西双版納の村から@@

EThe Thought and Techniques in the Preservation of the Environment : The Case of

Tai Ethnic Group in Xishuangbanna, YunnanF@ DFE A DHH.
CEC@G 郭 艶春 EGuo YanchunF@ 雲南タイ族における植物文化@@西双版納の村から@@EA

Study of Ethnobotanical Culture : The Case of Tai People in Xishuangbanna, YunnanF@
DHI A EA@.
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CEC@H 山田 勇 C 尹 紹亭 IYamada, Isamu ; Yin ShaotingJA 石灰岩地帯に暮らす人EAA雲南
東南部の生態文化複合系の変容過程AAILife among the Limestone Caves : Environmen-

tal Change of the Eco@cultural Complex of the Minor Han Group in Southeastern

YunnanJA EAA B EBD
CEC@I 尹 紹亭 IYin ShaotingJA 雲南刀耕火種 G焼畑農耕H 民の生存戦略 IStrategies of Yunnan’s

Swiddening PeoplesJA EBE B ED@.
CECA@ 林 行夫 IHayashi, YukioJA もうひとつの K森LAAラオ人とモン@クメFル系諸語族の森

林観からAAIAnother “Forest” for the Dead and Spirits : Notes on the Representation

of Forest among the Lao and Mon@Khmer Speaking Peoples in Lao P. D. R.JA EDA B EEG.
CECAA Hayami, Yoko. Internal and External Discourse of Communality, Tradition and Environ-

ment : Minority Claims on Forest in the Northern Hills of Thailand. EEH B EGI.
CECAB 山崎正史 IYamasaki, SeishiJA モンゴル国ゴビ遊牧地域における搾乳技術 IMilking Meth-

ods in the Mongolian Gobi@nomadic AreaJA EH@ B EIF.

書評 @Book ReviewsA

CECAC Yoshihara, Kunio. Gabriel Kolko, Vietnam : Anatomy of a Peace. EIG B EIH.
CECAD 永渕康之 INagabuchi, YasuyukiJA Henk Schulte Nordholt, The Spell of Power : A Histo-

ry of Balinese Politics 1650B1940. EII B F@@.
CECAE 大橋厚子 IOhashi, AtsukoJA Garrit J. Knaap, Shallow Waters, Rising Tide : Shipping and

Trade in Java around 1775. Luc Nagtegaal, Riding the Dutch Tiger : The Dutch East

Indies Company and the Northeast Coast of Java 1680B1743. F@A B F@E.

AC巻 B号 @Vol. AC, No. B A @EED年 A月 @March @EEDA

B特集C 東南アジア大陸部における民族間関係と D地域E の生成
IInter@ethnic Relations in the Making of Mainland Southeast AsiaJ

CED@A 林 行夫 IHayashi, YukioJA 序文 IIntroductionJA C B AC.
CED@B 長谷川清 IHasegawa, KiyoshiJA 国境を越えるネットワFクとエスニシティの動態AA雲南

省BシプソFンパンナF@ タイBルFの事例からAAICross@Border Networks and Dynam-

ics of Ethnicity : A Case of the Tai Lue in Xishuangbanna Dai Autonomous Prefecture,

Yunnan ProvinceJA AD B CG.
CED@C 高谷紀夫 ITakatani, MichioJA シャンの行方 IWho Are the Shan? : An Ethnological Per-

spectiveJA CH B EF.
CED@D 村上忠良 IMurakami, TadayoshiJA タイ国境地域におけるシャンの民族内関係AA見習僧

の出家式を事例にAAIInter@Ethnic Relations among the Shan along the Border of Thai-

land : A Case of Novice Ordination in MaehongsonJA EG B GG.
CED@E 林 行夫 IHayashi, YukioJA KラオLの所在 IWhere Are the “Lao” ? : Differentiation and In-

volution of Ethno@regional Identity Associated with the Self@promotion of Cultural Rep-
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resentation in Northern Thailand and Lao P. D. R.GA GH A A@I.
CED@F 馬場雄司 FBaba, YujiGA タイBルEであろうとすること@ タイBルEでなくなること@@越

境の時代の守護霊祭祀@@FBeing Lue, Not Being Lue : Guardian Spirit Cult in the Border-

less AgeGA AA@ A ACA.
CED@G 兼重 努 FKaneshige, TsutomuGA エスニックBシンボルの創成@@西南中国の少数民族ト

ン族の事例から@@FCreation of an Ethnic Symbol : Case of the Dong Nationality in

Southwest ChinaGA ACB A AEB.
CED@H 吉野 晃 FYoshino, AkiraGA 焼畑に伴う移住と祖先の移住@@タイのミエンBヤオ族におけ

る移住とエスニシティ@@FMigration by Swiddeners and Migration by Ancestors : The

Ethnicity and Migration of the Mien of Northern ThailandGA AEC A AG@.
CED@I 綾部真雄 FAyabe, MasaoGA 国境と少数民族@@タイ北部リス族における移住と国境認識

@@FNational Boundaries and Ethnic Minorities : Migration and National Boundary Con-

sciousness among the Lisu of Northern ThailandGA AGA A AIF.
CEDA@ Toyota, Mika. Urban Migration and Cross@Border Networks : A Deconstruction of the

Akha Identity in Chiang Mai. AIG A BBC.
CEDAA 谷祐可子 FTani, YukakoGA 山地民と林業政策@@ミャンマE連邦バゴE山地におけるカレ

ン人の焼畑に対する H森林村I 制度の影響@@FForest People and Forest Policy : The Ef-

fect of Forest Village Policy on the Karen of Pegu Yoma, BurmaGA BBD A BDE.
CEDAB 速水洋子 FHayami, YokoGA H民族I とジェンダEの民族誌@@北タイBカレンにおける女性

の選択@@FAn Ethnography of “Ethnic Group” and Gender : Choices Made by Karen

Women in Northern ThailandGA BDF A BFG.
CEDAC 吉田敏浩 FYoshida, ToshihiroGA 生命の連なりを未来に@@北ビルマから中国雲南省と北タ

イにかけての民族間関係と民族B国家間関係と民族内関係をめぐって@@FMaintaining the

Link of Life into the Future : Relations between and within Ethnic Groups and be-

tween Ethnic Groups and the State in Northern Burma, Yunnan Province, China, and

Northern Thailand. BFH A BIA.
CEDAD 福島真人 FFukushima, MasatoGA 差異の工学@@民族の構築学への素描@@FOn the Tech-

nology of Difference : Outline of a Theory of Ethnicity ConstructionGA BIB A C@G.

現地通信 @Field ReportA

CEDAE 立本成文 FTachimoto, Narifumi M.GA マラカ物語 FOn Malacca and MelakaGA C@H A C@I.

AB巻 @号 @Vol. AB, No. @ A @DDC年 B月 @June @DDCA

CFA@A Van der Eng, Pierre. Cassava in Indonesia : A Historical Re@Appraisal of an Enigmatic

Food Crop. C A CA.
CFA@B Molle, François ; and Jesda Keawkulaya. Water Management and Agricultural Change :

A Case Study in the Upper Chao Phraya Delta. CB A EH.
CFA@C 福井清一 C キティポンBスミパン FFukui, Seiichi ; and Kittipong SumipanGA タイ砂糖き
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びの生産費低減の可能性 BOn the Possibility of Cost Reduction in the Thai Sugarcane

FarmingC@ EI A GG.
CFA@D Porphant Ouyyanont. Bangkok as a Magnet for Rural Labour : Changing Conditions,

AI@@ A AIG@. GH A A@H.

書評 @Book ReviewsA

CFA@E 明石陽至 BAkashi, YojiC@ Peter Post ; and Elly Touwen@Bouwsma, eds., Japan, Indonesia

and the War@Myths and Realities. A@I A AA@.
CFA@F 山本信人 BYamamoto, NobutoC@ Daniel S. Lev ; and Ruth McVey, eds., Making Indone-

sia : Essays on Modern Indonesia in Honor of George McT. Kahin. AAA A AAB.
CFA@G 新田栄治 BNitta, EijiC@ Peter Bellwood, Prehistory of the Indo@Malaysian Archipelago.

AAC A AAD.
CFA@H 左右田直規 BSoda, NaokiC@ Anthony Milner, The Invention of Politics in Colonial Malaya :

Contesting Nationalism and the Expansion of the Public Sphere. AAE A AAH.

現地通信 @Field ReportsA

CFA@I Donovan, D. G. ; Fukui, Hayao ; and Itoh, Toshikatsu. Perspective on the Pyu Land-

scape. AAI A ABE.
CFAA@ Hayashi, Yukio. Report on International Co@Workshop in Chiang Mai, Thailand,

March BH A BI, AIIH. ABF A ABH.

BC巻 A号 @Vol. BC, No. A A @EED年 E月 @September @EEDA

CFB@A 箕浦康子 ; 野津隆志 BMinoura, Yasuko ; and Notsu, TakashiC@ タイ東北部における中等教
育普及過程と機会拡大中学校@@中学進学率急上昇のメカニズムを中心に@@BKayaioka

Schools and Expansion of Secondary Education in Rural Northeastern Thailand : With

Special Reference to Mechanism for a Rapid Rise in Attendance RateC@ ACA A ADH.
CFB@B 清水政明 ; Lê ThA Liên ; 桃木至朗 BShimizu, Masaaki ; Lê ThA Liên ; and Momoki, ShiroC@

護城山碑文に見る字喃について BChB Nôm Characters Contained in the Inscription of H@
Tha◊nh MountainC@ ADI A AGG.

CFB@C 鶴田 格 BTsuruta, TadasuC@ 貨幣経済の浸透と儀礼をめぐる社会関係の変容@@中部タイ
の稲作村における冠婚葬祭@@BPenetration of Monetary Economy and Social Change in

a Central Thai Village : A Diachronic Analysis of Economic Aspects of Rites of Passage

and Gift ExchangeC@ AGH A B@E.
CFB@D Kimura, Masataka. Changing Patterns of Leadership Recruitment and the Emergence

of the Professional Politician in Philippine Local Politics Re@examined : An Aspect of Po-

litical Development and Decay. B@F A BBI.
CFB@E Wong Sin Kiong. The Chinese Boycott : A Social Movement in Singapore and Malaya

in the Early Twentieth Century. BC@ A BEC.
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書評 BBook ReviewsC

CFB@F 山下晋司 GYamashita, ShinjiHB Michel Picard ; and Robert E. Wood, eds., Tourism, Ethni-

city and the State in Asian and Pacific Society. BED A BEE.
CFB@G 村嶋英治 GMurashima, EijiHB Daniel Fineman, A Special Relationship : The United States

and Military Government in Thailand, 1947A1958. BEE A BEF.
CFB@H 石井由香 GIshii, YukaHB Eleanor Laquian ; Aprodicio Laquian ; and Terry McGee, eds.,

The Silent Debate : Asian Immigration and Racism in Canada. BEF A BEG.

現地通信 BField ReportC

CFB@I 西村重夫 GNishimura, ShigeoHB ジャカルタ AIIH年 E月 GJakarta, May AIIHHB BEH A BFI.

@ @ 研究報告書シリAズ

研究報告書シリDズはA センタDが単行本として出版したものでA シンポジウムの報告

書A 文部省科学研究費補助金による海外学術調査の報告書A その他の研究奨学金を受けて

行なった研究の報告書などA 各種のものを含んでいる@ 既刊のものを以下に年度順にあげ

る@

A B K6L6<J8=>, Keizaburo, ed. AIFEB Rice Culture in Malaya, Symposium Series No. A.
B B ICD@>, Masamichi, ed. AIFFB Japan’s Future in Southeast Asia, Symposium Series

No. B.
C B FJ?>D@6, Yoshikazu, ed. AIFFB Water Resource Utilization in Southeast Asia, Symposi-

um Series No. C.
D B H><6H=>, Noboru, ed. AIFHB Medical Problems in Southeast Asia, Symposium

Series No. D.
E B 市村 真一 編B AIGEB I稲と農民J
F B I8=>BJG6, Shinichi, ed. AIGGB Preliminary Report on Role of Education in the Rural

Development of Southeast Asia@Thailand and Malay-

sia@.

G B I8=>BJG6, Shinichi, ed. AIGIB Econometric Models of Asian Countries@.

H B I8=>BJG6, Shinichi ; and M>OJCD, Koichi, eds.

AIGIB Ecology, New Technology, and Rural Development in

Thailand and Malaysia Ewith Special Reference to the

Role of EducationFB
I B I8=>BJG6, Shinichi, ed. AIH@B Econometric Models of Asian CountriesA.

A@B THJ7DJ8=>, Yoshihiro ; N6HGA>99>C, Iljas ; T6@6N6, Yoshikazu ; and R6H?>9, Hanafiah A., eds.

AIH@B South Sumatra, Man and Agriculture.
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AA@ W6I67:, Tadayo, ed. AIHA@ Report of the Scientific Survey on Traditional Cropping

Systems in Tropical Asia, Part AAIndia and Sri

Lanka, Part BAIndonesia.

AB@ M6IIJA696 ; and M6:96, Narifumi, eds.

AIHB@ Villages and the Agricultural Landscape in South Sula-

wesi.

AC@ T6@6N6, Yoshikazu ; and Narong T=>G6BDC<@DA.

AIHB@ Chao Phraya Delta of Thailand BAsian Rice-Land Inven-

toryAA Descriptive Atlas, No. A C@
AD@ 渡部 忠世 編@ AIHB@ D南西諸島農耕における南方的要素E
AE@ FJ@J>, Hayao ; K6>96, Yoshihiro ; and KJ8=>76, Masuo, eds.

AIHC@ A Rice-Growing Village Revisited : An Integrated Study

of Rural Development in Northeast Thailand BAn In-

terim ReportC@
AF@ T=6C TJC, ed. AIHC@ The Royal Orders of Burma, A. D. 1598@1885, Part

One, A. D. 1598@1648.

AG@ J6N6L6G9:C6, S. D. G. ; and M6:96, Narifumi, eds.

AIHD@ Transformation of the Agricultural Landscape in Sri

Lanka and South India.

AH@ Boonyawart LJBE6DEDC< ; Jitti P>CI=DC< ; Chavalit C=6ADI=DC ; and K6>96, Yoshihiro.

AIHD@ Chiang Mai-Lamphun Valley, Thailand BAsian Rice-

land InventoryAA Descriptive Atlas, No. B C@
AI@ M6IIJA696 ; and M6:96, Narifumi, eds.

AIHD@ Transformation of the Agricultural Landscape in Indone-

sia.

B@@ THJ8=>N6, Kenji, ed. AIHD@ “States” in Southeast Asia, from “Tradition” to “Moder-

nity.”

BA@ FJ@J>, Hayao ; K6>96, Yoshihiro ; and KJ8=>76, Masuo, eds.

AIHE@ A Rice Growing Village Revisited : An Integrated Study

of Rural Development in Northeast Thailand BThe

Second Interim ReportC@
BB@ T=6C TJC, ed. AIHE@ The Royal Orders of Burma, A. D. 1598@1885, Part

Two, A. D. 1649@1750.

BC@ T=6C TJC, ed. AIHE@ The Royal Orders of Burma, A. D. 1598@1885, Part

Three, A. D. 1751@1781.

BD@ K6ID, Tsuyoshi ; MJ8=I6G, Lutfi ; and M6:96, Narifumi, eds.

AIHF@ Environment, Agriculture and Society in the Malay

World.

BE@ T6C6@6, Koji ; M6IIJA696 ; and M6:96, Narifumi, eds.
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AIHF@ Environment, Landuse and Society in Wallacea.

BF@ T=6C TJC, ed. AIHF@ The Royal Orders of Burma, A. D. 1598A1885, Part

Four, A. D. 1782A1787.

BG@ T=6C TJC, ed. AIHF@ The Royal Orders of Burma, A. D. 1598A1885, Part

Five, A. D. 1788A1806.

BH@ 高谷 好一 編@ AIHF@ E東南アジア伝統農業資料集成F 第 A巻@
BI@ 渡部 忠世 編@ AIHF@ E日本農耕文化の展開と系譜@@島の視点からF
C@@ EO6@>, Mitsuo, ed. AIHG@ Development Planning and Policies in ASEAN Coun-

tries.

CA@ T=6C TJC, ed. AIHG@ The Royal Orders of Burma, A. D. 1598A1885, Part Six,

A. D. 1807A1810.

CB@ 田中 耕司 編@ AIHG@ E東南アジア伝統農業資料集成F 第 B巻@
CC@ J6>B, W. M. H. et al. AIHG@ Review of Literature CJSARD Working Paper No. A D
CD@ HJF, Muhammad Ammer-Ul AIHG@ Review of Literature on Planning Studies in Bangladesh

CJSARD Working Paper No. B D@
CE@ SDA6>B6C, M. AIHG@ Review of Literature : Institution Building CJSARD

Working Paper No. C D@
CF@ NDB6, Haruo ; and C=6@G67DGIN, Ratan Lal, eds.

AIHG@ Selections of Records on Agriculture, Land Tenure and

Economy of Mymensingh District, 1787A1866 CJSARD

Working Paper No. D D@
CG@ T=6C TJC, ed. AIHH@ The Royal Orders of Burma, A. D. 1598A1885, Part

Seven, A. D. 1811A1819.

CH@ T6@6N6, Yoshikazu, ed. AIHH@ Madagascar : Perspectives from the Malay World.

CI@ 高谷 好一 編@ AIHH@ E古代稲作農耕の学際的研究F
D@@ 柴山 守 編@ AIHH@ E東南アジア学研究支援B多言語テキスト処理システムの

研究F
DA@ KJB6<6>, Toru ; and K6>96, Yoshihiro.

AIHH@ Gobarchitra Village and Chandpur Irrigation Project

CJSARD Working Paper No. E D@
DB@ FJ@J>, Hayao ; K6>96, Yoshihiro ; and KJ8=>76, Masuo, eds.

AIHH@ A Rice-Growing Village Revisited : An Integrated Study

of Rural Development in Northeast Thailand CThe

Third Interim ReportD@
DC@ T=6C TJC, ed. AIHH@ The Royal Order of Burma, A. D. 1598A1885, Part

Eight, A. D. 1819A1853.

DD@ Aris PDC>B6C ; 高谷好一 AIHH@ E伝統農業フィBルドノBト集F 第 A巻@
DE@ S6@JG6>, Yumio ; and N>II6, Eiji, eds.

AIHH@ Primitive Agriculture in Viet Nam and Japan I.
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DF@ 桜井由躬雄 ; 新田 栄治 編@ AIHH@ E日本Aベトナム初期農耕比較論 @F
DG@ YDH=>=6G6, Kunio, ed. AIHI@ Oei Tiong Ham Concern : The First Business Empire of

Southeast Asia.

DH@ THJ7DJ8=>, Yoshihiro, ed. AIHI@ The Formation of Urban Civilization in Southeast Asia.

DI@ YDH=>=6G6, Kunio, ed. AIHI@ Thai Perceptions of Japanese Modernization CPublished

in association with Falcon Press Sdn. Bhd., Kuala

LumpurD@
E@@ S6@JG6>, Yumio. AIHI@ Land, Water, Rice, and Men in Early Vietnam : Agrar-

ian Adaptation and Socio-Political Organization CTrans-

lated by Thomas A. StanleyD@
EA@ Marasri S>K6G6@H, compiled. AIHI@ Catalog of Thai Cremation Volumes in the Charas Collec-

tion.

EB@ T=6C TJC, ed. AIHI@ The Royal Orders of Burma, A. D. 1598@1885, Part

Nine, A. D. 1853@1885.

EC@ T=6C TJC, ed. AII@@ The Royal Orders of Burma, A. D. 1598@1885, Part

Ten, Epiloge, Glossary and Index.

ED@ YDH=>=6G6, Kunio, ed. AII@@ Japan in Thailand CPublished in association with

Falcon Press Sdn. Bhd., Kuala LumpurD@
EE@ 田中 耕司 編@ AII@@ E東南アジア伝統農業資料集成F 第 C巻@
EF@ N6> P6C HA6. AII@@ An Introduction to Mon Language.

EG@ THJ7DJ8=>, Yoshihiro, ed. AIIA@ The Formation of Urban Civilization in Southeast Asia

2.

EH@ 坪内 良博 編@ AIIA@ E集落人口の性格と変動に関する比較社会学的研究F
EI@ 高谷 好一 編@ AIIA@ Eフロンティア空間としての東南アジアF
F@@ 田中 耕司 編@ AIIA@ E東南アジア伝統農業資料集成F 第 D巻@
FA@ 深見 純生 訳@ 古川 久雄 編@

AIIA@ EジャワAマドゥラ古代遺跡A遺物目録F
FB@ 古川 久雄 ; 渡部 武 編@ AIIC@ E中国先史A古代農耕関係資料集成F
FC@ 田中 耕司 編@ AIID@ E東南アジア海域世界の森と海F
FD@ Sujin BJI9>HJL6C. AIIE. Cumulative Index for Thai Book Collection CAIHI @Jan.

AIIED in the Library of the Center for Southeast Asian

Studies Kyoto University

FE@ FJ@J>, Hayao, ed. AIIF@ Transformation of Agriculture in Northeast Thailand

FF@ Phongpharn L6L6C6CDCI. AIIF@ List of Thai Books of the Center for Southeast Asian

Studies Library

FG@ Z6L6L> I7G6=>B, ed. AIIF@ Mediating Identities in Changing Malaysia

FH@ RD=6N6 UB6G. AIIG@ Senarai Perolehan Perpustakaan 1997 : Bahasa Indone-

sia dan Malaysia
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FIB K6ID, Tsuyoshi, ed. AIIGB Studies on the Dynamics of the Frontier World in Insu-

lar Southeast Asia

G@B THJ8=>N6, Kenji ; and K6ID, Tsuyoshi, eds.

AIIGB An Integrated Study on the Dynamics of the Maritime

World of Southeast Asia

GAB Kanchanaporn C=>IH6C<6. AIIGB List of Thai Books of The Center for Southeast Asian

Studies Library Kyoto University No. AE
GBB 林 行夫 編B AIIHB I東南アジア大陸部における民族間関係と G地域H の生成J
GCB S6JA>6= Saleh. AIIHB Daftar Buku-Buku Tentang Indonesia dalam Bahasa

Indonesia Koleksi Center for Southeast Asian Studies

Library Kyoto University

なおA センタD関係者の研究報告書のうちA センタD以外の機関により出版されたものをA 参考ま
でに掲げておく@

JSARD Publication Series EPublished by JICA Bangladesh OfficeF

A B JSARD Editorial Committee, ed.

AIHHB Proceedings of the Mid-term Review Workshop of

JSARD, January 24, 1988 EJSARD Publication No. F FB
B B K6>96, Yoshihiro ; and HDHH6>C, S. M. Altaf, eds.

AIHHB Gobarchitra Village in Chandpur EJSARD Publication

No. G FB
C B U8=>96, Haruo et al., eds. AIHHB Jawar Village in Kishoreganj EJSARD Publication No.

H FB
D B HDHH6>C, S. M. Altaf. AIHHB Evolution of Cropping Systems in My-mensingh and

Comilla Regions EJSARD Publication No. ABFB
E B N>H=>BJG6, Hiroyuki et al., eds.

AIHIB Three Villages in Comilla EJSARD Publication No. I FB
F B M6=6G?6C, Keshav Lall. AIHIB Phanishair Village in Chandpur EJSARD Publication

No. AAFB
G B C=6@G67DGIN, Ratan Lal ; and NDB6, Haruo, compiled.

AIHIB Select Records on Agriculture and Economy of Comilla

District, 1782@1867 EJSARD Publication No. ACFB
H B M6BJC, Abdullah Al. AIHIB Agro-ecological Studies of Weed in Bangladesh

EJSARD Publication No. ADFB
I B NDB6, Haruo ; C=6@G67DGIN, Ratan Lal, compiled.

AII@B Select Records on Agriculture, Land Revenue, Economy

and Society of Noakhali District, 1849@1878 EJSARD

Publication No. AEFB
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A@@ K6>96, Yoshihiro, ed. AII@@ Tetulia Village in Bogra BJSARD Publication No. AFC@
AA@ M6BJC, A. Al. AII@@ Agro-ecological Studies of Weeds and Weed Control in

a Flood-prone Village of Bangladesh BJSARD Publica-

tion No. AGC@
AB@ JSARD Editorial Commitee, ed.

AII@@ Proceedings of the Second JSARD Workshop, Held on
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